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第Ⅰ部
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１　総合計画策定の趣旨

　これまで富山市は、人口減少が大きな課題となる前から強い危機感を抱
き、全国に先駆けて「公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづ
くり」を中心施策に据え、第２次総合計画に基づき、総合力の高いまちづく
りに取り組んできました。
　
　一方、富山市を取り巻く環境は近年大きく変化し、市に求められる行政需
要がますます高度・複雑化するなか、課題も多様化しています。

 
　少子高齢化や人口減少の進行に伴う地域のつながりの希薄化、担い手不
足、そして価値観の多様化による合意形成の困難化など、私たち一人ひと
りの生活に直結する「ひと」に関する問題が次々と生じています。
　
　また、空き家や空き地の急速な増加や老朽化するインフラ、化石燃料に依
存したエネルギー構造、そして頻発する自然災害など、暮らしの土台に直結
する「まち」の問題も山積しています。

　これらの問題に対応するためには、これまでの取組を継承しつつ、スマー
トシティ政策によるDXの推進を軸に、さらに発展・深化させ、様々な施策
を効率的に実施していくことが必要です。
　
　これからの富山市が、多くの人を惹きつける魅力ある都市として輝き、多
くの「ひと」が自分らしく幸せを感じ、その幸せを未来へと引き継ぐ都市と
なるため、第３次富山市総合計画を策定します。

２　総合計画の位置付け

　富山市のまちづくりにおける長期的かつ基本的な方向を示すものであり、
目指すべき都市の将来像を明らかにし、その実現に向けた行動の指針とし
て位置付けます。
　また総合計画は富山市の最上位に位置付けられる計画です。そのため各
種個別の計画においては、本計画の内容を遵守するとともに、既存の計画
については必要に応じて見直すものとします。

総合計画の概要



３　総合計画の構成と期間
総合計画は「基本構想」、「基本計画」及び「実施計画」で構成します。

基本構想

基本計画

実施計画

第３次総合計画の期間は令和９年度から令和18年度までの10か年とします。

（１）基本構想

　基本構想では、長期的な展望のもとに将来
の都市像と、市政における分野別のありたい
姿（ビジョン）を示します。令和９年度を初年度
とし、令和１８年度を目標年度とします。
（２）基本計画
　基本計画では、基本構想を実現するため、施
策の体系化を行い、現況と課題を整理し、施
策の内容、目標とする指標を示します。令和９
年度から令和１３年度までの５か年を前期計
画、令和１４年度から令和１8年度までの５か
年を後期計画とします。

（３）実施計画
　実施計画では、基本計画で定める施策体系
に基づき、具体的な事業の年次計画等を示し
ます。基本計画に沿って、前期・後期計画の各
５か年計画をローリング方式により毎年見直
しながら、実効性の確保に努めるとともに、諸
情勢の変化に的確に対応した計画を策定しま
す。
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令和１８年度
（2036）

令和１３年度
（2031）

令和１４年度
（2032）

令和９年度
（2027）

基本構想（１０年）

前期基本計画（５年）

実施計画（毎年見直し）
後期基本計画（５年）



　わが国を取り巻く状況は、社会・経済・環境など幅広い分野で変化しつづ
けています。第３次総合計画では、これらの変化に対応できる計画とする
必要があります。

１　わが国を取り巻く状況と富山市における方向性

当面は高齢者人口が高止まりし、年少人
口と生産年齢人口は減少が加速すること
で少子高齢化が進行

持続可能なまちづくりにはデジタル
技術の活用により「コンパクトなまち
づくり」を深化させる必要があります。
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第Ⅱ部 富山市を取り巻く環境と課題

少子高齢化の進行 これからの方向性

これからの方向性

地域課題解決や行政運営の効率化を
実現するため、DXの取組を推進する
必要があります。

AIをはじめとしたデジタル技術の急速な
進歩と、日本の行政におけるデジタル化
の遅れ

デジタル技術の進展

AI

「こどもまんなか応援サポーター」を
宣言している富山市においても、こ
どもを中心に据えた施策の展開が必
要です。

令和５年度、こども家庭庁が発足し「こども
まんなか社会」の実現を宣言

こどもを中心に据えた
社会づくりの気運の高まり これからの方向性



脱炭素社会の実現に向け、省エネル
ギー化やGXの推進など、地域が一体
となった取組が必要です。

パリ協定に基づき、わが国においても
2050年までの温室効果ガス排出実質
ゼロが目標
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脱炭素化の必要性の
高まり

これからの方向性

これからの方向性

国や県とも連携しながら、お互いの
「違い」を尊重し、誰もが暮らしやす
い社会づくりに取り組むことが必要
です。

国籍や文化の多様化が進む中、互いの違い
を認め合う多文化共生の社会づくりが課題
に

 地域社会の多様化 これからの方向性

高度成長期に整備された公共施設やイ
ンフラについて、全国で一斉に更新時期
が到来

社会インフラの長寿命化や更新に向
けて、緊急度・重要度を踏まえた賢い
対策が必要です。

公共施設の老朽化

防災に向けた基盤整備や「自助・共助・
公助」の災害対策、災害時に迅速に対
応できる体制構築が必要です。

甚大な被害をもたらす地震や台風、集中
豪雨など大規模自然災害が多発

激甚化する災害 これからの方向性
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２　富山市の人口の将来見通し

※数値は四捨五入しているため合計が一致しない場合があります
出典：富山市将来人口推計報告書、富山市人口ビジョン、総務省「国勢調査」

• 富山市の人口は平成22（2010）年の約４２万２千人をピークに減少に転じており、将
来人口推計によると令和52（2070）年には約28万７千人と30万人を下回ることが
見込まれています。

• 富山市が令和７（2025）年３月に策定した「富山市人口ビジョン」では、令和52
（2070）年に人口32万人程度を目標人口として設定しています。

• 「富山市人口ビジョン」では、目標人口達成に向けて、出生率を令和22（2040）年まで
に富山市民の希望出生率である1.74、令和４２（2060）年までに人口置換水準の
2.07を目指す必要があるとしています。

［人口の将来見通し］

• 年齢構成別人口は年少人口（0-14歳）・生産年齢人口（15-64歳）の減少が続く一
方で、高齢者人口（65歳以上）は令和27（2045）年まで高い水準が続くと見込ま
れています。

［年齢3区分別の人口構成比］
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• 一般世帯は令和12（2030）年までは増加傾向にありますが、その後減少に転じ、
令和５２（2070）年には約14万５千世帯になると見込まれています。

• 世帯主が６５歳以上の世帯は世帯数が減少に転じた以降も増加傾向にあります。令
和27（2045）年には一般世帯の半数近くの世帯主が65歳以上になることが見込
まれています。

• 一世帯あたり人員数は核家族化・単身世帯等の増加により減少傾向にあり、令和
17(2035)年には２人を下回ると見込まれています。

［世帯数と一世帯あたり人員数の将来見通し］

• 昼間人口は平成22（2010）年から減少に転じており、昼間人口と夜間人口の差は
小さくなるものと見込まれています。

※数値は四捨五入しているため合計が一致しない場合があります
出典：富山市将来人口推計報告書、総務省「国勢調査」

［昼夜間人口の将来見通し］
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３　富山市の財政状況
• 歳入総額は令和２（２０２０）年度から令和５（２０２３）年度まで減少傾向にありましたが、

その後増加に転じ、令和７（2025）年度は2,102億円でした。
• 市税は平成27（2015）年度から増加傾向にあり、令和２（２０２０）年度は減少しました

が、その後増加に転じ、令和７（2025）年度は822億円でした。

［歳入総額の推移（普通会計）］

• 歳出総額は令和２ （２０２０）年度から令和５ （2023）年度まで減少傾向にありました
が、その後増加に転じ、令和７ （2025）年度の歳出総額は2,061億円でした。

• 人件費・扶助費・公債費を合わせた義務的経費全体は平成27（2015）年度から増加傾
向にあり、令和７（2025）年度は1,013億円でした。

［歳出総額の推移（普通会計）］
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• 基金は令和４（2022）年度から令和６（2024）年度までは減少傾向にありましたが、
その後増加に転じ、令和７（2025）年度の基金残高は313億円でした。

• 市債現在高は平成27（2015）年度から減少傾向にあり、令和７（2025）年度の市
債現在高は2,084億円でした。

• 経常収支比率は令和３（2021）年度から令和６（2024）年度までは上昇傾向にあ
りましたが、その後低下に転じ、令和７（2025）年度は92.1％でした。

• 実質公債費比率は平成27（2015）年度から令和３（2021）年度までは低下傾向
にありましたが、その後上昇に転じ、令和７（2025）年度は9.4％でした。

• 将来負担比率は平成29（2017）年度から令和２（2020）年度までは上昇傾向に
ありましたが、その後低下に転じ、令和７（2025）年度は74.9％でした。

［基金現在高の推移（普通会計）］

［市債現在高の推移（普通会計）］

［財政状況の推移］

※経常収支比率：財政構造の弾力性を判断する指標、比率が低いと財政の自由度が高い。（令和６年度中核市平均93.2％）
※実質公債費比率：公債費に係る財政負担を表す指標、比率が高いと財政が硬直化する。（令和６年度中核市平均5.2％）
※将来負担比率：将来財政を圧迫する可能性を示す指標、比率が低いと将来の負担が少ない。（令和６年度中核市平均52.6％）
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幸せ日本一のまち・とやま
　－誰もが挑戦でき、支え合い、活き活きと
　　 心豊かに暮らせる持続可能な都市へ

１　将来の都市像

誰もが自分らしく学び、
充実した日々の中で
富山での暮らしに誇りを持てる社会

暮らしやすく移動しやすい、
自然災害や社会変化にも
対応できる都市

12

第Ⅲ部 基本構想

w h e e l １ 　 　 ひと w h e e l ２ 　 　 まち

将 来 の 都 市 像

都市像を実現した未来スケッチ
「幸せ日本一のまち・とやま」を実現するため、「ひと」と「まち」の両輪から
未来を描きます。

幸せ日本一のまち・とやま
　－誰もが挑戦でき、支え合い、活き活きと
　　 心豊かに暮らせる持続可能な都市へ
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　富山市がこれからの姿を描くにあたって、大切にしたいと考えたのは
「幸せ」という言葉です。一人ひとりが「幸せ」と感じることこそが、社会全
体を支える力になるからです。

　市民の皆さんにとっての「幸せ」とは何でしょうか。家族と安心して暮ら
すこと、やりたいことに挑戦できること、地域の仲間と支え合うこと…。一
人ひとりの幸せが積み重なって、社会全体の幸せへと広がっていきます。
富山市が目指すのは、そうした小さな幸せが循環し、大きな力となり、そ
の幸せを未来へとつなぐ都市です。

　その中心にあるのが「ひと」です。市民一人ひとりが安心でき、自分らし
さを発揮し、人とのつながりの中で楽しみを見つけ、充実した日々を送る
ことが欠かせません。誰もが自分らしく学び、働き、富山の暮らしに誇りを
持てる社会を目指します。

　同時に、「まち」がその社会を支える基盤となります。交通や防災、美しい
自然といった暮らしの土台が整い、先人たちが紡いできた伝統文化が守
られ、新しい文化や賑わいが育まれていくことが、市民の生活をより豊か
にします。暮らしやすく移動しやすい、自然災害や社会変化にも対応でき
る、持続可能な都市を築いていきます。

　「ひと」と「まち」の両輪がともに輝くとき、誰もが幸せを感じ、夢と希望
を持って暮らせる、「幸せ日本一のまち・とやま」が実現します。

将来の都市像に込めた思い
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２　10年後の市民が実感している幸せ
　　―分野別のありたい姿

　「ひと」と「まち」の両輪が輝く「幸せ日本一のまち・とやま」を、もう少し
具体的にイメージしましょう。市政を１４の分野に分けて、10年後の市民
が実感している「幸せ」をみんなで考えました。

ひと

まち

１ 　 　 　 　 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療

２ 　 　 　 　 結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て

３ 　 　 　 　 教 育

４ 　 　 　 　 ス ポ ー ツ

５ 　 　 　 　 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

６ 　 　 　 　 郷 土 愛

７ 　 　 　 　 行 政 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ

８ 　 　 　 　 都 市 ・ 交 通

９ 　 　 　 　 防 災 ・ 防 犯

1 0 　 　 　 産 業 ・ 雇 用

１ １ 　 　 　 観 光 ・交 流

１ ２ 　 　 　 農 林 水 産

１ ３ 　 　 　 環 境

１ ４ 　 　 　 文 化 ・ 芸 術 　



健康・福祉・医療

運動や食生活改善などの生活習慣病予
防や、検診の受診による早期発見・早期
治療の取組が広がり、健康寿命が延びて
います。
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【姿のもとになった市民の声】

• 10年後も、健康に家族と暮らしたいです。（オンラインプラットフォーム「とやまトーク」）

• 困ったときに、手助けしてくれる人がいると安心できる未来になると思います。（富山市ス
マートシティ推進ビジョン／市民ワークショップ）

• 障害のある人を含めた地域のイベントを実施して、常日頃から顔見知りになるようにしたい。
（富山市地域福祉計画／地域懇談会）

• 社会を支えてきた高齢者に、必要な支援が届く社会になっていてほしいです。 （オンライン
プラットフォーム「とやまトーク」）

困ったとき、助けてくれるひとがいる。

この地域で暮らせて、幸せ。

分野
０１

市民が、自ら健康づくりに取り組み、

いきいきと暮らしている。
①

高齢者や障害のある人に対して、介護や
福祉サービスが整い、一人ひとりが尊重
され、地域で役割を持ちながら生活して
います。

高齢者や障害のある人が、自分らし
く、安心して地域で暮らし、活躍して
いる。

③

地域住民や地域の多様な主体のつなが
りが広がり、困りごとを抱える人も地域
の中で安心して暮らせています。

地域の人々が、つながり合い、誰も孤
立していない。

②

医療機関と保健・福祉・介護サービスが
連携し、必要な支援の途切れがなく安心
できる体制が整っています。

医療・保健・福祉が、切れ目なく連携
し、誰もが住み慣れた地域で必要な
支援を受けられている。

④

幸 せ を 実 感 で き る 未来スケッチ

2036年
市民の
幸せ実感



結婚・出産・子育て

経済的な不安や仕事と家庭の両立の課
題を減らし、安心して家庭を築ける環境
が整っています。
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【姿のもとになった市民の声】

• 結婚って楽しい！と思える社会になっているといいと思います。（富山市スマートシティ推
進ビジョン／市民ワークショップ）

• 安心して妊娠、出産、子育てができるような社会になっていることを望みます。（オンライン
プラットフォーム「とやまトーク」）

• 働く親が、小学生の子どもを安心して預けられる場所を作ってほしいです。（富山市こども
計画／子ども・子育て支援に関するニーズ調査）

• 子どもが大きな声を出した時に、「子どもはそういうものだ」という対応をしてくれた時は
安心しました。（富山市こども計画／子ども・子育て支援に関するニーズ調査）

自分らしく描く未来への希望。

描いた希望がかなうって、幸せ。

分野
０２

若い世代が安心して結婚や出産を考
え、希望をかなえている。

①

妊娠期から子育て期まで、途切れること
なく様々な相談や支援が受けられる体制
が整い、子育て家庭の孤立を防いでいま
す。

妊娠・出産から子育てまで、切れ目な
く安心して支援を受けられている。

②

安心して子育てができ、家庭や地域で子
どもの成長を共に喜べる環境になってい
ます。

子どもが健やかに育ち、子育てに「喜
び」や「生きがい」を感じている。

③

地域や企業が協力し合い、子育て家庭を
支える仕組みが広がり、こどもまんなか
社会が実現しています。

地域がつながり、子どもを安心して
育てられる「子育てにやさしいまち」
になっている。

④

幸 せ を 実 感 で き る 未来スケッチ

2036年
市民の
幸せ実感



教育

学びを楽しむことができる環境下で、主
体性を育みながら自分の得意や好きなこ
とを伸ばし、一人ひとりが自分らしい未
来を思い描いています。
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【姿のもとになった市民の声】

• 子どもの健康、発達によらず、のびのびと遊び、学ぶことが出来ていることを望みます。（富
山市スマートシティ推進ビジョン／市民ワークショップ）

• 先生方の労働環境やメンタルヘルスにも配慮してほしいと思います。（富山市こども計画／
子ども・子育て支援に関するニーズ調査）

• 家以外で勉強できる場所を作ってほしいです。やっぱり人と話すって大切だと思うから。
（富山市こども計画／富山市子どもの生活実態調査）

• いくつになっても勉強し、学べることが理想だと思います。（富山市スマートシティ推進ビ
ジョン／市民ワークショップ）

いつでも、どこでも、誰でも。

思うように学べるって、幸せ。

分野
０３

子どもが、自分の興味や得意を生か
しながら学ぶことを楽しみ、将来に
希望を感じている。

①

登校が難しい子どもを含め、すべての子
どもが多様な学びの場の中から自分に
合った環境を選び、安心して学んでいま
す。

一人ひとりの子どもが、自分に合っ
た学び方を選んでいる。

③

学校だけでなく、家庭や地域などみんな
が子どもの教育に参加・協力して、子ど
もの豊かな成長を支える社会になってい
ます。

保護者や地域の人と学校が力を合わ
せ、子どもをみんなで育てている。

②

子どもから高齢者まで、学ぶ喜びをいつ
までも感じることができています。

年齢に関係なく、誰もが学び続け、
新しいことに挑戦している。

④

幸 せ を 実 感 で き る 未来スケッチ

2036年
市民の
幸せ実感



スポーツ

子どもから高齢者まで、健康づくりや趣
味として、スポーツやレクリエーション活
動が日常にあります。
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【姿のもとになった市民の声】

• 一緒にスポーツする仲間がいると嬉しいです。（富山市スマートシティ推進ビジョン／市民
ワークショップ）

• スポーツチームと一体になれると、楽しいと思います。（富山市スマートシティ推進ビジョン
／市民ワークショップ）

• 富山の選手がトッププレイヤーになると、その競技の関心度が上がる。競技力が向上するこ
とで、富山のスポーツが盛り上がると思う。 （オンラインプラットフォーム「とやまトーク」）

• スポーツに力を入れていることは市民の活気にもつながると思います。（市民意識調査）

「する」のも、「観る」のも。

スポーツで盛り上がるって、幸せ。

分野
０４

誰もが自分に合ったスポーツを、気
軽に続けて楽しんでいる。

①

スポーツ指導者の力により、初心者から
プロを目指す人まで、より楽しくスポー
ツできています。

スポーツを支える（育てる）人たちが、
やりがいを持って活動している。

③

観戦を楽しむ人の輪が広がり、市外・県
外から訪れるファンも増えています。応
援する楽しさが地域の会話や交流を広げ
ています。

地元プロチームや国際大会を、家族
や仲間と一緒に熱く応援している。

②

地域のスポーツ情報がすぐに分かり、コ
ミュニティやまちなかのアリーナなどに
多くの人が集まっています。

スポーツを通して、多くの人が集い、
つながり、交流している。④

幸 せ を 実 感 で き る 未来スケッチ

2036年
市民の
幸せ実感



地域コミュニティ

男性・女性、若者・高齢者、障害者、外国
人など、誰もが地域に居場所や活躍の場
を持ち、安心して活き活きと暮らしてい
ます。
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【姿のもとになった市民の声】

• 「違っていても、それが良いね」と言える富山になっていてほしいです。（オンラインプラット
フォーム「とやまトーク」）

• 失敗をたくさん重ねるようなことも必要。失敗しても大丈夫だと、みんなが感じられるよう
な社会になってほしい。　（富山県未来共創セッション）

• おわら風の盆などの伝統文化は、担い手も減ってきているため、街並みと合わせて守って
いくべきだと思います。（富山市都市マスタープラン／高校3年生WEBアンケート調査）

• その地域ならではのことが、形になっていることを期待します。（富山市スマートシティ推進
ビジョン／市民ワークショップ）

先人たちが紡いだ地域の絆。

未来につなぐ、幸せ。

分野
０５

多様な人が、互いを認め、支え、高め
あっている。

①

地域の祭りや伝統文化が賑わいを見せ、
世代を超えて故郷を愛する心が育まれて
います。

地域の祭りや歴史、自然が、誇りとし
て受け継がれている。

③

ICTを活用した負担軽減を図りつつ、町
内会や消防団、地域福祉活動などに積極
的に参加し、防災や防犯をはじめとした
自分の役割に誇りを感じながら活動して
います。

地域の人材が、やりがいを持って地
域を支えている。

②

公民館等に人が集まり、住民同士の交流
や活動が広がり、地域に活気をもたらし
ています。

コミュニティの拠点が、賑わいを生ん
でいる。

④

幸 せ を 実 感 で き る 未来スケッチ

2036年
市民の
幸せ実感



郷土愛

富山ならではの魅力が効果的に伝えられ、
暮らしたい、訪れたいと思われる「選ばれ
るまち」になっています。
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【姿のもとになった市民の声】

• 10年後、自分にとって「自慢の富山」にしたいです。（オンラインプラットフォーム「とやま
トーク」）

• 住んでいる地域の自慢ポイントはココ！と言えるようになりたい。（富山市スマートシティ推
進ビジョン／市民ワークショップ）

• 富山の人は、実は富山のことをあまり知らない人が多いと思います。それを変えていきた
いです。（富山県未来共創セッション）

• 息子が夏休みの宿題で富山城の絵を描いた時に、ふと自分も子供の時に書いたことを思い
出し、些細な幸せを感じました。（（オンラインプラットフォーム「とやまトーク」）

「AMAZING TOYAMA」が、ここにある。

富山に生まれて、幸せ。

分野
０６

富山の魅力が、戦略的に発信されて
いる。

①

学校・家庭での教育や地域活動を通じて、
子どもから大人まで、まちを大切に思う
心を共有しています。

郷土愛が、次の世代へ着実に受け継
がれている。

③

富山の良さを自分の言葉で語り、日常の
中から「AMAZING TOYAMA」を発信
しています。

市民が、誇りを持って郷土を語って
いる。

②

市民と市外の人々との交流を通じて、富
山への愛着やつながりが強まり、関係人
口が増えています。

ふるさとへの共感が、内外で広
がっている。

④

幸 せ を 実 感 で き る 未来スケッチ

2036年
市民の
幸せ実感



行政・パートナーシップ

声を上げやすく、まちづくりに参加しや
すい仕組みの中で、市民と行政が一緒に
まちを創っています。
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【姿のもとになった市民の声】

• 誰かが作ったまちを受け取るのではなくて、自分たちで創っていくんだと思います。（富山
県未来共創セッション）

• 公共施設が気軽に使えるようになっていると良いと思います。（富山市スマートシティ推進
ビジョン／市民ワークショップ）

• 若い職員が、自分達の感性で未来の富山をデザインしていってほしい。（オンラインプラット
フォーム「とやまトーク」）

幸せ日本一のまち。

オール富山で創る、幸せ。

分野
０７

市民と行政が、共にまちを創ってい
る。

①

全ての職員が市民とともに考えながら、
前例にとらわれず挑戦し、多様化する課
題に柔軟に取り組んでいます。

職員が、チャレンジを楽しみながら成
長し続けている。

③

学校やホール、スポーツ施設などがこれ
からの時代に合うよう見直され、官民連
携や市民協働で持続的に活用されてい
ます。

公共施設が、賢く使われ未来につな
がっている。

②

県や大学、企業等と市が手を取り合い、
連携の力で持続可能なまちづくりを進め
ています。

多様な主体が、力を合わせて未来
をつないでいる。

④

幸 せ を 実 感 で き る 未来スケッチ

2036年
市民の
幸せ実感



都市・交通

コンパクトシティの推進で電車やバスが
便利につながり、多くの人が公共交通沿
線に住むことで、車に過度に依存しない
生活ができるまちになっています。
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【姿のもとになった市民の声】

• 子どもと一緒に路面電車に乗っている時に、一緒に車窓を眺めることが好きなので、将来孫とも乗
りたいです。マイカーでは体験できない贅沢だと思います。（オンラインプラットフォーム「とやまトー
ク」）

• 富山市中心部に拠点を集中させることで市民にとって生活しやすい環境をつくり、その他の場所は
放置するのでなく、その地域の自然の豊かさや伝統を引き継いでいくことが出来れば良いと思う。
（富山市都市マスタープラン／高校3年生WEBアンケート調査）

• 運転することができないこどもやお年寄りにとって住みやすい富山になってほしいです。（こども意
見表明交流会）

• 地区センターなど1つのところに、地域の施設がコンパクトにまとまっていると良い。（富山県未来共
創セッション）

コンパクトシティといえば富山。

便利なまちに住めるって、幸せ。

分野
０８

公共交通が、暮らしの真ん中で頼り
にされている。

①

公共交通や生活道路の確保、そしてス
マートシティ政策の推進により、多様な住
まいを選べる環境が整っています。

郊外や中山間地域なども、暮らしや
すさが守られている。

③

中心市街地や地域の拠点が整備され、買
物や交流、仕事の場として活気があふれ
ています。

まちの拠点が、賑わいと魅力を生み
出している。

②

道路や橋、水道管などが計画的に整備・
維持管理・更新され、持続可能で安全な
まちになっています。

公共インフラが、未来に向けて賢く
管理されている。

④

幸 せ を 実 感 で き る 未来スケッチ

2036年
市民の
幸せ実感



防災・防犯

市民自らが日頃の訓練と備えで培った正
しい知識により、いざという時も迷わず
落ち着いて行動できるようになっていま
す。
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【姿のもとになった市民の声】

• 令和６年能登半島地震では、津波に対する知識不足や、避難所運営における課題が見つ
かった。これを生かして今後に備えるべき。（能登半島地震における課題等についてのアン
ケート調査）

• 自分の住む地域は地域で守るため、実践・行動を考えていきたいです。（富山市スマートシ
ティ推進ビジョン／市民ワークショップ）

• 安全安心な暮らしのためには、地域の全ての世代が連携すべきだと思います。（富山市ス
マートシティ推進ビジョン／市民ワークショップ）

• 歩行者・自転車・自動車がぶつかる危険のない、安全な道路になっていてほしい。（オンライ
ンプラットフォーム「とやまトーク」）

「もしもの時」を想定内に。

「備え」で守る、身近な幸せ。

分野
０９

市民が、災害のときに落ち着いて避
難し、命を守っている。

①

公共施設・インフラの耐震化等により、ま
ちの強靱化が進み、災害時も安心で、普
段も安全に暮らせています。

道路や建物が災害に強く、いざとい
う時に対応できる安心なまちになっ
ている。

③

除雪や見守りといった地域の活動にやり
がいを感じながら助け合い、警察とも連
携しながら防犯意識が高まり、子どもか
ら高齢者まで安心して過ごせています。

地域の人が互いに声をかけ合い、事
故や犯罪の少ないまちで安心して暮
らしている。

②

もしもの時に確実に対応してくれる消防
や救急などの体制や、市民による応急手
当の技術の向上により、市民が安心して
暮らせています。

消防・救急の体制が整い、いざとい
う時にすぐ駆けつけてもらえる。

④

幸 せ を 実 感 で き る 未来スケッチ

2036年
市民の
幸せ実感



産業・雇用

DX推進などにより企業が生産性を高め
つつ、地域資源や先端技術を生かした新
しい産業も生まれ、全国から企業や人材
が集まっています。
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【姿のもとになった市民の声】

• 仕事と家庭の両立がしやすい、働きやすい職場が増えるといいな。（オンラインプラット
フォーム「とやまトーク」）

• 障害者も一緒に働ける場所、企業がたくさんあるようになることを望みます。（富山市ス
マートシティ推進ビジョン／市民ワークショップ）

• 年を取っても生き生きと働ける社会になっていてほしい。（富山県未来共創セッション）

• 新しい事業も起こしやすく、他県からも移住している人が増えている富山になってほしい。
（富山県未来共創セッション）

富山でなら、挑戦できる。

働くって、幸せ。

分野
１０

産業が、稼ぐチカラを高めている。①

男性・女性、若者・高齢者、障害者、外国
人など、誰もがそれぞれに合った環境で
安心して働いています。

多様な人材が、様々な働き方で活躍
している。

③

次世代を担う若者が、富山の産業を知る
ことで、地元への愛着が育まれています。
さらに専門教育や産学官民の連携により、
若者や働く世代がスキルを磨いています。

人材が、未来を担う力を身につけて
いる。②

UIJターン就職や創業にチャレンジしや
すい環境づくりが進み、まちに新しい活
力がもたらされています。

多くの人が、富山で就職や創業し、
活き活きと働いている。

④

幸 せ を 実 感 で き る 未来スケッチ

2036年
市民の
幸せ実感



観光・交流

インバウンド観光の充実で、都市と自然
の両方を楽しめる滞在型観光が広がって
います。
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【姿のもとになった市民の声】

• 海や川など、富山の水辺は都会にはない美しさがあると思います。これを生かしてほしい
です。（オンラインプラットフォーム「とやまトーク」）

• 富山の食を目当てに、海外からたくさんの人たちが来てほしい。（富山県未来共創セッショ
ン）

• 人とのつながりが新しいつながりを生むようになっているといい。（富山市スマートシティ
推進ビジョン／市民ワークショップ）

10年後も「行くべき都市」。

世界中から人が来るって、幸せ。

分野
１１

世界からの旅行者が、まちなかと
山・海を回って長く滞在している。

①

「すしのまちとやま」「ガラスの街とやま」
や富山の食・くすりなど、富山の文化を生
かした体験型観光が定着しています。

市民や来訪者が、ガラスや食など
富山ならではの体験を楽しんで
いる。

③

ＭＩＣＥ誘致や大規模イベントで人が集ま
り、交流と経済の好循環が生まれていま
す。

国際会議や交流イベントが、仕事と
観光の賑わいを広げている。

②

季節を変えて通うリピーターや二地域居
住者が増え、関係人口が着実に拡大して
います。

富山を何度も訪れる人が増え、地
域と深くつながっている。

④

幸 せ を 実 感 で き る 未来スケッチ

2036年
市民の
幸せ実感



農林水産

スマート農業や有機農業、高収益作物に
より、持続的で魅力ある農業が広がって
います。
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【姿のもとになった市民の声】

• 全国に誇れる、野菜や果物をつくってほしい。（オンラインプラットフォーム「とやまトーク」）

• 地元の新鮮な食材が、気軽に入手できるようになっていると良い。（富山市スマートシティ
推進ビジョン／市民ワークショップ）

• 富山湾で獲れる魚を使ったお寿司が富山市の魅力。外国人観光客にもっと富山の魚のおい
しさをPRしていくべき。（富山市都市マスタープラン／高校3年生WEBアンケート調査）

• 山と触れ合って山菜を採ったり、ハイキングに行ったりするようなライフスタイルが根付く
と良いと思う。（富山県未来共創セッション）

富山湾から立山まで。

とやまの恵みで稼げるって、幸せ。

分野
１２

農業が、多彩な作物を育み、食卓と
地域を支えている。

①

漁業の効率化により生産性が向上し、
PR強化により魚介類のブランド力が高
まっています。

水産業が、富山湾の恵みで全国の人
を楽しませている。

③

森林整備と市産材の活用により、環境保
全と地域経済の両立が進んでいます。

林業が、森を守りながら地域を潤し
ている。

②

農業体験や都市住民との交流などを通
じて、人と地域が結びつき、担い手の確
保につながっています。

都市と農山漁村が、交流で結ばれ
ている。

④

幸 せ を 実 感 で き る 未来スケッチ

2036年
市民の
幸せ実感



環境

森里川海の豊かな自然環境が保全され、
身近に自然を感じながら心地よく暮らせ
るまちを実現しています。
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【姿のもとになった市民の声】

• 緑がもっと増えて、リラックスできる空間が広がるといいな。（オンラインプラットフォーム
「とやまトーク」）

• リサイクルや循環が進んでいる素晴らしい富山になっていてほしい。（富山県未来共創セッ
ション） 

• 子どもたちへ、水や環境を守るための環境教育を進めてほしい。（富山県未来共創セッショ
ン）

• 無駄なゴミを出さず、電気を大切に使うことを心がけたい。そして水力発電や太陽光発電
で生まれる電力を、次の世代にも使ってもらいたいです。（富山市次世代エネルギーパーク
見学ツアー／アンケート）

わたしたちの行動が、未来を変える。

守るべき環境があるって、幸せ。

分野
１３

豊かな自然が、美しいまちと調和し
ている。

①

市民の環境リテラシー向上により分別と
リサイクルがさらに進み、ものを大切に
使う暮らしが広がっています。市民・企
業・行政が協力し、サーキュラーエコノ
ミーの取組が進んでいます。

太陽光や水力などのエネルギー
が、まちを動かしている。③

まちが快適で、清潔な生活環境が守
られている。

②

④

幸 せ を 実 感 で き る 未来スケッチ

2036年
市民の
幸せ実感

環境の管理が徹底され、まちを汚さない
ための取組が進んでいます。空き家や空
き地が適切に管理され、清潔で健康的な
環境が守られています。

太陽光や小水力などの再生可能エネル
ギーが暮らしに溶け込み、省エネな生活
と合わせてゼロカーボンシティに近づい
ています。

ごみが減り、資源が循環している。



文化・芸術

富山のガラスや音楽・舞台芸術が世界中
から注目を集め、国際的な文化都市とし
ての存在感を高めています。
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【姿のもとになった市民の声】

• 富山のまちなかが、芸術であふれるようなまちづくりをしてほしい。（オンラインプラット
フォーム「とやまトーク」）

• 好きな事に興じられる、共通の仲間といつでも会えるといいなと思います。（富山市スマー
トシティ推進ビジョン／市民ワークショップ）

• 10年後、富山が誇るべき文化・伝統行事が残っていてほしい。（富山県未来共創セッション）

アートが息づく日常がある。

「本物」が身近にあるって、幸せ。

分野
１４

富山の文化と芸術が、世界へ響き
渡っている。

①

音楽や舞台芸術、美術などに触れる機会
が身近にあり、誰もが気軽に創作や鑑賞
を楽しんでいます。

市民が、日常の中で芸術を楽しん
でいる。

③

富山の歴史・文化・芸術を商業・観光と融
合させ、新たな産業や都市の魅力を育て
ています。

文化が、産業や観光、まちづくりと
結びついている。

②

歴史的建造物や伝統芸能などの文化遺
産を保存・活用し、まちの誇りとして次世
代につないでいます。

富山の歴史と伝統が、大切に受け
継がれている。

④

幸 せ を 実 感 で き る 未来スケッチ

2036年
市民の
幸せ実感
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背景に富山市の風景などの写真を挿入
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　市街地の外延化や低密度化の抑制が引き続き必要な中、人口減少や高齢化のさらなる
進行に加え、世帯数も減少に転じることから、使われない土地や建物の増加による生活
環境の悪化や、地域の生活サービスの維持が一層困難となることが懸念されています。

　将来にわたり持続可能で活力ある都市であり続けるため、公共交通の活性化と、その
沿線に居住や都市機能の集約化を図るコンパクトなまちづくりを継続します。

　さらに、地域資源を生かした拠点形成や既成市街地の利活用による「公共交通を軸とし
た都市の再構築による拠点集中型のコンパクトなまちづくり」の実現を、市民や事業者等
とともに目指します。

基本的な考え方

  　　　　 使いやすい「串」　　　　：利便性や質の高い公共交通　
　　　　　 色付けされた「お団子」　：串で結ばれた特色ある徒歩圏

＜都市の再構築により目指すお団子と串の都市構造＞

都市の再構築について
　既成市街地にある土地や建物、公共
交通や道路・公園などのインフラ、既
存の都市機能や地域資源、自然環境な
どの都市のアセット（資産）を最大限
に生かし、都市に新たな価値を付加す
る取組。

３　富山市の暮らしを支える都市のかたち

（１）都市の再構築によるコンパクトなまちづくり

　「将来の都市像」や「分野別のありたい姿」の実現には、その取組を支えるまちづくりの方
向性を、共通の認識として整理することが不可欠です。人口減少や財政制約が進む中、富
山市が持続的に機能し続けるためのコンパクトシティ政策と、市民や地域の課題をデジタ
ル技術やデータの利活用により解決するスマートシティ政策を基本構想に位置付けます。
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都心地区の範囲

東側の境界は、しののめ通り（一般県道八幡田・稲荷線及び市道大泉稲荷線）、　
南側の境界は、あざみ通り（市道磯部大泉線及び市道磯部大泉２号線）、西側の
境界は、けやき通り（市道神通町蜷川線）、北側の境界は、富岩運河環水公園、
ブールバール、いたち川、北陸新幹線で囲まれる面積約436haの地区

　市域全体の広域的な拠点である｢都心地区｣と、日常生活を支える各地域の拠点を
「地域生活拠点」に位置付け、それぞれの役割に応じた都市機能の充実を図ります。

　また、都心地区や地域生活拠点を結ぶ公共交通軸の維持・改善に加え、公共交通への
アクセスを支える身近な生活交通サービスの確保を図ります。
　こうした取組により、地域資源を生かした拠点形成や既成市街地の利活用を推進する
とともに、特色ある徒歩圏（お団子）と利便性や質の高い公共交通（串）からなる多核型
の都市構造を目指します。　

将来都市構造

※
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　近年、ICTやAI、IoTなどの先端技術の急速な発展は、社会のあらゆる分野に革新的な変
化をもたらしつつあります。

　これらの社会情勢や技術革新の潮流を踏まえ、富山市がこれまで取り組んできたコンパクト
シティ政策の成果を市全域に行き渡らせるとともに、市民一人ひとりが利便性や生活の質の
向上を実感することのできる「富山市版スマートシティ」の実現を目指します。

　コンパクトなまちづくりを富山市版スマートシティ政策で補完・融合し、デジタル技術の導入
と得られるデータの利活用により、市民や地域の課題解決に資するサービスを官民が連携し
創出する「富山市版スマートシティ」実現のための取組を推進します。

コンパクトなまちづくりを支えるデジタル技術の活用

（２）スマートシティ政策によるコンパクトシティ政策の深化



「富山市版スマートシティ」実現のための取組の方向性　

　コンパクトシティ政策をスマートシティ政策により深化させるためには、行政だけで推進す
るのではなく、産学官民による共創が不可欠です。デジタル技術を活用してどのような暮ら
しや地域の姿を目指すのかを明確にし、立場や視点が異なる産学官民がスマートシティの方
向性を共有し行動することが重要です。

　「富山市スマートシティ推進ビジョン」では、その全体像を「ありたいまちの姿」、「ありたい暮
らし」、「取組の方向性」の3層で整理しています。市民一人ひとりの便利で安心な暮らしを実
現し、地域の魅力や課題に応じた取組を進めることで、コンパクトシティ政策の深化につなげ
ます。

ありたいまちの姿
スマートシティ政策を実現するための
まちづくりの目標

ありたい暮らし
ありたいまちの姿を実現するために
目指す理想の暮らし

取組の方向性 ありたい暮らしを実現するために
必要な成果

3つの「ありたいまちの姿」

1  誰一人取り残されることなく
便利で安心して暮らせるまち

2
地域の宝を未来へつなぐ
地域づくり・人づくりのまち

3  互いの地域を尊重し支えあう
一体感のある持続可能なまち

9つの「施策テーマ」／27の「取組の方向性」

01 便利な暮らし

車がなくても移動できる

必要なモノ・コト・情報を入手できる

どこでも仕事や勉強ができる

02 安心・安全で健康な暮らし

どこでも医療・介護・健康サービスが
受けられる

事故や犯罪がなく治安が良い

雪や災害・感染症に対する備えができ
ている

03 誇れるものがある暮らし

伝統や文化が大切に継承されている

美しく豊かな自然が維持されている

地域の魅力が発信できている

04 心が豊かでワクワクできる暮らし

個性や長所が尊重されている

外出したくなる個性的・魅力的な場が
ある

芸術文化・スポーツに親しんでいる

05 子どもの笑顔があふれる暮らし

子どもの多様な学び・交流・体験の場
がある

学校に行くのが楽しみになる

地域ぐるみで子育てがサポートされ
ている

06 若い世代の活気に満ちた暮らし

仕事が魅力的で働き方も多様である

挑戦者が応援してもらえる

若い世代の意見が尊重される

07 人と人のつながりがある暮らし

困りごとを気軽に相談できる

助けあい支えあいの輪が広がる

安心して参加できるコミュニティがあ
る

08 地域の魅力を分かちあい支えあえる暮らし

つくる人とたべる（つかう）人がつな
がっている

地域の魅力が新たな交流を生んでい
る

あらゆる活動に次世代への配慮があ
る

09 産学官民の共創が生まれる暮らし

未来への学びと対話の機会がある

新たなビジネスが生まれている

市民が主体的にまちづくりに参画し
ている

取組の方向性
（27の取組の方向性）

ありたい暮らし
（９つの施策テーマ）

ありたいまちの姿
（３つのまちづくり

の目標）
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第Ⅰ部 前期基本計画の体系

　基本計画は、基本構想で掲げた「将来の都市像」の実現に向け、前期5年間に取り組む「政
策」と「施策」の方向性を示すものです。本計画では、基本構想で描いた14分野の未来スケッ
チを踏まえ、分野ごとに政策と施策を体系的に整理します。また、施策を推進する事業のうち、
特に計画的・重点的に推進する事業については、「総合計画事業」として位置付け、毎年度作
成する実施計画において進捗管理を行います。

　あわせて、分野別の政策を推進する上で、複数の分野が連携して取り組む「分野横断重点
テーマ」を示し、基本構想の実現に向けた取組を一体的に進めます。

将来の都市像
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基本構想

基本計画

０１ ０2 ０3 ０4 ０5 ０6 ０7 ０8 ０9 10 1１ １2 １3 １4

未来スケッチ

未来スケッチを実現するために
目指すべき目標

政策を実現するための取組の方向性

施策を実現するための具体的な手段

実施計画

政策

施策

事業

１　基本計画の構成
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２　施策を推進する基本的な視点
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　前期基本計画では、基本構想に掲げる「富山市の暮らしを支える都市のかたち」を構成する
コンパクトなまちづくりとスマートシティ政策、そしてSDGｓの理念を、施策を推進する基本
的な視点とします。

（１）都市の再構築によるコンパクトなまちづくり

　公共交通を活性化させ、その沿線に居住、商業、業務、文化等の都市の諸機能の集約を図る
コンパクトなまちづくりを継続するとともに、地域資源を生かして魅力を最大化する拠点形
成や既成市街地の利活用により「公共交通を軸とした都市の再構築による拠点集中型のコン
パクトなまちづくり」を進めます。

　前期基本計画では、人口減少が進む中においても、市民の暮らしや様々な都市活動を将来
にわたり支える持続可能なまちをつくるというコンパクトなまちづくりの考え方を、各分野の
政策・施策を進める上での基本的な視点とします。

　具体的には、各分野の政策・施策を進めるに当たり、市民生活を支える都市機能について、
それぞれの機能や地域の特性を踏まえながら、地域の拠点や公共交通沿線への配置や集約
を重視します。また、既成市街地にある土地や建物、公共交通や道路・公園などのインフラ、都
市機能や地域資源、自然環境などの都市アセット（資産）を最大限に生かし、新たな価値を付
加する「都市の再構築」に向けた取組を推進します。

　こうした視点のもと、市民、事業者、行政などが連携することで、持続可能で活力あるまち
づくりをさらに推進します。　

（２）スマートシティ政策によるコンパクトシティ政策の深化

　「コンパクトなまちづくり」をスマートシティ政策で補完・融合し、デジタル技術やデータの利
活用によって、市民や地域の課題解決につながるサービスを創出することで、コンパクトシ
ティ政策をさらに深化させます。　

　前期基本計画では、スマートシティ政策を、デジタル化そのものを目的とするのではなく、市
民や地域の課題を起点として、デジタル技術やデータを有効に活用し、多様な主体との共創
によって課題の解決や新たな価値の創出につなげるための手段と捉え、この考え方を各分野
の政策・施策を進める上での基本的な視点とします。

　具体的には、各分野の政策・施策を進めるに当たり、AI等を活用した地域交通サービス、行
政手続やサービスのオンライン化、センサー等を活用した災害情報の収集やインフラ管理、
データの分析・可視化による効果的な政策立案など、市民生活の利便性向上や地域課題の解
決につながるデジタル技術やデータの効果的な活用を重視します。また、産学官民の多様な
主体との共創により、新たなサービスの創出や実証・実装につなげます。

　こうした視点のもと、スマートシティ政策の考え方を各施策に反映することで、コンパクトシ
ティ政策の効果を市域全体に行き渡らせ、市民生活の質および利便性の向上と、地域特性に
応じた市内全域の均衡ある発展につなげます。　
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ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）

ＳＤＧｓ未来都市としての取組

　2015年（平成27年）９月の国連サミットにおい
て、「持続可能な開発のための2030アジェンダ」
が採択されました。その中核であるSDGsは、「世
界中の誰一人取り残さない」を基本理念に、
2030年（令和12年）までに経済・社会・環境をめ
ぐる広範囲な課題を統合的に解決することを目指
す国際社会共通の目標であり、17のゴール・169
のターゲットから構成されています。

　内閣府がSDGsの達成に向けて優れた取組を提案する地方自治体を「SDGs未来都
市」、また、その中でも特に先導的な取組を「自治体SDGsモデル事業」として選定してお
り、富山市は2018年（平成30年）６月にその両方に選定されました。

　「富山市SDGｓ未来都市計画」を策定し、これまでの「環境モデル都市」、「環境未来都
市」の取組を、経済価値、社会価値、環境価値の統合による都市創造のスパイラルアップ
の視点から発展させ、「コンパクトシティ戦略による持続可能な付加価値創造都市の実
現」を目指し、様々な取組を推進してきました。

LRTネットワーク

　次世代型交通システム

  　データの利活用

    　総合的な福祉・医療サービス

      　歩くライフスタイル

        エネルギー・環境

      レジリエンスの強化

    技術・社会イノベーション

  多様なステークホルダーとの連携

都市ブランド力の向上　　

（３）SDGｓの理念に基づいた持続可能なまちづくり
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　ＳＤＧｓの目標期限は、２０３０年（令和１２年）に設定されており、第３次総合計画の計
画期間の途中となりますが、ＳＤＧｓに掲げられている世界共通の目標は全世代の多様
な人々が健康で暮らせる環境の確保や、住み続けられるまちの実現など、富山市が目
指す将来の都市像と重なるものです。

　このため、SDGｓ未来都市計画と総合計画を統合し、ＳＤＧｓの理念を本計画に取り
込むことで、ＳＤＧｓのさらなる推進に寄与し、ＳＤＧｓ未来都市としての責務を果たす
とともに、「幸せ日本一のまち・とやま」の実現を目指します。

更なるＳＤＧｓの推進に向けて

２００８　　　　２０１１　　　　２０１５　　　　２０１８    　　 ２０２１ 　　２０２２　　　     　　　　　２０２６　２０２７　     　　　　　　　　２０３０　　         　　　　　　　　　　　　２０３６　　　

ＳＤＧｓ
目標期限

環境モデル都市

に選定　　　

2008　　
環境未来都市
に選定　　　

2011　　
SDGs未来都市
に選定　　　

2018　　
第２次総合計画
（後期）策定

2022　　 2027　　
第３次総合計画
策定

ＳＤＧｓ
国連採択

ＳＤＧｓ未来都市計画

第1次　　　　第２次 第３次総合計画
統合

2030年以降も
SDGｓの基本理念
を引き継ぎながら

取組を推進

第２次総合計画
後期

ＳＤＧｓの基本理念
を取り入れて策定



３　施策の体系図

将来の

都市像

０ ２ 　 結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て

０ ３ 　 教 育

0 １  健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療

0 4  ス ポ ー ツ

0 5  地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

0 6  郷 土 愛

0 7  行 政 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ

ひ
と

幸
せ
日
本
一
の
ま
ち
・
と
や
ま

基本構想

分野・未来スケッチ

① 若い世代が安心して結婚や出産を考え、希望をかなえている。

② 妊娠・出産から子育てまで、切れ目なく安心して支援を受けられている。

③ 子どもが健やかに育ち、子育てに「喜び」や「生きがい」を感じている。

④ 地域がつながり、子どもを安心して育てられる「子育てにやさしいまち」になっている。

① 子どもが、自分の興味や得意を生かしながら学ぶことを楽しみ、将来に希望を感じている。

② 保護者や地域の人と学校が力を合わせ、子どもをみんなで育てている。

③ 一人ひとりの子どもが、自分に合った学び方を選んでいる。

④ 年齢に関係なく、誰もが学び続け、新しいことに挑戦している。

① 市民が、自ら健康づくりに取り組み、いきいきと暮らしている。

② 地域の人々が、つながり合い、誰も孤立していない。

③ 高齢者や障害のある人が、自分らしく、安心して地域で暮らし、活躍している。

④ 医療・保健・福祉が、切れ目なく連携し、誰もが住み慣れた地域で必要な支援を受けられている。

① 誰もが自分に合ったスポーツを、気軽に続けて楽しんでいる。

② 地元プロチームや国際大会を、家族や仲間と一緒に熱く応援している。

③ スポーツを支える（育てる）人たちが、やりがいを持って活動している。

④ スポーツを通して、多くの人が集い、つながり、交流している。

① 多様な人が、互いを認め、支えあっている。

② 地域の人材が、やりがいを持って地域を支えている。

③ コミュニティの拠点が、賑わいを生んでいる。

④ 地域の祭りや歴史、自然が、誇りとして受け継がれている。

① 富山の魅力が、戦略的に発信されている。

② 郷土への共感が、内外で広がっている。

③ 市民が、誇りを持って郷土を語っている。

④ 郷土愛が、次の世代へ着実に受け継がれている。

① 市民と行政が、共にまちを創っている。

② 多様な主体が、力を合わせて未来をつないでいる。

③ 職員が、チャレンジを楽しみながら成長し続けている。

④ 公共施設が、賢く使われ未来につながっている。
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政策・施策

政策１　市民の健康づくりの推進

政策３　高齢者・障害者が安心して暮らし活躍できる地域づくり

施策１　将来を見据えた健康づくりの強化　施策２　子どもの健康づくり

施策３　感染症対策の強化

政策２　支え合いによる福祉の充実

政策４　地域で支え合う包括的な保健・福祉・医療体制の構築

施策１　課題を抱える市民への包括的支援体制の整備

施策２　認知症とともに暮らすまちづくりの推進　施策３　精神保健福祉対策の推進

施策４　自殺対策の推進

施策１　フレイル予防・介護予防の推進　施策２　高齢者の社会参加と生きがいづくりの推進

施策３　介護サービスの基盤整備と介護等従事者の確保　施策４　障害者の地域生活支援

施策１　市立病院における医療提供体制の充実、連携強化

施策２　在宅医療・介護の連携推進

分
野
横
断
重
点
テ
ー
マ

政策１　出会い・結婚の希望をかなえる支援の充実

政策３　子育ての喜びを支える支援の推進

施策１　若い世代の経済的負担の軽減　施策２　ライフデザインの支援

施策３　出会いの場の創出、結婚支援

政策２　妊娠・出産・子育てを切れ目なく支える仕組みづくり

政策４　子どもの健やかな成長を見守る体制の構築

施策１　妊娠期から子育て期の切れ目ない支援の充実

施策２　多様な保育サービスの提供

施策３　安全・安心な保育環境の提供

施策１　地域における子育て支援拠点施設の整備・運営　

施策２　親子で楽しめる場の創出

施策３　ひとり親家庭への支援

施策１　「こどもまんなか社会」の実現

施策２　地域の子育て環境の充実

施策３　児童虐待防止体制の整備

政策１　多様な人々が支え合う地域づくり

政策３　地域拠点を生かした交流の促進

施策１　多文化共生の推進　施策２　男女共同参画社会の推進

施策３　高齢者・障害者の社会参加支援

政策２　地域を担う人材の育成と活動の促進

政策４　地域の誇りを受け継ぐふるさとづくり

施策１　ICTを活用した地域活動の活性化

施策２　地域活動への参画促進・担い手育成

施策１　コミュニティ活動の拠点整備　

施策２　地域拠点を活用した交流機会の創出

施策３　中山間地域の地域資源を生かした交流の促進

施策１　ふるさとづくりの推進

施策２　地域の伝統行事等の継承支援

政策１　未来を切り拓く子どもを育てる学校教育

政策３　一人ひとりに合った学びの充実

施策１　主体性のある子どもの育成

施策２　安全・安心で質の高い教育環境の整備

施策３　教育DXの推進

政策２　学校・家庭・地域で支え合う教育の推進

政策４　生涯にわたり活躍できるひとづくり

施策１　学校・家庭・地域との連携・協働と開かれた学校づくり

施策２　地域とともに子どもが育つ環境づくり

施策３　家庭教育支援の充実

施策１　学校に行きづらいと感じている子どもへの支援　

施策２　インクルーシブ教育の推進

施策１　リカレント教育の推進

施策２　生涯学習拠点の充実

政策１　誰もが楽しくスポーツを「する」環境づくり

政策３　スポーツ活動を「ささえる」環境の整備

施策１　多様な主体がスポーツを楽しむ機会の創出

施策２　安心・安全・快適で、持続可能なスポーツ施設の整備

政策２　トップレベルのスポーツを「みる」環境づくり

政策４　スポーツで「つながる」交流と賑わいの創出

施策１　プロスポーツチームとの連携による「応援する」機運の醸成

施策２　スポーツ大会の誘致による観戦機会の創出

施策１　トップアスリートの育成・強化体制の確立

施策２　スポーツ活動を支える団体や指導者への支援

施策１　スポーツを通じた集まる機会創出と交流促進

施策２　まちなかのアリーナを拠点とした賑わいの創出

政策１　市の魅力発信と移住定住の促進
施策１　シティプロモーションの推進

施策２　富山の魅力を生かした移住定住の促進

施策３　近隣市町村との連携による魅力創出

政策２　ふるさとへの理解と誇りの醸成
施策１　シビックプライドの醸成

施策２　ふるさと教育の推進

政策１　市民主体のまちづくりの推進

政策３　挑戦と成長を促すスマートな行政基盤の確立

施策１　市政への市民参画の推進

施策２　市民の創意と主体性を生かしたまちづくりの推進

施策３　SDGsの普及展開と担い手の育成

政策２　多様な主体との連携の推進
施策１　県や近隣市町村との連携

施策２　高等教育機関との連携

施策３　産学官民の連携による共創の推進

施策１　スマート自治体の実現　

施策２　多様な行政ニーズに対応できる人材の育成・確保

施策３　健全な行財政運営に向けた公共施設マネジメント
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前期基本計画



３　施策の体系図

将来の

都市像

０ ８ 　 都 市 ・ 交 通

０ ９ 　 防 災 ・ 防 犯

１ ０ 　 産 業 ・ 雇 用

１ ４ 　 文 化 ・ 芸 術

ま
ち

幸
せ
日
本
一
の
ま
ち
・
と
や
ま

分野・未来スケッチ

① 公共交通が、暮らしの真ん中で頼りにされている。

② まちの拠点が、賑わいと魅力を生み出している。

③ 郊外も、暮らしやすさが守られている。

④ 公共インフラが、未来に向けて賢く管理されている。

① 市民が、災害のときに落ち着いて避難し、命を守っている。

② 地域の人が互いに声をかけ合い、事故や犯罪の少ないまちで安心して暮らしている。

③ 道路や建物が災害に強く、いざという時に対応できる安心なまちになっている。

④ 消防・救急の体制が整い、いざという時にすぐ駆けつけてもらえる。

① 産業が、稼ぐチカラを高めている。

② 人材が、未来を担う力を身につけている。

③ 多様な人材が、様々な働き方で活躍している。

④ 多くの人が、富山で就職や創業し、活き活きと働いている。

① 富山の文化と芸術が、世界へ響き渡っている。

② 文化が、産業や観光、まちづくりと結びついている。

③ 市民が、日常の中で芸術を楽しんでいる。

④ 富山の歴史と伝統が、大切に受け継がれている。
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１ ２  農 林 水 産

１ ３ 　 環 境

１ １ 　 観 光 ・ 交 流

① 農業が、多彩な作物を育み、食卓と地域を支えている。

② 林業が、森を守りながら地域を潤している。

③ 水産業が、富山湾の恵みで全国の人を楽しませている。

④ 都市と農山漁村が、交流で結ばれている。

① 豊かな自然が、美しいまちと調和している。

② まちが快適で、清潔な生活環境が守られている。

③ ごみが減り、資源が循環している。

④太陽光や水力のエネルギーが、まちを動かしている。

① 市民と来訪者が、ガラスや食など富山ならではの体験を楽しんでいる。

② 世界からの旅行者が、まちなかと山・海を回って長く滞在している。

③ 国際会議や交流イベントが、仕事と観光の賑わいを広げている。

④ 富山を何度も訪れる人が増え、地域と深くつながっている。

基本構想



政策・施策

政策１　便利で使いやすい公共交通等の充実

政策３　市域のどこに住んでいても多様な暮らし方ができる都市の実現

施策１　持続可能な交通体系の実現　施策２　公共交通利用の啓発

施策３　歩くライフスタイルの推進　　施策４　公共交通沿線居住の推進

施策５　都市部や地域の骨格を形成する道路網の整備

政策２　賑わいと暮らしを支える都市拠点の形成

政策４　安全・安心を守る社会インフラのマネジメント

施策１　都市の再構築による拠点の形成　施策２　富山駅周辺の南北一体的なまちづくりの推進

施策３　まちの魅力を高める都市景観の形成　施策４　中心市街地の賑わい再生

施策５　まちなか居住の推進

施策１　コンパクトシティ政策を補完するデジタル技術の活用　

施策２　地域のニーズに合った最適な移動手段の確保

施策３　市民生活を支える道路の整備

政策１　地域の防災力向上の促進

政策３　災害に強いまちづくりの推進

施策１　自助、共助の強化

施策２　災害対応力の強化と公助の充実

施策３　災害リスクの見える化

政策２　犯罪や事故を防ぐ安全・安心な暮らしの確保

政策４　消防・救急体制の整備

施策１　安全で安心して暮らせる地域社会の実現

施策２　人と車が共生できる安全で安心な交通社会の実現

施策３　地域ぐるみの除排雪活動の支援　施策４　有害鳥獣による人身被害の防止

施策１　防災インフラの整備と長寿命化の推進　

施策２　ICTを活用した安全・安心なまちづくり

施策３　住宅の地震に対する安全性の向上

政策１　地域産業の成長と産業基盤の強化

政策３　多様な人材が活躍できる環境づくり

施策１　戦略的な企業誘致と産業基盤の強化

施策２　企業の成長支援と販路開拓の促進

施策３　DX・GXによる地域産業の持続可能性向上

政策２　未来を支える人材の育成と地域定着

政策４　富山で働き挑戦できる環境づくり

施策１　若者の就業促進と地域人材の確保

施策２　産業人材の育成とキャリア形成支援

施策１　多様な人材の活躍促進と就業環境の整備　

施策２　外国人材の受入環境づくりと職場定着の支援

施策１　創業と共創による新たなビジネスの創出

施策２　移住・定住による地域人材の確保

政策１　持続可能な農業の推進

政策３　水産業の振興

施策１　農業の担い手の育成・確保　　施策２　スマート農業の推進と生産基盤の整備

施策３　農林水産物の高付加価値化　施策４　安全・安心な農林水産物の供給

政策２　森づくりと林業振興の推進

政策４　中山間地域農業の活性化

施策１　豊かな森林整備の推進

施策２　地域資源である市内産材の利用拡大

施策３　林業の担い手の育成・確保と市民参加の森づくりの推進

施策１　ブランド力の向上と情報発信強化　

施策２　持続可能な漁業の振興

施策１　中山間地域における資源の保全・整備と魅力ある空間づくり

施策２　地域資源を生かした農業・産業の育成

施策３　都市との交流による新たな価値の創出

政策１　豊かな自然と美しいまちの調和の推進

政策３　循環型社会の形成

施策１　水と緑の保全・活用の推進

施策２　豊かな自然空間の整備

政策２　快適な生活環境づくり

政策４　ゼロカーボンの推進

施策１　良好な生活環境の確保

施策２　空き家・空き地対策の推進

施策３　将来の需要を見据えた斎場機能の充実

施策１　環境にやさしいライフスタイルの推進　

施策２　サーキュラーエコノミー（循環経済）の推進

施策３　環境学習の充実

施策１　再生可能エネルギーの導入拡大・活用推進　施策２　省エネルギーの推進

施策３　エネルギービジネスの活性化

施策４　多様なステークホルダーとの協働

政策１　魅力ある観光資源の創出と発信

政策３　多様な交流の場の創出

施策１　富山の魅力を生かした広域・滞在型観光の推進

施策２　観光客の誘致と受入環境の充実

政策２　滞在型観光と広域周遊の推進

政策４　再来訪の促進と関係人口の拡大

施策１　「薬都とやま」ブランドの確立　施策２　「富山の食」の魅力発信

施策３　伝統文化・行事の新たな魅力の創出と継承支援

施策４　「ガラスの街とやま」観光体験の充実

施策１　コンベンション等の誘致の促進

施策２　スポーツを通じた交流の推進

施策３　国際交流の推進

政策１　観光・まちづくり・産業等との連携による質の高い文化・芸術の共創

政策３　伝統文化の継承と文化遺産の活用

施策１　富山ならではの文化・芸術の創造

施策２　「ガラスの街とやま」の推進

政策２　市民文化活動への支援

施策１　多様な文化・芸術に親しむ機会の充実

施策２　市民の創造性と交流拡大に向けたデザイン活動の支援

施策１　文化遺産等の保存・活用　

施策２　地域の伝統文化の継承

施策１　安全で快適な道路空間の確保　施策２　橋梁等のメリハリのある老朽化対策

施策３　河川水路の長寿命化・老朽化対策の推進　施策４　安全・安心な公園施設の保全管理

施策５　強靱で持続可能な上下水道システムの構築

施策１　地域における消防拠点の整備と機能強化

施策２　多様な災害や事故への対応能力の強化
施策３　市民の防火意識の高揚　施策４　救命体制の充実強化

施策１　再来訪につながる観光コンテンツの充実

施策２　継続的な来訪と二地域居住の促進

施策３　自然資源を生かした再来訪と交流の促進
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健康・福祉・医療
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分野
０１

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 市 民 一 人 ひ と り が 健 康 で 自 分 ら し く 暮 ら し 、 必 要 な 医 療 ・ 介 護 ・ 福

祉 サ ー ビ ス を 切 れ 目 な く 受 け ら れ 、 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 暮

ら し 続 け ら れ る 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

写真①

写真②

写真③

 富 山 市 は こ れ ま で 、 健 康 づ く り や 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 サ ー ビ ス の 推 進 を は

じ め 、 地 域 福 祉 活 動 へ の 支 援 な ど を 通 じ て 、 市 民 が 住 み 慣 れ た 地 域 で 暮

ら し 続 け る た め の 基 盤 を 形 成 し て き ま し た 。

 一 方 、 生 活 習 慣 病 リ ス ク が 増 加 す る な か 、 市 民 の 健 康 意 識 の 向 上 を は じ

め 、 高 齢 化 の 進 行 に 伴 う 医 療 ・ 介 護 の ニ ー ズ の 増 大 、 介 護 ・ 福 祉 人 材 不

足 の 深 刻 化 な ど が 課 題 と な っ て お り 、 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 暮 ら し

続 け る た め に は 、 多 職 種 間 に よ る 連 携 や さ ら な る 支 援 体 制 の 強 化 が 求

め ら れ て い ま す 。

 今 後 、 市 民 の 主 体 的 な 健 康 管 理 を 促 進 す る と と も に 、 健 康 寿 命 延 伸 に 向

け て 、 認 知 症 に 対 す る 理 解 促 進 や 障 害 者 の 地 域 生 活 支 援 の 充 実 、 介 護 ・

福 祉 サ ー ビ ス 基 盤 の 強 化 及 び 人 材 の 確 保 等 に 取 り 組 む と と も に 、 在 宅

医 療 や 介 護 、 福 祉 サ ー ビ ス を 一 体 的 に 提 供 で き る 体 制 整 備 を 進 め 、 誰 も

が 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 必 要 な 支 援 を 受 け ら れ る ま ち の 実 現 を 目

指 し ま す 。

健康・福祉・医療分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

市民全体への健康意識の浸透と、持
続可能な健康行動を促す環境整備が
必要です。

①

健 康 づ く り に 積 極 的 な 層 が あ る 一 方 で 、 関 心

の 薄 い 層 へ の 働 き か け や 、 生 活 習 慣 の 改 善

に 向 け た 健 康 行 動 の 変 容 に は 課 題 が あ り ま

す 。 誰 も が 無 理 な く 「 健 康 づ く り 」 が で き る

環 境 の 整 備 が 必 要 で す 。

多様な福祉課題に対応するため、支
援体制の充実が求められています。②

高 齢 化 や 単 身 世 帯 の 増 加 、 認 知 症 や 心 の 健

康 問 題 な ど 、 福 祉 に 関 す る 課 題 が 複 雑 化 ・ 多

様 化 し て い ま す 。 分 野 別 の 支 援 だ け で は 対

応 が 難 し く 、 重 層 的 な 支 援 体 制 や 精 神 保 健 福

祉 、 自 殺 予 防 対 策 の 強 化 が 必 要 で す 。  

高齢者等が安心して暮らせる支援体
制の強化が求められています。③

後 期 高 齢 者 数 が 増 加 傾 向 に あ り 、 医 療 ・ 介 護

ニ ー ズ は 増 大 し て い ま す 。 住 み 慣 れ た 地 域 で

安 心 し て 暮 ら し て い け る よ う 、 地 域 に 密 着 し

た 施 設 の 整 備 や 介 護 人 材 の 確 保 な ど 、 多 様

な 課 題 へ の 対 応 が 求 め ら れ て い ま す 。  

地域の医療・保健・福祉のさらなる連携
強化が求められています。

④

一 人 暮 ら し 高 齢 者 世 帯 の 増 加 に 伴 い 、 日 常

生 活 で の 支 援 が 必 要 な 高 齢 者 も 増 加 し て い

ま す 。 地 域 の 見 守 り ・ 相 談 体 制 の ほ か 、 保 健 ・

福 祉 ・ 医 療 の 各 分 野 の 連 携 を 強 化 す る こ と で 、

安 心 し て 暮 ら し 続 け ら れ る 地 域 づ く り を 推

進 し て い く こ と が 求 め ら れ て い ま す 。  

健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療

左 ： 特 定 健 康 診 査 受 診 率 　 右 ： 特 定 保 健 指 導 実 施 率

運動習慣者の割合

基準 25.8％
（令和7年度）
34.8％
（令和13年度）

健康づくりに関する
市民意識調査

心が健康だと感じている
人の割合

基準 87.6％
（令和７年度）

こころの健康に関する
市民意識調査

目標

健康な高齢者の割合

基準

目標

地域包括支援センターによる
在宅復帰支援者数

基準 1,552人
（令和7年度）

富山市調査

1,762人
（令和13年度）

目標目標 向上

前期高齢者95.8％
後期高齢者68.1％
（令和７年度）

前期高齢者96％以上維持
後期高齢者67％以上維持
（令和13年度）

富山市調査

出典：富山県国民健康保健団体連合会資料「目でみるとやまの国保」

※特定健康診査・特定保健指導：40 歳～ 74 歳の被用者保険や国民健康保険の
加入者を対象に実施されており、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着
目した健診および保健指導
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出典：富山市「住民基本台帳」

出典：厚生労働省「人口動態統計」

修正作業中
（R1～R5の期間に変更）

自 殺 死 亡 率 の 推 移

前 期 ・ 後 期 高 齢 者 数 の 推 移

修正作業中
（R３～R７の期間に変更）

一 人 暮 ら し 高 齢 者 の 推 移

                                                                   出典：総務省「国勢調査」　

修正作業中
（R７年度数値を入力）



〔 政 策 の 体 系 〕 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療

市 民 の 健 康 づ く り の 推 進政 策

１ 生 活 習 慣 病 予 防 や 感 染 症 対 策 等 、 あ ら ゆ る 世 代 に 対 す る 市 民 の 健 康 支 援 施

策 を 展 開 し ま す 。

将 来 を 見 据 え た 健 康 づ く り の 強 化
施 策

１

 市 民 へ 望 ま し い 食 生 活 や 運 動 習 慣 等 に 関 す る 知 識 の 普 及 啓 発 を

行 い 、 健 康 意 識 の 向 上 を 図 り ま す 。

 企 業 や 地 域 と 連 携 し 、 就 労 世 代 を 中 心 に 、 自 発 的 に 健 康 行 動 が

で き る 環 境 を 整 備 し ま す 。

 が ん 検 診 受 診 率 の 向 上 と 、 精 密 検 査 が 必 要 と 判 定 さ れ た 市 民 が

確 実 に 受 診 で き る よ う 支 援 し 、 が ん の 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 を 促 進

し ま す 。

感 染 症 対 策 の 強 化

施 策

2

 感 染 症 の 発 生 動 向 調 査 及 び 防 疫 体 制 を 強 化 し 、 関 係 機 関 と 連 携

し て 感 染 拡 大 を 防 止 し ま す 。

 感 染 症 危 機 に 備 え 、 平 時 か ら 関 係 機 関 と の 連 携 や 体 制 整 備 を 進

め 、 継 続 的 な 研 修 と 訓 練 の 実 施 で 対 応 力 の 向 上 を 図 り ま す 。

 市 民 が 感 染 症 に 関 す る 正 し い 理 解 や 、 感 染 予 防 の 行 動 を 身 に つ

け る た め 、 感 染 症 の 発 生 や ま ん 延 に 備 え る こ と の 重 要 性 を 啓 発

し 、 接 種 率 の 向 上 を 目 指 し ま す 。

子 ど も の 健 康 づ く り

 保 護 者 や 学 校 な ど の 関 係 機 関 と 連 携 し 、 子 ど も の 健 や か な 成 長

と 将 来 に わ た る 健 康 づ く り を 推 進 し ま す 。

 小 ・ 中 学 生 を 対 象 に 小 児 生 活 習 慣 病 予 防 対 策 検 診 を 実 施 し 、 健

康 状 態 の 把 握 を 行 い ま す 。

 医 師 や 栄 養 士 に よ る 個 別 指 導 を 通 じ て 、 保 護 者 も 含 め た 生 活 習

慣 の 改 善 に 向 け た 意 識 を 啓 発 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 健 康 プ ラ ン ２ １ （ 第 ３ 次 ） 　

• 富 山 市 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対 策 行 動 計 画

施 策

3

46
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〔 政 策 の 体 系 〕 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療

支 え 合 い に よ る 福 祉 の 充 実政 策

２ 地 域 で 支 え 合 い 、 複 雑 化 ・ 複 合 化 す る 福 祉 課 題 に 対 応 す る 支 援 体 制 の 充 実

を 図 り ま す 。

施 策

１

施 策

2

課 題 を 抱 え る 市 民 へ の 包 括 的 支 援 体 制 の 整 備

施 策

３

 相 談 者 の 属 性 や 世 代 を 問 わ ず 、 相 談 を 受 け 止 め 、 必 要 な 支 援 を

行 う と と も に 、 複 雑 化 ・ 複 合 化 し た 課 題 に つ い て は 多 機 関 が 連 携

し て 対 応 す る 包 括 的 な 相 談 支 援 体 制 を 整 え ま す 。

 ア ウ ト リ ー チ 等 の 支 援 を 通 じ て 、 老 々 介 護 や ヤ ン グ ケ ア ラ ー 、 ひ

き こ も り な ど 自 ら 支 援 に つ な が る こ と が 難 し い 方 に 対 し て も 、 継

続 的 な 支 援 を 行 い ま す 。

 地 域 や 社 会 へ の 参 加 支 援 や 、 多 様 な 担 い 手 が 連 携 す る 仕 組 み づ

く り を 推 進 し ま す 。

精 神 保 健 福 祉 対 策 の 推 進

 心 の 健 康 問 題 へ の 正 し い 理 解 を 促 進 し 、 精 神 障 害 の あ る 人 が 地

域 の 一 員 と し て 自 分 ら し く 暮 ら し 、 社 会 参 加 で き る 地 域 づ く り を

推 進 し ま す 。

 精 神 保 健 福 祉 に 関 す る 相 談 支 援 体 制 を 充 実 す る と と も に 、 ひ き

こ も り 対 策 や 退 院 後 の 支 援 な ど 、 関 係 機 関 が 連 携 し た 包 括 的 な

支 援 を 推 進 し ま す 。

 メ ン タ ル ヘ ル ス サ ポ ー タ ー の 育 成 と 啓 発 活 動 を 通 じ て 、 地 域 住 民

の メ ン タ ル ヘ ル ス に 対 す る 理 解 を 深 め ま す 。

自 殺 対 策 の 推 進

 子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 、 悩 み や 困 り ご と を 抱 え た 際 に 身 近 な 人 や

相 談 機 関 に つ な が る こ と が で き る よ う ネ ッ ト ワ ー ク を 強 化 し 、 相

談 支 援 体 制 を 充 実 さ せ ま す 。

 若 年 層 や 職 場 で の ゲ ー ト キ ー パ ー の 養 成 や 、 心 の 健 康 に 関 す る 啓

発 活 動 を 強 化 し 、 自 殺 予 防 の 連 携 を 促 進 し ま す 。

 心 の 健 康 に 課 題 を 抱 え た 方 な ど に 対 し 、 保 健 や 医 療 、 社 会 参 加 や

地 域 の 助 け 合 い な ど を 含 め た 包 括 的 な 支 援 体 制 を 構 築 す る と と

も に 、 相 談 に 対 応 で き る 支 援 者 の 育 成 に 取 り 組 み ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 地 域 福 祉 計 画

• 富 山 市 高 齢 者 総 合 福 祉 プ ラ ン

• 富 山 市 自 殺 対 策 総 合 戦 略

認 知 症 と と も に 暮 ら す ま ち づ く り の 推 進

 認 知 症 に な っ て か ら も 住 み 慣 れ た 地 域 で 自 分 ら し く 暮 ら し 続 け る

こ と が で き る と い う 「 新 し い 認 知 症 観 」 の 市 民 へ の 普 及 を 図 り 、 認

知 症 へ の 正 し い 理 解 を 深 め ま す 。

 認 知 症 の 人 の 生 活 に お け る バ リ ア フ リ ー 化 を 推 進 し 、 社 会 参 加 の

場 を 確 保 し ま す 。

 早 期 診 断 や 早 期 対 応 に 向 け た 支 援 体 制 の 構 築 を 目 指 し ま す 。

施 策

４
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〔 政 策 の 体 系 〕 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療

高 齢 者 ・ 障 害 者 が 安 心 し て 暮 ら し 活 躍 で き る

地 域 づ く り

政 策

３
地 域 で 誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る 福 祉 環 境 づ く り を 推 進 し ま す 。

障 害 者 の 地 域 生 活 支 援

 地 域 で の 日 常 生 活 を 支 え る 障 害 者 グ ル ー プ ホ ー ム の 整 備 を 支 援 し 、

地 域 移 行 の 環 境 を 整 え ま す 。

 就 労 に 必 要 な 知 識 や 能 力 の 向 上 を 図 る 就 労 移 行 支 援 事 業 所 等 の 整

備 を 支 援 す る と と も に 、 ハ ロ ー ワ ー ク 等 の 関 係 機 関 と の 連 携 に よ

り 、 就 労 を 希 望 す る 障 害 者 の 一 般 就 労 へ の 移 行 を 支 援 し ま す 。

 地 域 生 活 支 援 拠 点 等 に お い て 、 様 々 な ニ ー ズ に 対 応 で き る サ ー ビ

ス 提 供 体 制 や 、 緊 急 時 の 相 談 及 び 受 入 態 勢 の 確 保 等 、 効 果 的 な 機

能 の 確 保 に 努 め ま す 。

介 護 サ ー ビ ス の 基 盤 整 備 と 介 護 等 従 事 者 の 確 保

 住 み 慣 れ た 自 宅 や 地 域 で の 生 活 を 支 え る 、 地 域 密 着 型 介 護 サ ー

ビ ス を 提 供 す る 事 業 所 の 整 備 を 支 援 し ま す 。

 県 外 か ら 移 住 し 、 市 内 の 介 護 事 業 所 等 へ 就 職 す る 介 護 従 事 者 を

支 援 し ま す 。

 介 護 分 野 へ の 就 職 に 結 び つ く よ う 、 介 護 の 仕 事 ・ 職 場 に 対 す る 理

解 を 深 め る 機 会 を 充 実 す る と と も に 、 就 労 を 希 望 す る 学 生 の 資

格 取 得 支 援 や 、 市 内 事 業 所 と の マ ッ チ ン グ を 推 進 し ま す 。

 I C T や 介 護 ロ ボ ッ ト 等 の 活 用 を 促 進 し 、 業 務 効 率 化 及 び 職 員 の

業 務 負 担 軽 減 に よ り 、 人 材 の 定 着 と サ ー ビ ス の 質 を 確 保 し ま す 。

施 策

１

施 策

2

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 障 害 者 計 画 ・ 富 山 市 障 害 福 祉 計 画

• 富 山 市 高 齢 者 総 合 福 祉 プ ラ ン

高 齢 者 の 社 会 参 加 と 生 き が い づ く り の 推 進

 高 齢 者 が こ れ ま で 培 っ て き た 豊 富 な 経 験 と 知 識 を 生 か し 、 地 域 社

会 の 活 性 化 に 貢 献 す る と と も に 、 健 康 で 生 き が い の あ る 生 活 を 送

れ る よ う 支 援 し ま す 。

 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー と 連 携 し 、 高 齢 者 の 就 労 機 会 を 拡 大 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 産 業 ・ 雇 用 　 政 策 ３ ー 施 策 １

 老 人 ク ラ ブ な ど の 団 体 へ の 活 動 支 援 に よ り 、 高 齢 者 が 社 会 活 動 に

参 加 で き る 仕 組 み づ く り を 進 め ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 　 政 策 １ － 施 策 ３
施 策

３

フ レ イ ル 予 防 ・ 介 護 予 防 の 推 進

 多 様 な 介 護 予 防 プ ロ グ ラ ム や 運 動 教 室 を 開 催 し 、 健 康 寿 命 の 延

伸 に つ な げ ま す 。

 介 護 予 防 の 推 進 リ ー ダ ー や 運 動 指 導 者 の 育 成 を 推 進 し 、 身 近 な

地 域 で の 介 護 予 防 運 動 の 普 及 を 図 り ま す 。

 個 々 の 高 齢 者 の 状 態 に 応 じ た パ ワ ー リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 実 施 し 、

運 動 機 能 の 維 持 ・ 改 善 を 図 り ま す 。

施 策

4
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〔 政 策 の 体 系 〕 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療

地 域 で 支 え 合 う 包 括 的 な 保 健 ・ 福 祉 ・ 医 療 体 制 の

構 築

政 策

４
保 健 ・ 福 祉 ・ 医 療 が 連 携 し た 切 れ 目 の な い 支 援 体 制 を 構 築 し ま す 。

在 宅 医 療 ・ 介 護 の 連 携 推 進

 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 推 進 に よ り 、 医 療 や 介 護 の 関 係 機 関 等

が 連 携 上 の 課 題 を 共 有 し 、 そ れ ら の 解 決 に 向 け た 方 策 を 検 討 す

る こ と で 、 協 働 ・ 連 携 体 制 の 強 化 を 図 り ま す 。

 地 域 の 医 療 や 介 護 の 資 源 を 整 理 し 、 医 療 ・ 介 護 関 係 者 の 連 携 に

必 要 な 情 報 を 提 供 し ま す 。

 ま ち な か 診 療 所 や ま ち な か 総 合 ケ ア セ ン タ ー に よ る 在 宅 医 療 を

推 進 し 、 安 心 し て 暮 ら せ る 医 療 ・ 介 護 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。

 要 介 護 状 態 に な っ て も 住 み 慣 れ た 地 域 で 自 分 ら し い 暮 ら し を 続

け る こ と が で き る よ う 、 エ ン デ ィ ン グ ノ ー ト の 活 用 な ど を 通 じ て

人 生 の 最 期 の 過 ご し 方 を 家 族 等 周 り の 信 頼 す る 人 た ち と 話 し 合

う 重 要 性 を 周 知 啓 発 し ま す 。

市 立 病 院 に お け る 医 療 提 供 体 制 の 充 実 、 連 携 強 化

施 策

2

 新 た な 地 域 医 療 構 想 や 医 療 ニ ー ズ の 変 化 を 踏 ま え 、 老 朽 化 が 進

む 市 民 病 院 や ま ち な か 病 院 の 施 設 の 再 整 備 を 検 討 し ま す 。

 地 域 医 療 支 援 病 院 と し て 、 市 民 病 院 で 医 療 従 事 者 向 け 研 修 や 症

例 検 討 会 を 開 催 し 、 か か り つ け 医 と の 連 携 強 化 を 推 進 し ま す 。

 ま ち な か 病 院 の 在 宅 療 養 支 援 セ ン タ ー を 中 心 に 、 地 域 の 在 宅 医

療 と 病 院 医 療 の 連 携 を 深 め 、 包 括 的 な 医 療 提 供 を 図 り ま す 。

取組の写真、イラストなど

施 策

１

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 高 齢 者 総 合 福 祉 プ ラ ン

• 富 山 市 病 院 事 業 中 長 期 計 画
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分野
０２

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 若 者 の 出 会 い か ら 結 婚 、 子 育 て ま で を 切 れ 目 な く 支 え 、 社 会 全 体

で 子 ど も と 家 庭 を 支 え る 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

写真①

写真②

写真③

 富 山 市 は こ れ ま で 、 保 育 サ ー ビ ス や 子 育 て 支 援 拠 点 、 妊 娠 期 か ら 子 育 て

期 ま で の 相 談 支 援 な ど 、 子 ど も と 家 庭 を 支 え る 基 盤 を 整 え 、 地 域 や 関 係

機 関 と 連 携 し な が ら 、 結 婚 、 出 産 、 子 育 て の 希 望 を 支 え る 取 組 を 広 げ て

き ま し た 。

 一 方 、 出 会 い の 機 会 不 足 や 経 済 的 不 安 な ど を 背 景 に 、 結 婚 や 出 産 に 対

す る 希 望 の 実 現 に 課 題 を 抱 え る 人 も い ま す 。 ま た 、 子 育 て 家 庭 の 孤 立 感 、

児 童 虐 待 リ ス ク の 顕 在 化 な ど 、 子 ど も や 家 庭 を 取 り 巻 く 課 題 が 複 合 化 し

て お り 、 地 域 全 体 で の 対 応 が 求 め ら れ て い ま す 。

 今 後 、 結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て の 各 段 階 を 切 れ 目 な く 支 え る 視 点 の も と 、 経

済 的 負 担 の 軽 減 、 出 会 い の 機 会 創 出 、 子 育 て 環 境 の 充 実 を 強 化 し ま す 。

ま た 、 地 域 ・ 企 業 ・ 関 係 機 関 と の 連 携 を 深 化 さ せ 、 社 会 全 体 で 子 育 て を

支 え る 仕 組 み へ 発 展 さ せ ま す 。 さ ら に 、 こ ど も ま ん な か の 視 点 の も と 、

子 ど も の 声 を 生 か し た 施 策 展 開 に 努 め な が ら 、 誰 も が 安 心 し て 自 ら の 希

望 を 描 け る ま ち づ く り を 進 め ま す 。

結婚・出産・子育て分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

若い世代の結婚の希望をかなえるため
に、不安を取り除く支援が求められてい
ます。

①

晩 婚 化 ・ 未 婚 化 が 進 む 中 、 結 婚 希 望 の あ る 若

い 世 代 の 中 に は 、 経 済 面 へ の 不 安 や 出 会 い

の 機 会 不 足 に よ り 、 結 婚 の 希 望 と 実 現 に 差

が あ る 状 況 も み ら れ ま す 。 若 い 世 代 が 富 山

で 自 分 ら し い 人 生 を 描 け る 環 境 づ く り が 必

要 で す 。

子育ての孤立感や経済負担への支援な
どを通じて、子育ての喜びを実感できる
環境整備が求められています。

③

子 育 て の 孤 立 感 や 経 済 的 な 不 安 な ど に よ り 、

子 育 て の 喜 び を 十 分 に 実 感 で き な い 環 境 や 、

ひ と り 親 家 庭 を 取 り 巻 く 厳 し い 状 況 が 課 題

と な っ て い ま す 。 安 心 し て 子 育 て で き る 環 境

づ く り が 求 め ら れ て い ま す 。

妊娠期から子育て期にかかる多様な支
援ニーズへの対応や、安全・安心な保育
環境の提供が求められています。

②

妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 の 支 援 や 多 様 な 保 育

ニ ー ズ へ の 対 応 は そ れ ぞ れ 実 施 さ れ て い る

一 方 、 各 段 階 の 連 携 に は ま だ 課 題 が あ り ま

す 。 保 育 環 境 の 充 実 に 継 続 し て 取 り 組 む と と

も に 、 各 段 階 を つ な ぐ 連 携 を 通 し て 、 切 れ 目

な い 支 援 体 制 の 強 化 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。

子育て支援の認知度向上や関係機関の
連携を強化し、子どもを安心して育てら
れる体制の整備が求められています。

④

「 こ ど も ま ん な か 」 に 対 す る 若 い 世 代 の 認 知

度 が 低 い こ と 、 放 課 後 の 居 場 所 や 遊 び 場 の

確 保 、 保 育 施 設 老 朽 化 へ の 対 応 が 課 題 と

な っ て い ま す 。 こ ど も ま ん な か ア ク シ ョ ン を

進 め る と と も に 、 児 童 虐 待 の 未 然 防 止 や 早

期 発 見 、 適 切 な 支 援 を 図 る た め 、 関 係 機 関 の

連 携 が 必 要 で す 。

結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て

未 婚 率 の 推 移 　 左 ： 男 性 　 右 ： 女 性 保 育 施 設 利 用 率 の 推 移

子 育 て 支 援 セ ン タ ー 等 の 利 用 者 数 こ ど も ま ん な か ア ク シ ョ ン の 報 告 数

結婚や出産・子育てについて
主体的に考えていると回答した

若年世代の市民の割合

基準 新規

５０％
（令和13年度）

富山市調査

目標

妊娠・出産における指導・
ケアに満足している人の割合

基準 ９３．０％
（令和７年度）

９５．５％
（令和1３年度）

富山市調査

目標
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保護者の割合

基準 63.0％
（令和6年度）
65.0％
（令和10年度）

目標

「こどもまんなかアクション」
という言葉を知っていて、

行動している人の割合

基準 13.2％
（令和７年度）

23.0％
（令和12年度）

富山市民意識調査
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〔 政 策 の 体 系 〕 結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て

出 会 い ・ 結 婚 の 希 望 を か な え る 支 援 の 充 実政 策

１ 結 婚 を 望 む 人 が そ の 希 望 を か な え ら れ る よ う 、 環 境 の 整 備 と 支 援 を 進 め ま

す 。

若 い 世 代 の 経 済 的 負 担 の 軽 減
施 策

１

 安 心 し て 希 望 す る 結 婚 、 出 産 、 子 育 て が で き る よ う 、 若 い 世 代 の

経 済 的 負 担 の 軽 減 を 図 り ま す 。

 若 い 世 代 が 将 来 に 対 し て 希 望 を 持 て る よ う 、 経 済 的 負 担 の 軽 減

策 を は じ め 、 結 婚 、 出 産 、 子 育 て に 関 す る 市 の 施 策 を 分 か り や す

く 整 理 し 、 周 知 を 図 り ま す 。

施 策

2
ラ イ フ デ ザ イ ン の 支 援

 就 職 や 結 婚 、 出 産 な ど の ラ イ フ イ ベ ン ト に 関 す る 自 分 自 身 の 考 え

や 見 通 し を 整 理 す る ラ イ フ デ ザ イ ン を 支 援 し 、 一 人 ひ と り が 自 分

ら し い 人 生 を 描 き 、 実 現 で き る 環 境 づ く り に 取 り 組 み ま す 。

 男 女 を 問 わ ず 、 適 切 な 時 期 に 、 性 や 健 康 に 関 す る 正 し い 知 識 を

持 ち 、 妊 娠 ・ 出 産 を 含 め た ラ イ フ デ ザ イ ン や 将 来 の 健 康 を 考 え て

健 康 管 理 を 行 う 、 プ レ コ ン セ プ シ ョ ン ケ ア を 推 進 し ま す 。

出 会 い の 場 の 創 出 、 結 婚 支 援

 結 婚 を 希 望 す る 人 が 自 然 に 交 流 し な が ら 出 会 い の き っ か け を 得

ら れ る よ う 、 富 山 市 の 多 様 な 公 共 施 設 を 活 用 し た 婚 活 イ ベ ン ト の

開 催 な ど 、 出 会 い の 場 の 創 出 を 図 り ま す 。

 出 会 い の 場 の 提 供 の み な ら ず 、 交 際 か ら 結 婚 に 至 る 過 程 で の サ

ポ ー ト な ど 、 結 婚 の 希 望 を か な え ら れ る よ う に 支 援 し ま す 。

施 策

3

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 こ ど も 計 画

52

取組の写真、イラストなど
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〔 政 策 の 体 系 〕

妊 娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て を 切 れ 目 な く 支 え る 仕 組 み

づ く り

政 策

２
多 様 な 関 係 者 が 連 携 し 、 切 れ 目 な く 子 育 て を 支 え る 体 制 を 構 築 し ま す 。

多 様 な 保 育 サ ー ビ ス の 提 供

 延 長 保 育 や 一 時 預 か り 、 病 児 ・ 病 後 児 保 育 な ど 多 様 な 保 育 サ ー

ビ ス を 提 供 す る と と も に 、 保 護 者 の 多 様 な ニ ー ズ に 対 応 で き る

保 育 環 境 を 整 備 し 、 子 育 て と 仕 事 の 両 立 を 支 援 し ま す 。

 保 育 人 材 の 確 保 や 資 質 向 上 の た め の 取 組 を 継 続 し 、 安 心 し て 子

ど も を 預 け ら れ る 体 制 を 整 備 し ま す 。

妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 の 切 れ 目 な い 支 援 の 充 実

 こ ど も 家 庭 セ ン タ ー を 中 心 と し て 、 妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 ま で の

切 れ 目 な い 支 援 に 取 り 組 み ま す 。

 若 い 世 代 や 企 業 に 向 け て 、 妊 娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て に 関 す る 知 識 の

普 及 啓 発 を 行 い 、 社 会 全 体 で 子 ど も や 子 育 て を 支 え 応 援 す る

気 運 の 醸 成 を 図 り ま す 。

 妊 娠 期 や 出 産 後 の 経 済 的 支 援 を 実 施 す る と と も に 、 妊 娠 初 期

か ら の 継 続 支 援 を 強 化 す る こ と に よ り 、 安 心 し て 出 産 ・ 子 育 て

が で き る 環 境 づ く り を 推 進 し ま す 。

 医 療 機 関 等 と 連 携 し 、 出 産 環 境 の 充 実 や 産 後 ケ ア の 推 進 な ど を

通 じ て 、 子 ど も が 健 や か に 生 ま れ 育 つ 環 境 づ く り を 推 進 し ま す 。

 市 民 病 院 に お い て 、 無 痛 分 娩 や L D R 室 （ ※ １ ） の 整 備 等 、 出 産

環 境 の 充 実 を 図 る こ と で 、 妊 娠 ・ 出 産 に 対 す る 不 安 や 負 担 を 軽

減 し ま す 。

施 策

１

施 策

2

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 こ ど も 計 画

安 全 ・ 安 心 な 保 育 環 境 の 提 供

 就 学 前 児 童 数 の 減 少 を 踏 ま え 、 集 団 保 育 に 必 要 な 児 童 数 、 施 設

の 配 置 、 地 域 性 、 施 設 の 老 朽 化 な ど を 総 合 的 に 勘 案 し 、 将 来 の

保 育 需 要 を 見 据 え た 上 で 、 安 全 ・ 安 心 で 質 の 高 い 保 育 サ ー ビ ス

を 安 定 的 に 提 供 す る 保 育 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

 市 立 ・ 私 立 保 育 施 設 の 環 境 整 備 に よ り 、 安 心 し て 子 ど も を 預 け

ら れ る 保 育 環 境 を 確 保 す る と と も に 、 地 域 の 理 解 と 協 力 を 得 な

が ら 、 子 育 て 世 帯 を 支 え る 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

施 策

３

結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て

（※１）ＬＤＲ室：妊産婦が出産から回復期までを移動なく過ごすための陣痛室、分娩室及び回復室が一体となった病室
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〔 政 策 の 体 系 〕

子 育 て の 喜 び を 支 え る 支 援 の 推 進政 策

３ 子 育 て 世 帯 を 多 面 的 に 支 え 、 安 心 と 喜 び を 実 感 で き る 環 境 を つ く り ま す 。

施 策

１

施 策

2

地 域 に お け る 子 育 て 支 援 拠 点 施 設 の 整 備 ・ 運 営

施 策

３

 市 内 各 所 に 子 育 て 支 援 セ ン タ ー を 開 設 し 、 子 育 て 期 の 親 子 が 気

軽 に 集 い 、 交 流 で き る 場 を 提 供 し ま す 。

 子 育 て に 関 す る 相 談 対 応 や 講 座 の 実 施 、 地 域 の 子 育 て 情 報 の 発

信 な ど に よ り 、 子 育 て 中 の 不 安 感 や 孤 立 感 の 緩 和 を 図 り ま す 。

 父 親 向 け 講 座 の 充 実 や 地 域 ・ 企 業 と の 連 携 に よ り 、 家 庭 内 の 育

児 負 担 の 偏 り の 軽 減 を 図 り ま す 。

親 子 で 楽 し め る 場 の 創 出

 子 ど も た ち が 安 全 に 遊 ぶ こ と の で き る 場 の 充 実 や 、 子 育 て 世 帯

が 公 共 交 通 を 利 用 し や す い 環 境 を 創 出 す る こ と で 、 外 出 機 会 の

拡 大 を 図 り ま す 。

 保 育 所 や 認 定 こ ど も 園 な ど に 通 っ て い な い 子 ど も と 保 護 者 を 対

象 に し た 親 子 サ ー ク ル な ど を 通 じ て 、 親 子 の 交 流 を 深 め る 遊 び

や 、 子 育 て の 仲 間 作 り の お 手 伝 い を 実 施 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 こ ど も 計 画

ひ と り 親 家 庭 へ の 支 援

 ひ と り 親 家 庭 の 子 が 大 学 等 へ 進 学 す る 際 の 奨 学 資 金 を 給 付 し 、

経 済 的 理 由 に よ り 進 学 や 学 習 機 会 を あ き ら め る こ と の な い よ う

支 援 し ま す 。

 ひ と り 親 家 庭 の 親 の 就 業 に 関 す る 支 援 や 経 済 的 支 援 を 行 う こ と

で 、 ひ と り 親 家 庭 の 生 活 の 安 定 と 自 立 の 促 進 を 図 り ま す 。

結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て

取組の写真、イラストなど
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〔 政 策 の 体 系 〕

子 ど も の 健 や か な 成 長 を 見 守 る 体 制 の 構 築政 策

４ 社 会 全 体 で 子 ど も を 見 守 り 、 健 や か な 成 長 を 支 え る 環 境 を 整 え ま す 。

地 域 の 子 育 て 環 境 の 充 実

 放 課 後 児 童 ク ラ ブ な ど の 受 け 皿 確 保 を 進 め 、 子 ど も の 居 場 所 の

充 実 を 図 り ま す 。

 老 朽 化 し た 児 童 館 に つ い て 、 公 共 施 設 再 編 に あ わ せ た 機 能 の 複

合 化 を 検 討 し 、 児 童 が 安 全 に 利 用 で き る 健 全 な 遊 び 場 を 確 保 し

ま す 。

 地 域 や 関 係 機 関 と 連 携 し 、 子 ど も を 地 域 全 体 で 見 守 り 育 て る 意

識 の 醸 成 を 図 る こ と に よ り 、 子 ど も の 健 や か な 成 長 を 支 え る 環

境 づ く り を 推 進 し ま す 。

「 こ ど も ま ん な か 社 会 」 の 実 現

施 策

2

 こ ど も ま ん な か 推 進 ロ ゴ マ ー ク や 各 種 広 報 媒 体 を 活 用 し た 周 知 ・

啓 発 を 行 い 、 「 こ ど も ま ん な か 」 の 理 念 や 取 組 の 認 知 度 向 上 を 図

り ま す 。

 中 高 生 な ど 若 い 世 代 に 向 け た 周 知 啓 発 を 行 う と と も に 、 子 ど も ・

若 者 の 声 を 政 策 に 反 映 す る た め 、 意 見 を 聴 く 取 組 を 実 施 し ま す 。

 企 業 や 関 係 機 関 と の 連 携 に よ る 、 こ ど も ま ん な か ア ク シ ョ ン の 取

組 事 例 の 収 集 と 発 信 を 通 じ て 、 社 会 全 体 で 子 ど も や 子 育 て を 支

え 、 応 援 す る 気 運 の 醸 成 を 図 り ま す 。

施 策

１

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 こ ど も 計 画

児 童 虐 待 防 止 体 制 の 整 備

 関 係 機 関 と の 連 携 に よ る 要 保 護 児 童 等 の 早 期 発 見 や 適 切 な 支 援

を 行 う 体 制 を 整 備 し 、 児 童 虐 待 の 未 然 防 止 と 早 期 対 応 を 進 め ま

す 。

 児 童 相 談 所 、 学 校 、 保 育 施 設 、 教 育 委 員 会 な ど の 関 係 機 関 と 連 携

し 、 情 報 共 有 や 連 絡 調 整 を 行 い 、 支 援 を 必 要 と す る 子 ど も や 家 庭

へ の 対 応 力 を 高 め ま す 。

 児 童 虐 待 防 止 に 関 す る 広 報 ・ 普 及 啓 発 活 動 を 推 進 し 、 市 民 の 理

解 促 進 と 通 告 意 識 の 向 上 を 図 る こ と で 、 子 ど も の 安 全 確 保 に つ

な げ ま す 。

施 策

３

結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て
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分野
０３

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 子 ど も か ら 大 人 ま で 、 す べ て の 人 が 学 び を 楽 し み な が ら 、 自 分 ら

し く 輝 き 、 挑 戦 し 続 け る 社 会 の 実 現 を 目 指 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

教育分野に関連するSDGｓゴール

 富 山 市 は こ れ ま で 、 社 会 変 化 に 対 応 し た 教 育 の 実 施 や 、 い じ め 対 策 や 不

登 校 児 童 生 徒 へ の 支 援 、 学 校 再 編 の 推 進 な ど 、 子 ど も 一 人 ひ と り の 学 び

を 支 え る 学 校 教 育 の 基 盤 を 整 え て き ま し た 。 ま た 、 す べ て の 世 代 の 学 び

の 場 で あ る 生 涯 学 習 拠 点 の 整 備 を 進 め て き ま し た 。

 一 方 、 将 来 の 予 測 が 困 難 な 現 代 に お い て は 、 こ れ ま で も 大 切 に し て き た

資 質 ・ 能 力 は も と よ り 、 思 い や り や 協 調 性 、 探 求 心 、 課 題 解 決 に 主 体 的

に 取 り 組 む 力 等 を 一 体 的 に 育 む 教 育 が 求 め ら れ て い ま す 。 ま た 、 子 ど も

を 取 り 巻 く 環 境 が 多 様 化 す る な か 、 誰 一 人 取 り 残 さ れ な い 学 び を 保 障 し 、

社 会 全 体 で 子 ど も の 成 長 を 支 え る 仕 組 み が 必 要 で す 。 さ ら に 、 人 生 １ ０

０ 年 時 代 を 見 据 え 、 い つ ま で も 学 び 続 け 、 挑 戦 し 続 け る 環 境 づ く り が 求

め ら れ て い ま す 。

 今 後 は 、 子 ど も た ち の 主 体 的 な 学 び を 支 え 、 一 人 ひ と り の 可 能 性 を 引 き

出 し 、 安 心 し て 学 校 へ 通 え る よ う 、 質 の 高 い 教 育 環 境 の 整 備 を 一 層 推 進

し ま す 。 ま た 、 す べ て の 子 ど も が 自 分 に あ っ た 学 び を 選 択 で き る よ う 、

多 様 な 選 択 肢 を 提 供 し ま す 。 さ ら に 、 リ カ レ ン ト 教 育 へ の 支 援 を 充 実 さ

せ 、 生 涯 に わ た り 学 び 、 挑 戦 し 続 け る 社 会 の 実 現 を 目 指 し ま す 。
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

①

将 来 の 予 測 が 困 難 な 時 代 に お い て 、 グ ロ ー

バ ル な 視 野 を 持 ち 、 社 会 の 発 展 を 支 え る 人

材 の 育 成 が 求 め ら れ て い ま す 。 学 び を 楽 し め

る 環 境 の も と で 、 課 題 解 決 に 主 体 的 に 取 り

組 む 力 を 養 う 教 育 が 必 要 で す 。

学校・家庭・地域みんなで協力し、子ども
の成長を支えることが必要です。②

近 年 、 家 族 構 成 の 変 化 や 地 域 と の つ な が り

の 希 薄 化 に よ り 、 家 庭 で の 教 育 負 担 が 増 大 し 、

子 ど も が 抱 え る 問 題 の 早 期 発 見 が 難 し く

な っ て い ま す 。 子 ど も 一 人 ひ と り の 豊 か な 成

長 を 支 え る た め に は 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 協

力 す る こ と が 必 要 で す 。

すべての子どもが自分に合った学びを
選べるよう、多様な選択肢が必要です。③

す べ て の 子 ど も は 、 そ れ ぞ れ の 状 況 に 応 じ

た 適 切 な 教 育 を 公 平 ・ 公 正 に 受 け る 権 利 が

あ り ま す 。 誰 一 人 取 り 残 さ れ な い 学 び を 実 現

す る た め に 、 子 ど も が 自 分 に 合 っ た 学 び を

選 べ る 、 多 様 な 選 択 肢 の 提 供 が 求 め ら れ て

い ま す 。

年齢に関係なく誰もが学び続け、新しい
ことに挑戦できる環境が必要です。

④

人 生 １ ０ ０ 年 時 代 に お い て 、 刻 々 と 変 化 す る

社 会 に 対 応 で き る 知 識 や ス キ ル を 身 に つ け

る た め に 、 生 涯 に わ た り 学 び 続 け る こ と の 必

要 性 が 高 ま っ て い ま す 。 年 齢 を 問 わ ず 、 誰 も

が い つ ま で も 学 び 、 挑 戦 で き る 環 境 の 整 備

が 求 め ら れ て い ま す 。

データ候補

• 不登校児童生徒数の割合

データ候補

• 「授業で自分で考え自分から取り組んでい
る」と回答した児童生徒の割合

データ候補

• 「コミュニティ・スクール等の取組によ
り、学校と地域や保護者との相互理
解が深まった」と回答した学校の割
合

教 育

子どもの主体的な学びを支え、一人ひと
りの可能性を引き出す教育環境の整備
が必要です。

「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル 等 の 取 組 に よ り 、 学 校 と 地 域 や

保 護 者 と の 相 互 理 解 が 深 ま っ た 」 と 回 答 し た 学 校 の 割 合

「授業では、課題の解決に向けて
自分で考え、自分から取り組むこ
とができている」と回答した学校
の割合

基準 小学校：82.8％
中学校：69.2％
（令和7年度）

小学校：92.0％
中学校：90.0％
義務教育学校：100％
（令和13年度）

全国学力・学習状況調査

コミュニティ・スクール等の取組
により、学校と地域や保護者と
の相互理解が深まったと回答し
た学校の割合

目標

小学校：96.3％
中学校：89.8％
（令和5～7年度平均）

全国学力・学習状況調査

目標

不登校児童生徒数の
割合（不登校出現率）

基準
小学校：2.84％
中学校：6.23％
（令和７年度）

児童生徒の問題行動・不登校等
生徒指導上の諸課題に関する
調査

小学校：2.28％
中学校：4.46％
（令和13年度）

目標

市民大学での学びを今後
の生き方やキャリアで活用
できると感じている受講
者の割合

基準 新規

市民学習センター受講者
アンケート

83％
（令和13年度）

目標

基準

小学校：98.0％
中学校：95.0％
義務教育学校：100％
（令和13年度）

79.2 
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76.7 

77.7 
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富山市立小学校
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富山市立中学校

全国（公立）中学校

（%）

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査（令和７年度調査）」

98.4 
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富山市立中学校
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出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査（令和７年度調査）」
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出典：文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」

不 登 校 児 童 生 徒 の 出 現 率

「 授 業 で は 、 課 題 の 解 決 に 向 け て 自 分 で 考 え 、 自 分

で 取 り 組 ん で い る 」 と 回 答 し た 児 童 生 徒 の 割 合
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全体（N=2,719）

15～19歳（N=376）

20～29歳（N=357）
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40～49歳（N=392）

50～59歳（N=371）

60～69歳（N=393）

70歳以上（N=402）

男性（N=1,140）

女性（N=1,534）

回答しない（N=29）

はい どちらかと言えばはい どちらかと言えばいいえ いいえ わからない 無回答

「 全 体 と し て 、 あ な た が 成 長 す る た め の 学 び や

経 験 で き る 環 境 が あ る 」 と 回 答 し た 市 民 の 割 合

出典：富山県「令和７年度ウェルビーイング県民意識調査結果報告書」



〔 政 策 の 体 系 〕 教 育

未 来 を 切 り 拓 く 子 ど も を 育 て る 学 校 教 育政 策

１ 学 び を 楽 し む こ と が で き る 環 境 下 で 、 一 人 ひ と り の 可 能 性 を 引 き 出 す 質 の

高 い 教 育 を 実 現 し ま す 。

安 全 ・ 安 心 で 質 の 高 い 教 育 環 境 の 整 備

施 策

１

 い じ め の 未 然 防 止 、 早 期 発 見 、 早 期 対 応 が で き る 組 織 体 制 を 活 用 し 、

い じ め を 生 ま な い 学 校 づ く り を 目 指 し ま す 。

 教 員 が 心 身 共 に 健 康 で 、 子 ど も た ち 一 人 ひ と り に 向 き 合 う 時 間 を 確

保 で き る よ う 、 学 校 に お け る 働 き 方 改 革 を 推 進 し ま す 。

 子 ど も の 学 び の 質 を 保 障 す る た め に 、 こ れ ま で の 学 校 再 編 の 効 果 を

検 証 し 、 学 校 規 模 の 適 正 化 を 図 り ま す 。

 適 切 な 改 修 に よ り 施 設 の 長 寿 命 化 を 図 り 、 小 ・ 中 学 校 の 体 育 館 に 空

調 設 備 を 整 備 す る こ と な ど に よ り 、 持 続 可 能 で 快 適 な 学 習 環 境 を 確

保 し ま す 。

 将 来 に わ た り 安 定 的 に 学 校 給 食 を 提 供 す る 体 制 を 構 築 す る た め 、

学 校 給 食 調 理 場 の 再 編 ・ 整 備 を 推 進 し ま す 。

施 策  

３

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 教 育 振 興 基 本 計 画

• 富 山 市 立 小 ・ 中 学 校 再 編 計 画

• 富 山 市 学 校 施 設 長 寿 命 化 計 画

施 策

２

施 策

１

教 育 D X の 推 進

 一 人 １ 台 端 末 を 活 用 し 、 I C T を 日 常 的 に 活 用 し た 学 び を 推 進 す る

た め 、 I C T 環 境 の 整 備 と 教 員 の 指 導 力 向 上 を 図 り ま す 。

 情 報 を 正 し く 選 び 安 全 に 使 え る 基 礎 的 な 力 を 育 て る た め 、 生 成 A I

の 利 活 用 を 含 め た デ ジ タ ル リ テ ラ シ ー 教 育 を 実 施 し ま す 。

 I C T を 活 用 し 、 子 ど も 一 人 ひ と り の 興 味 や 理 解 度 に 合 わ せ た 学 び

を 推 進 し ま す 。

主 体 性 の あ る 子 ど も の 育 成

 グ ロ ー バ ル な 視 野 を 持 っ て 活 躍 で き る 能 力 を 育 成 す る た め 、 外 国

語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 向 上 を 図 り 、 国 際 理 解 教 育 を 推

進 し ま す 。

 専 門 家 の 訪 問 授 業 に よ り 体 験 的 な 活 動 の 機 会 を つ く り 、 子 ど も の

観 察 力 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 ・ 探 究 心 を 高 め ま す 。

 ９ 年 間 の 学 び を 通 し た 確 か な 学 力 を 育 む た め 、 小 ・ 中 学 校 が 連 携 し

た 指 導 に 取 り 組 み ま す 。

 各 学 校 に お い て 「 主 体 的 な 学 び 」 に 向 け た 実 践 が 進 め ら れ る よ う 、

教 員 の 研 修 の 充 実 を 図 り ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕

学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 で 支 え 合 う 教 育 の 推 進政 策

２ 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 み ん な で 力 を 合 わ せ 、 子 ど も の 成 長 を 支 え ま す 。

施 策

１
学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 と の 連 携 ・ 協 働 と 開 か れ た 学 校 づ く り

施 策

2
地 域 と と も に 子 ど も が 育 つ 環 境 づ く り

 学 校 や 公 民 館 等 を 活 用 し 、 多 様 な 体 験 活 動 や 地 域 住 民 と の 交 流 活

動 を 行 い 、 地 域 に お け る 子 ど も た ち の 安 全 ・ 安 心 な 居 場 所 を 確 保 し

ま す 。

 共 働 き な ど で 保 護 者 が 昼 間 家 庭 に い な い 小 学 生 に 対 し 、 地 域 の

方 々 の 協 力 を 得 な が ら 、 放 課 後 の 小 学 校 の 余 裕 教 室 な ど を 活 用 し

た 安 全 な 生 活 の 場 を 提 供 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 教 育 振 興 基 本 計 画

取組の写真、イラストなど

教 育

 学 校 運 営 協 議 会 の 機 能 を 生 か し 、 地 域 住 民 と 保 護 者 、 学 校 が 一 体

と な り 、 子 ど も た ち の 豊 か な 成 長 を 支 え ま す 。

 子 ど も た ち が ス ポ ー ツ ・ 文 化 芸 術 に 親 し む 機 会 を 確 保 す る た め 、 部

活 動 の 地 域 連 携 を 推 進 し ま す 。

施 策

3 家 庭 教 育 支 援 の 充 実

 子 育 て に 不 安 を 感 じ た り 、 身 近 に 相 談 相 手 が い な い 状 況 に あ る 保

護 者 を 支 え る た め 、 相 談 体 制 を 確 保 し 、 地 域 全 体 で 子 ど も を 育 て る

環 境 づ く り を 進 め ま す 。

 Ｐ T A 等 と 連 携 し 、 家 庭 教 育 に 関 す る 情 報 交 換 や 親 学 び の 機 会 を 提

供 し ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕

一 人 ひ と り に 合 っ た 学 び の 充 実政 策

３ 一 人 ひ と り に 合 っ た 多 様 な 学 び を 提 供 し 、 誰 一 人 取 り 残 さ れ な い 教 育 を 実

現 し ま す 。

施 策

１

施 策

2

学 校 に 行 き づ ら い と 感 じ て い る 子 ど も へ の 支 援

イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 推 進

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 教 育 振 興 基 本 計 画

取組の写真、イラストなど

教 育

 各 学 校 に ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー や ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー を 配

置 し 、 子 ど も や 保 護 者 へ の 支 援 体 制 を 整 備 し ま す 。

 教 室 に 入 り づ ら い 子 ど も が 、 自 分 に 合 っ た ペ ー ス で 安 心 し て 学 び 、

過 ご す こ と が で き る 環 境 を 学 校 内 に 整 備 し ま す 。

 学 び の 多 様 化 学 校 「 古 志 は る か ぜ 学 園 」 に お い て 、 子 ど も 一 人 ひ と

り の 状 況 に 応 じ た 柔 軟 な カ リ キ ュ ラ ム に よ る 教 育 を 提 供 し ま す 。

 メ タ バ ー ス を 活 用 し 、 家 庭 内 で 多 く の 時 間 を 過 ご す 子 ど も た ち に 、

他 者 と の つ な が り の 機 会 や 居 場 所 を 提 供 し ま す 。

 各 学 校 に ス ク ー ル サ ポ ー タ ー を 配 置 し 、 特 別 な 支 援 を 必 要 と す る 子

ど も に 対 し 、 一 人 ひ と り の 教 育 的 ニ ー ズ に 対 応 し た 支 援 を 行 い ま す 。

 支 援 が 必 要 な 医 療 的 ケ ア 児 が 在 籍 す る 学 校 に 、 看 護 師 を 派 遣 ・ 配 置

し 、 保 護 者 の 付 添 い が な く て も 安 全 ・ 安 心 に 学 べ る 環 境 を 整 備 し ま

す 。

 外 国 人 の 子 ど も が 円 滑 に 教 育 を 受 け ら れ る よ う 、 日 本 語 指 導 や 生

活 適 応 の 支 援 を 行 う 体 制 を 整 備 し ま す 。

 国 際 交 流 活 動 や 外 国 文 化 の 理 解 を 深 め る 教 育 を 行 い 、 異 な る 文 化

背 景 を 持 つ 人 々 へ の 理 解 と 、 尊 重 す る 態 度 を 育 み ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕

生 涯 に わ た り 活 躍 で き る ひ と づ く り政 策

４ 年 齢 に 関 係 な く 挑 戦 し 続 け る 社 会 の 実 現 の た め 、 学 び の 機 会 の 提 供 や 支 援

の 充 実 を 図 り ま す 。

施 策

１

施 策

2
生 涯 学 習 拠 点 の 充 実

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 教 育 振 興 基 本 計 画

取組の写真、イラストなど

教 育

施 策

３

リ カ レ ン ト 教 育 の 推 進

 図 書 館 に お い て 、 魅 力 あ る 蔵 書 の 充 実 や 、 本 と 関 連 し た イ ベ ン ト や

講 演 会 の 実 施 な ど に よ り 、 知 の 拠 点 施 設 と し て 、 市 民 に 質 の 高 い 情

報 を 提 供 し ま す 。

 公 民 館 に お い て 、 利 用 申 請 の 電 子 化 や ス マ ー ト ロ ッ ク の 導 入 と い っ

た デ ジ タ ル 技 術 な ど に よ り 利 便 性 を 向 上 さ せ 、 地 域 住 民 が 集 い 、 学

び 、 交 流 で き る 場 を 創 出 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 　 政 策 ３ － 施 策 １

 魅 力 的 な 学 び の 場 を 提 供 で き る よ う 、 博 物 館 の 目 指 す べ き 方 向 性

を 定 め 、 計 画 的 に 展 示 の 見 直 し や 施 設 の 長 寿 命 化 を 進 め ま す 。 　

 富 山 市 民 大 学 や 公 民 館 に お い て 、 あ ら ゆ る 世 代 が 受 講 し や す い 工

夫 を 行 い 、 生 涯 に わ た り 学 び 直 し 、 能 力 向 上 を 図 る こ と が で き る 機

会 を 提 供 し ま す 。

 社 会 人 へ 学 び の 機 会 を 提 供 す る こ と で 、 多 様 な 世 代 の 職 業 能 力 向

上 を 後 押 し し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 産 業 ・ 雇 用 　 政 策 ２ － 施 策 ２
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分野
０４

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 ス ポ ー ツ を 「 す る ・ み る ・ さ さ え る 」 社 会 を 実 現 し 、 ス ポ ー ツ を 通

じ て 人 々 が 「 つ な が る ・ あ つ ま る 」 場 を つ く り 、 地 域 の 活 性 化 を 目

指 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

 富 山 市 は こ れ ま で 、 生 涯 ス ポ ー ツ の 推 進 や 競 技 ス ポ ー ツ の 振 興 、 ス

ポ ー ツ 拠 点 の 整 備 、 全 国 大 会 等 の 開 催 支 援 な ど 、 市 民 誰 も が ス ポ ー ツ

を 身 近 に 感 じ 、 楽 し む こ と が で き る 環 境 づ く り に 努 め て き ま し た 。

 一 方 、 運 動 習 慣 の な い 年 代 へ の ア プ ロ ー チ や 、 子 ど も た ち が 成 長 し て

も ス ポ ー ツ を 楽 し み 続 け ら れ る 環 境 づ く り が 課 題 と な っ て い ま す 。 ま

た 、 市 民 の ス ポ ー ツ へ の 関 心 を 高 め 、 ス ポ ー ツ を 通 じ て 人 々 が 集 ま り 、

交 流 す る 機 会 を 拡 大 し 、 地 域 の 活 性 化 や ま ち の 賑 わ い の 創 出 に つ な

げ る こ と が 期 待 さ れ て い ま す 。

 今 後 、 ス ポ ー ツ を 「 す る ・ み る ・ さ さ え る 」 社 会 の 実 現 に 向 け て 、 市 民

一 人 ひ と り が 自 分 の 状 況 に 応 じ て ス ポ ー ツ に 親 し み 続 け ら れ る 環 境

づ く り や 、 将 来 の ト ッ プ ア ス リ ー ト の 育 成 及 び 競 技 力 の 向 上 を 支 え る

体 制 の 整 備 を 進 め ま す 。 ま た 、 魅 力 あ る ス ポ ー ツ 拠 点 を 創 出 し 、 ス

ポ ー ツ を 通 じ て 人 々 が 「 つ な が る ・ あ つ ま る 」 場 を 作 り 、 ス ポ ー ツ を 通

じ た ま ち の 賑 わ い の 創 出 と 地 域 の 活 性 化 を 目 指 し ま す 。

スポーツ分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

誰でもいつでも気軽に運動やスポーツ
を楽しめる環境づくりが必要です。①

週 1 回 以 上 の 運 動 習 慣 が な い 大 人 や 、 運 動 へ

の 苦 手 意 識 が あ る 子 ど も が 見 受 け ら れ ま す 。

心 身 の 健 康 維 持 の た め に は 、 運 動 習 慣 を 身

に 付 け る こ と が 大 切 で あ り 、 自 分 の 状 況 に 応

じ て 、 誰 で も 気 軽 に 運 動 や ス ポ ー ツ を 楽 し め

る 環 境 が 必 要 で す 。

スポーツを「観て、応援する」気運の醸
成が求められています。

②

地 域 の プ ロ ス ポ ー ツ を 観 戦 し た い と 思 わ な

い 市 民 も 、 一 定 程 度 い る 状 況 で す 。 ト ッ プ レ

ベ ル の ス ポ ー ツ を 観 る こ と は 、 市 民 に 夢 を 与

え 、 ス ポ ー ツ の 振 興 に も つ な が る こ と か ら 、

ス ポ ー ツ を 「 観 て 、 応 援 す る 」 文 化 の 醸 成 が

求 め ら れ ま す 。

初心者からプロを目指す人まで、スポーツ
に取り組める体制づくりが必要です。③

富 山 市 出 身 の 選 手 の 活 躍 は 、 市 民 に 感 動 と

夢 を 与 え 、 ス ポ ー ツ へ の 関 心 を 高 め る 大 き な

効 果 が あ り ま す 。 世 界 で 活 躍 で き る 選 手 を

輩 出 す る た め に は 、 ジ ュ ニ ア 期 か ら の 一 貫 し

た 育 成 が 必 要 で あ り 、 団 体 や 指 導 者 の 活 動

を 支 え る 体 制 づ く り が 必 要 で す 。

スポーツを通じて、人々が集い、交流す
る場の創出が求められています。

④

ス ポ ー ツ へ の 参 加 や 観 戦 は 、 人 々 が 集 ま り 交

流 す る 機 会 と な り 、 地 域 の 活 性 化 や ま ち の 賑

わ い 創 出 に つ な が り ま す 。 市 民 が ス ポ ー ツ に

関 す る 情 報 を い つ で も 簡 単 に 入 手 で き 、 ス

ポ ー ツ に 参 加 し た く な っ た り 、 観 戦 に 足 を 運

び た く な る よ う な 、 魅 力 あ る ス ポ ー ツ 拠 点 の

創 出 が 求 め ら れ て い ま す 。

ス ポ ー ツ

成人（１6歳以上）の市民の週
１回以上のスポーツ実施率

基準 50.2％
（令和７年度）

65.0％
（令和12年度）

スポーツに関する市民意識調査

目標

地域のプロスポーツの観戦率

基準
＜競技場等＞
成人：12.6％、児童生徒：27.2％
＜テレビ等＞
成人：20.9％、児童生徒：23.6％
（令和７年度）

＜競技場等＞
成人：20.0％、児童生徒：35.0％　
＜テレビ等＞
成人：25.0％、児童生徒：35.0％
（令和１２年度）

スポーツに関する市民意識調査

目標

スポーツを通じた交流に
意義を感じている市民の割合

基準 26.3％
（令和７年度）

３０.0%
（令和１２年度）

スポーツに関する市民意識調査

目標

市内のスポーツ競技団体に
おける指導者数

基準

目標

1,290人
（令和８年度）

1,380人
（令和13年度）　

富山市調査

49.0

48.3

49.2

50.2

52.3

48.5
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全体
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女性

（％）

令和2年 令和7年

市 民 （ 1 6 歳 以 上 ） の 週 １ 回 以 上 の

運 動 ・ ス ポ ー ツ の 実 施 率

出典：富山市「スポーツに関する市民意識調査」
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出典：富山市「スポーツに関する市民意識調査」
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〔 政 策 の 体 系 〕

誰 も が 楽 し く ス ポ ー ツ を 「 す る 」 環 境 づ く り政 策

１ 誰 も が 身 近 な 場 で ス ポ ー ツ に 親 し め る 環 境 の 充 実 を 図 り ま す 。

多 様 な 主 体 が ス ポ ー ツ を 楽 し む 機 会 の 創 出
施 策

１

 各 世 代 に 応 じ た 運 動 プ ロ グ ラ ム の 提 供 や ス ポ ー ツ イ ベ ン ト の 開 催

な ど を 通 じ て 、 誰 も が 気 軽 に ス ポ ー ツ を 楽 し め る 環 境 づ く り を 推

進 し ま す 。

 障 害 者 ス ポ ー ツ の 普 及 促 進 を 目 的 と し た 団 体 の 設 立 ・ 運 営 支 援

や 、 障 害 者 関 係 団 体 等 と の 連 携 に よ り 、 障 害 者 ス ポ ー ツ の 推 進 を

図 り ま す 。

 子 ど も が 運 動 ・ ス ポ ー ツ に 取 り 組 む 習 慣 を 身 に 付 け ら れ る よ う 、

学 校 や ス ポ ー ツ 関 係 団 体 と 連 携 し 、 運 動 ・ ス ポ ー ツ に 親 し む 機 会

を 提 供 し ま す 。

 ア ー バ ン ス ポ ー ツ の 普 及 促 進 を 図 る た め 、 イ ベ ン ト の 開 催 等 に よ

り 認 知 度 を 高 め 、 多 様 な 市 民 の ス ポ ー ツ 参 加 を 促 進 し ま す 。

施 策

2
安 心 ・ 安 全 ・ 快 適 で 、 持 続 可 能 な ス ポ ー ツ 施 設 の 整 備

 ス ポ ー ツ 施 設 の 計 画 的 な 改 修 や 設 備 更 新 に よ り 、 施 設 の Ｌ Ｅ Ｄ 化

な ど 、 施 設 の 長 寿 命 化 を 図 り 、 安 心 ・ 安 全 ・ 快 適 に 利 用 で き る 環

境 を 整 備 し ま す 。

 民 間 の 力 を 生 か し た 効 率 的 な 運 営 手 法 を 取 り 入 れ 、 持 続 可 能 な

施 設 運 営 を 推 進 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 第 2 次 富 山 市 ス ポ ー ツ プ ラ ン

ス ポ ー ツ

取組の写真、イラストなど

64
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〔 政 策 の 体 系 〕

トッ プ レ ベ ル の ス ポ ー ツ を 「 み る 」 環 境 づ く り政 策

２

施 策

１

施 策

2

プ ロ ス ポ ー ツ チ ー ム と 連 携 し た 「 応 援 す る 」 機 運 の 醸 成

 市 内 を 拠 点 と す る プ ロ ス ポ ー ツ チ ー ム と 連 携 し 、 市 民 デ ー な ど の

試 合 情 報 を 積 極 的 に 広 報 し 、 市 民 が プ ロ ス ポ ー ツ を 観 戦 す る 機

会 を 提 供 し ま す 。

 市 民 が 選 手 と 交 流 で き る イ ベ ン ト 等 の 実 施 や 、 学 校 ・ 地 域 と の 連

携 事 業 を 通 じ て 、 地 元 プ ロ ス ポ ー ツ チ ー ム へ の 愛 着 や ス ポ ー ツ へ

の 関 心 を 高 め ま す 。

ス ポ ー ツ 大 会 の 誘 致 に よ る 観 戦 機 会 の 創 出

 国 際 大 会 や 全 国 規 模 の ス ポ ー ツ 大 会 、 地 域 独 自 の 特 色 あ る 大 会

の 開 催 を 支 援 し 、 市 民 が 身 近 に ス ポ ー ツ を 観 る 機 会 の 充 実 を 図

り ま す 。

 大 会 開 催 地 や 合 宿 地 と し て 選 択 さ れ る よ う 、 施 設 の 特 徴 や 地 域

の 魅 力 な ど に つ い て 、 ス ポ ー ツ 団 体 、 観 光 ・ 経 済 団 体 等 と 連 携 し 、

情 報 発 信 を 行 い ま す 。

ス ポ ー ツ を 観 て 応 援 す る 文 化 を 育 み 、 ス ポ ー ツ へ の 関 心 を 高 め ま す 。

ス ポ ー ツ

主 な 関 連 計 画

• 第 2 次 富 山 市 ス ポ ー ツ プ ラ ン

取組の写真、イラストなど
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〔 政 策 の 体 系 〕

ス ポ ー ツ 活 動 を 「 さ さ え る 」 環 境 の 整 備
政 策

３

ス ポ ー ツ 活 動 を 支 え る 団 体 や 指 導 者 へ の 支 援

 市 民 が 生 涯 に わ た っ て ス ポ ー ツ に 取 り 組 め る よ う 、 地 域 に お け る

ス ポ ー ツ 活 動 を 支 え る 団 体 の 運 営 を 支 援 し ま す 。

 指 導 者 の 質 の 向 上 を 図 る た め 、 研 修 ・ 講 習 会 の 開 催 や 、 指 導 者 の

資 格 取 得 を 支 援 し ま す 。

 選 手 の 強 化 活 動 に 貢 献 し た 指 導 者 等 に 対 し 、 社 会 的 評 価 を 高 め

る た め に 表 彰 を 行 う な ど 、 顕 彰 制 度 の 充 実 を 図 り ま す 。

取組の写真、イラストなど

施 策

１

施 策

2

ト ッ プ ア ス リ ー ト の 育 成 ・ 強 化 体 制 の 確 立

 ジ ュ ニ ア 期 か ら 中 ・ 長 期 的 な 育 成 を 行 え る よ う 、 競 技 団 体 を 支 援 し 、

一 貫 し た 指 導 体 制 を 確 立 し ま す 。

 全 国 レ ベ ル で 活 躍 す る 選 手 ・ 指 導 者 を 外 部 講 師 と し て 招 聘 し 、 選

手 の 競 技 力 向 上 と 指 導 者 の 資 質 向 上 を 図 り ま す 。

 富 山 市 を 代 表 す る ス ポ ー ツ に つ い て は 、 ジ ュ ニ ア 育 成 の 成 果 を 踏

ま え 、 定 期 的 に 対 象 種 目 を 見 直 し 、 重 点 的 に 支 援 し ま す 。

初 心 者 か ら 競 技 ス ポ ー ツ を 目 指 す 人 ま で 、 誰 も が ス ポ ー ツ に 取 り 組 め る

環 境 を 整 備 し ま す 。

ス ポ ー ツ

主 な 関 連 計 画

• 第 2 次 富 山 市 ス ポ ー ツ プ ラ ン
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〔 政 策 の 体 系 〕

ス ポ ー ツ で 「 つ な が る 」 交 流 と 賑 わ い の 創 出政 策

４

ま ち な か の ア リ ー ナ を 拠 点 と し た 賑 わ い の 創 出

 民 間 ノ ウ ハ ウ を 活 用 し た 自 由 度 の 高 い 運 営 に よ り 、 プ ロ ス ポ ー ツ

の 興 行 や 質 の 高 い エ ン タ ー テ イ メ ン ト を 提 供 し 、 周 辺 エ リ ア の 活

性 化 を 図 り ま す 。

 イ ベ ン ト の 開 催 等 に あ わ せ 、 交 流 ・ 滞 在 ・ 消 費 に つ な が る 取 組 を

展 開 し 、 ス ポ ー ツ を 契 機 と し た 関 係 人 口 の 創 出 や 地 域 の 活 性 化

を 図 り ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 観 光 ・ 交 流 　 政 策 ３ － 施 策 ２

ス ポ ー ツ を 通 じ た 集 ま る 機 会 創 出 と 交 流 促 進

施 策

2

 ス ポ ー ツ 活 動 の 拠 点 と な る ス ポ ー ツ 施 設 に 、 多 く の 人 々 が 集 い 、

交 流 が 生 ま れ る よ う 、 魅 力 あ る 拠 点 づ く り を 進 め ま す 。

 市 民 が 必 要 な ス ポ ー ツ 情 報 を い つ で も 簡 単 に 入 手 で き る よ う 、

ス ポ ー ツ イ ベ ン ト や 施 設 利 用 等 に 関 す る 情 報 を 一 元 化 し 、 わ か り

や す く 提 供 し ま す 。

 ス ポ ー ツ 施 設 の 利 用 予 約 を オ ン ラ イ ン 化 す る な ど 、 利 用 し や す い

施 設 運 営 を 進 め ま す 。

取組の写真、イラストなど

施 策

１

ス ポ ー ツ を 通 じ て 人 が 集 い 、 地 域 に 交 流 と 賑 わ い を 生 み 出 し ま す 。

ス ポ ー ツ

主 な 関 連 計 画

• 第 2 次 富 山 市 ス ポ ー ツ プ ラ ン
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分野
０５

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 多 様 な 人 が 支 え 合 い 、 地 域 の 活 動 や 文 化 の 継 承 を 通 じ て 、 安 心 し

て 暮 ら せ る 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 進 め ま す 。

写真①

写真②

写真③

 富 山 市 で は 、 町 内 会 や 自 治 振 興 会 、 公 民 館 活 動 、 地 域 の 祭 り や 行 事 な ど

を 通 じ て 、 住 民 同 士 が 支 え 合 い 、 地 域 の 暮 ら し を 支 え る 基 盤 が 培 わ れ て

き ま し た 。

 一 方 、 人 口 減 少 や 少 子 高 齢 化 の 進 行 に よ り 、 地 域 活 動 の 担 い 手 不 足 や 、

住 民 同 士 の つ な が り の 希 薄 化 が 進 ん で お り 、 地 域 活 動 の 継 続 に 課 題 が

生 じ て い ま す 。

 今 後 、 I C T を 活 用 し た 地 域 活 動 の 効 率 化 や 、 多 世 代 の 地 域 参 加 を 促 進

す る と と も に 、 公 民 館 な ど の 地 域 拠 点 機 能 の 向 上 を 図 り ま す 。 ま た 、 多

文 化 共 生 や 男 女 共 同 参 画 を 推 進 し 、 誰 も が 地 域 で 安 心 し て 暮 ら せ る 環

境 づ く り を 進 め ま す 。 さ ら に 、 地 域 の 伝 統 文 化 や 文 化 遺 産 の 保 存 ・ 活 用 、

ふ る さ と 意 識 の 醸 成 を 通 じ て 、 地 域 へ の 愛 着 と つ な が り を 育 み ま す 。

地域コミュニティ分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

誰もが安心して暮らせる地域づくりに向け、
さらなる対応が求められています。①

人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 が 進 む な か 、 誰 も が 活 躍

の 場 を 持 ち 活 き 活 き と 暮 ら す た め 、 固 定 的 な

役 割 分 担 意 識 や ア ン コ ン シ ャ ス ・ バ イ ア ス （ 無

意 識 の 思 い 込 み ） を 解 消 す る こ と が 課 題 と

な っ て い ま す 。 ま た 、 外 国 人 の 住 民 が 増 加 す る

な か 、 互 い の 文 化 や 慣 習 を 理 解 し 、 共 に 暮 ら す

地 域 づ く り が 求 め ら れ て い ま す 。

地域活動の担い手不足と負担の軽減が、
重要な課題となっています。

②

少 子 高 齢 化 や ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 に よ り 、

町 内 会 の 担 い 手 が 減 少 し 、 地 域 活 動 の 継 続

や 運 営 に 課 題 が 生 じ て い ま す 。 多 世 代 が 継

続 的 に 関 わ る 、 効 率 的 な 仕 組 み づ く り が 求 め

ら れ て い ま す 。

地域交流拠点の利便性向上に取り組む
必要があります。

③

市 立 公 民 館 は 地 域 住 民 の 交 流 や 学 び の 重 要 な

拠 点 で す が 、 施 設 の 老 朽 化 へ の 対 応 や 、 よ り

利 用 し や す い 施 設 環 境 の 整 備 が 求 め ら れ て い

ま す 。

地域の魅力の維持や、特色のある地域行
事の継承が課題となっています。

④

担 い 手 不 足 に よ り 、 地 域 で 代 々 受 け 継 が れ

て き た 行 事 の 継 続 が 難 し い 状 況 と な っ て い

ま す 。 世 代 を 超 え た 関 わ り を 推 進 し 、 行 事 を

継 承 す る た め の 取 組 へ の 支 援 が 必 要 と さ れ

て い ま す 。

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

町 内 会 加 入 率 の 推 移

写真

基準

富山市調査

「町内会の活動やお祭りなど地
域コミュニティに関する行事に
参加している」と回答した市民

の割合

基準

目標

電子回覧板
利用世帯数

基準 10,608世帯
（令和7年度）

富山市調査

80,000世帯
（令和1３年度）

目標 目標

公民館利用者数

629,002人
（令和６年度）

700,000人
（令和13年度）

富山市民意識調査

36.0％
（令和7年度）

38.0％
（令和１２年度）

町 内 会 加 入 率 の 推 移

出典：富山市調査
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写真
（男女参画イベント）

自治会・町内会などの地域
活動において男女平等と

感じる市民の割合

基準 27.4％
（令和7年度）

目標
32.4％
（令和１２年度）

男女共同参画に関する
市民意識調査



〔 政 策 の 体 系 〕 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

多 様 な 人 々 が 支 え 合 う 地 域 づ く り政 策

１ 地 域 の 多 様 な 主 体 が 支 え 合 う 、 誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る 地 域 社 会 を 目 指 し

ま す 。

多 文 化 共 生 の 推 進
施 策

１

 市 民 、 事 業 者 、 民 間 団 体 等 と 連 携 ・ 協 働 し 、 地 域 の 実 情 に 即 し た

多 文 化 共 生 推 進 施 策 を 講 じ る こ と で 、 相 互 理 解 と 共 生 意 識 の 醸

成 を 図 り ま す 。

 外 国 人 住 民 が 地 域 で 安 心 し て 暮 ら せ る よ う 、 多 言 語 や 分 か り や

す い 日 本 語 に よ る 生 活 ・ 防 災 情 報 等 の 発 信 や 、 相 談 体 制 の 充 実

に 努 め ま す 。

施 策

2
男 女 共 同 参 画 社 会 の 推 進

 地 域 で の 啓 発 活 動 な ど を 通 じ て 、 社 会 全 体 の 男 女 共 同 参 画 に 関

す る 正 し い 理 解 の 促 進 と 意 識 醸 成 を 図 り ま す 。

 若 者 向 け の イ ベ ン ト や 男 女 共 同 参 画 推 進 セ ン タ ー に お け る 啓 発

講 座 の 開 催 等 に よ り 、 性 別 に 基 づ く 偏 見 や 固 定 観 念 を 見 直 し 、

ジ ェ ン ダ ー 平 等 や 多 様 性 へ の 理 解 を 促 進 し ま す 。

 D V 相 談 等 の 相 談 支 援 や 啓 発 活 動 を 通 じ て 、 あ ら ゆ る 暴 力 を 許

さ な い 意 識 の 醸 成 と 、 安 心 し て 暮 ら せ る 社 会 づ く り を 進 め ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 男 女 共 同 参 画 プ ラ ン

• 富 山 市 障 害 者 計 画 ・ 富 山 市 障 害 福 祉 計 画

• 富 山 市 高 齢 者 総 合 福 祉 プ ラ ン

高 齢 者 ・ 障 害 者 の 社 会 参 加 支 援

 高 齢 者 が 豊 富 な 経 験 と 知 識 を 生 か し て 地 域 社 会 に 貢 献 し 、 生 き

が い の あ る 生 活 を 送 れ る よ う 、 就 労 や 社 会 活 動 参 加 へ の 支 援 を

行 い ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療 ・ 福 祉 　 政 策 ３ － 施 策 ２

 障 害 者 の 就 労 移 行 支 援 事 業 所 等 や グ ル ー プ ホ ー ム の 整 備 を 支 援

し 、 地 域 で 安 心 し て 生 活 で き る 環 境 づ く り と 就 労 先 で の 理 解 促

進 を 図 り ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療 　 政 策 ３ ー 施 策 ４

施 策

3

70
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〔 政 策 の 体 系 〕

地 域 を 担 う 人 材 の 育 成 と 活 動 の 促 進政 策

２ 地 域 の 担 い 手 を 育 成 し 、 I C T 活 用 と 多 世 代 連 携 で 、 元 気 な 地 域 社 会 の 形 成

を 目 指 し ま す 。

施 策

１

施 策

2 地 域 活 動 へ の 参 画 促 進 ・ 担 い 手 育 成

 町 内 会 等 が 抱 え る 地 域 課 題 の 解 決 や 、 地 域 の 魅 力 向 上 に つ な が

る 地 域 主 体 の 新 た な 取 組 、 若 年 層 と の 交 流 を 促 進 す る 取 組 等 へ

の 支 援 に よ り 、 「 元 気 な 地 域 」 の 形 成 を 推 進 し ま す 。

 地 域 に お け る 災 害 対 応 力 向 上 の た め 、 防 災 リ ー ダ ー と な る 人 材

の 育 成 を 推 進 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 防 災 ・ 防 犯 　 政 策 １ － 施 策 １

 自 主 防 犯 組 織 の 活 動 を 支 援 し 、 地 域 の 防 犯 活 動 の 質 の 向 上 と 担

い 手 の 確 保 を 図 り ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 防 災 ・ 防 犯 　 政 策 ２ ー 施 策 １

I C T を 活 用 し た 地 域 活 動 の 活 性 化

 電 子 回 覧 板 ア プ リ な ど デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 に よ り 、 地 域 活 動 の

効 率 化 や 幅 広 い 世 代 の 参 加 促 進 、 担 い 手 の 負 担 軽 減 を 図 る と と

も に 、 平 常 時 か ら 災 害 時 ま で の 円 滑 な 情 報 共 有 や 連 絡 体 制 を 推

進 す る こ と で 、 安 全 で 安 心 な 地 域 づ く り を 進 め ま す 。

 高 齢 者 の 方 々 が ス マ ー ト フ ォ ン を は じ め と す る デ ジ タ ル 機 器 を 積

極 的 に 活 用 で き る よ う 、 各 種 講 座 を 実 施 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 　 政 策 １ － 施 策 ３

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 地 域 防 災 計 画

• 富 山 市 安 全 で 安 心 な ま ち づ く り の 推 進 に 関 す る 行 動 計 画

取組の写真、イラストなど

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ
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〔 政 策 の 体 系 〕

地 域 拠 点 を 生 か し た 交 流 の 促 進政 策

３ 公 民 館 な ど の 地 域 拠 点 を 生 か し 、 住 民 同 士 の 交 流 や 活 動 が 広 が る 地 域 づ く

り を 進 め ま す 。

施 策

１

施 策

2

コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 拠 点 整 備

 地 域 住 民 が 集 い 、 学 び 、 交 流 で き る 場 で あ る 、 市 立 公 民 館 の 整 備

を 推 進 し ま す 。

 利 用 申 請 の 電 子 化 や ス マ ー ト ロ ッ ク の 導 入 と い っ た デ ジ タ ル 技

術 な ど に よ り 、 公 民 館 の 利 便 性 と 地 域 活 動 の 拠 点 性 向 上 を 図 り

ま す 。

取組の写真、イラストなど

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

地 域 拠 点 を 活 用 し た 交 流 機 会 の 創 出

 公 民 館 を は じ め と し た 公 共 施 設 を 活 用 し 、 地 域 住 民 が 気 軽 に 集

い 、 つ な が る 機 会 の 創 出 を 支 援 し ま す 。

 地 域 の 住 民 や 団 体 、 事 業 者 等 が 連 携 し て 実 施 す る 、 買 物 支 援 、 移

動 支 援 、 交 流 イ ベ ン ト な ど の 取 組 を 促 進 し 、 身 近 な 拠 点 を 中 心 と

し た 地 域 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

施 策

３
中 山 間 地 域 の 地 域 資 源 を 生 か し た 交 流 の 促 進

 富 山 市 全 体 の 豊 か さ を 支 え る 中 山 間 地 域 に お い て 、 移 住 ・ 定 住

の 促 進 と 、 多 様 な 担 い 手 の 確 保 に よ り 、 住 民 主 体 の 地 域 づ く り を

支 援 し ま す 。

 地 域 住 民 が 、 地 域 の 将 来 像 を 描 き 、 共 有 で き る よ う 、 話 し 合 い や

ビ ジ ョ ン づ く り を 促 進 し ま す 。

 豊 か な 自 然 、 歴 史 あ る 生 活 文 化 、 な り わ い な ど 、 中 山 間 地 域 固 有

の 地 域 資 源 を 活 か し 、 交 流 と 活 力 を 創 出 し な が ら 、 安 心 し て 暮 ら

し 続 け ら れ る 場 所 と し て 次 世 代 に 継 承 し ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕

地 域 の 誇 り を 受 け 継 ぐ ふ る さ と づ く り政 策

４ 地 域 の 祭 り や 歴 史 、 自 然 な ど を 生 か し た 住 民 主 体 の 活 動 を 通 じ て 、 地 域 の

愛 着 と 誇 り を 受 け 継 ぎ ま す 。

施 策

１

施 策

2

取組の写真、イラストなど

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ

地 域 の 伝 統 行 事 等 の 継 承 支 援

 町 内 会 等 が 地 域 の 伝 統 、 歴 史 、 自 然 な ど の 地 域 資 源 を 生 か し て

取 り 組 む 活 動 を 支 援 し 、 地 域 へ の 愛 着 や 住 民 同 士 の つ な が り を

育 み ま す 。

 途 絶 え て い た 伝 統 行 事 の 復 活 な ど 、 地 域 に よ る 伝 統 文 化 の 継 承

に 向 け た 取 組 を 支 援 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 文 化 ・ 芸 術 　 政 策 ３ ー 施 策 ２

 地 域 の 特 性 を 生 か し た 公 民 館 活 動 や ふ る さ と づ く り 事 業 に よ り 、

身 近 な 学 び と 交 流 の 機 会 を 創 出 し 、 多 世 代 の つ な が り を 育 み ま

す 。

 地 域 の 祭 り や 文 化 祭 な ど 、 住 民 が 主 体 と な っ て 取 り 組 む 地 域 活

動 を 支 援 し 、 地 域 の 連 帯 感 と ふ る さ と へ の 愛 着 を 醸 成 し ま す 。

ふ る さ と づ く り の 推 進
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分野
０６

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 富 山 市 の 魅 力 発 信 と ふ る さ と 教 育 を 通 じ 、 世 代 を 超 え て 郷 土 愛

を 深 め る 取 組 を 推 進 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

 令 和 ７ 年 度 に 実 施 し た 「 富 山 市 民 意 識 調 査 」 で は 、 男 女 と も 「 富 山 市 に 住

み 続 け た い 」 と 考 え る 市 民 が 8 0 ％ を 超 え て い る ほ か 、 住 み 続 け た い 理

由 と し て は 「 地 域 に な じ み や 愛 着 が あ る の で 」 と 答 え る 市 民 が 最 も 多 い

と い う 結 果 に な っ て い ま す 。 こ う し た 市 民 の 愛 着 は 、 富 山 市 の 魅 力 発 信

や 移 住 ・ 定 住 、 次 世 代 へ の ふ る さ と 教 育 に つ な げ て い く べ き 、 重 要 な 財

産 で す 。

 一 方 、 若 年 層 を 中 心 に 市 内 定 着 意 識 の 低 下 も み ら れ 、 若 い 世 代 、 中 で も

若 年 女 性 の 転 出 や 、 U タ ー ン 促 進 が 課 題 と な っ て い ま す 。 市 民 自 ら が 富

山 市 の 魅 力 を 発 信 す る 取 組 の 推 進 や 、 ふ る さ と へ の 理 解 を 深 め る 子 ど

も た ち へ の 教 育 の 充 実 が 必 要 で す 。

 今 後 、 市 外 に 向 け た 魅 力 発 信 と 移 住 ・ 定 住 の 促 進 、 市 民 の シ ビ ッ ク プ ラ

イ ド 醸 成 、 子 ど も た ち へ の ふ る さ と 教 育 を 連 動 さ せ る と と も に 、 近 隣 市

町 村 と の 連 携 に よ り 地 域 全 体 の 魅 力 を 高 め 、 富 山 市 へ の 愛 着 と 共 感 を

内 外 に 広 げ ま す 。

郷土愛分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

富山市の魅力発信のさらなる強化が求
められています。①

大 都 市 圏 （ 首 都 圏 ・ 関 西 圏 ） の 居 住 者 を 対 象

に 富 山 市 の イ メ ー ジ を 聞 く 「 大 都 市 圏 イ メ ー

ジ 調 査 」 で は 、 約 ３ 割 の 人 が 富 山 市 に 「 特 に

印 象 が な い 」 と 回 答 し て い ま す 。 市 外 で の 認

知 度 向 上 が 課 題 と な っ て お り 、 戦 略 的 な 情 報

発 信 を 進 め て 富 山 の 魅 力 を 効 果 的 に 伝 え る

こ と が 必 要 と な っ て い ま す 。

若年層の流出と、Uターン促進が課題に
なっています。

②

富 山 市 は 全 体 で 転 入 超 過 傾 向 に あ る も の の 、

1 5 ～ 3 4 歳 の 若 年 層 、 特 に 若 年 女 性 は 転 出

超 過 が 続 い て い ま す 。 進 学 ・ 就 職 で 転 出 し た

若 者 の U タ ー ン 促 進 や 、 定 住 促 進 策 の 充 実 が

求 め ら れ て い ま す 。

市民の郷土愛は強いものの、若年層の愛
着醸成に課題があります。

③

富 山 市 民 意 識 調 査 で は 「 富 山 市 に 住 み 続 け

た い 」 と 回 答 す る 市 民 は 約 8 割 と 高 水 準 で す

が 、 2 0 代 以 下 で は 減 少 傾 向 で す 。 S N S 発 信

や ま ち づ く り 参 加 を 促 し 、 富 山 市 へ の 愛 着 を

深 め る 取 組 が 必 要 で す 。

子どもたちがふるさとの理解を深める
教育の充実が求められています。

④

郷 土 の 歴 史 や 文 化 を 体 験 し 理 解 を 深 め る 教

育 を 充 実 さ せ る こ と で 、 子 ど も た ち が 富 山

市 へ の 愛 着 を 持 ち 、 一 度 転 出 し て も 再 び 戻 り

た い と 思 う 気 持 ち を 育 む こ と が 重 要 で す 。

郷 土 愛

写真

富山市の魅力を自ら発信
している市民の割合

基準 新規

富山市民意識調査

基準

目標

富山市に対して「推奨」・「参加」・
「感謝」する意欲があると

回答した市民の割合

基準
①推奨意欲 17.8％
②参加意欲 18.4％
③感謝意欲　56.1％
（令和7年度）

目標

富山市の新たな魅力を発見
できたと回答した市民の割合

基準 新規

富山市調査

７0％
（令和13年度）目標

５２％
（令和12年度） 目標

移住者数
（移住相談窓口を通した
県外からの移住者数）

２３０人
（令和７年度）

富山県調査

４５０人
（令和13年度）

①推奨意欲 ２１．８％
②参加意欲 ２０．４％
③感謝意欲 ５８．１％
（令和１２年度）

富山市民意識調査

大 都 市 圏 イ メ ー ジ 調 査 の 結 果 （ 令 和 ８ 年 度 調 査 ） 若 年 世 代 （ 1 5 ～ ３ ４ 歳 ： 日 本 人 ） の 転 出 超 過

出典：富山市調査 出典：富山県「人口移動調査」
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〔 政 策 の 体 系 〕 郷 土 愛

市 の 魅 力 発 信 と 移 住 定 住 の 促 進政 策

１ 市 の 魅 力 発 信 と 広 域 連 携 で 、 移 住 定 住 促 進 に 取 り 組 み ま す 。

シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ ン の 推 進
施 策

１

 市 外 居 住 者 、 特 に 若 い 世 代 を タ ー ゲ ッ ト に 、 S N S や 各 種 媒 体 を 活

用 し 、 富 山 市 の 魅 力 を 戦 略 的 か つ 効 果 的 に 発 信 し ま す 。

 情 報 発 信 を 通 じ て 富 山 市 へ の 興 味 ・ 関 心 を 高 め 、 交 流 人 口 や 関 係

人 口 の 拡 大 を 推 進 し ま す 。

施 策

2 富 山 市 の 魅 力 を 生 か し た 移 住 定 住 の 促 進

 移 住 希 望 者 と の 交 流 の 場 や 、 S N S な ど の デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し 、

富 山 市 で の 暮 ら し の 魅 力 を 地 方 移 住 検 討 者 に 戦 略 的 に 発 信 す る

こ と で 、 富 山 市 へ の 移 住 を 促 進 し ま す 。

 移 住 コ ン シ ェ ル ジ ュ に よ る 継 続 的 な 支 援 を 行 い 、 移 住 検 討 段 階 か

ら 移 住 後 の 暮 ら し ま で 一 貫 し て 寄 り 添 う こ と で 、 移 住 者 の 定 住 を

サ ポ ー ト し ま す 。

 市 内 外 の 若 者 に 対 し 、 富 山 市 で 働 き 暮 ら す 魅 力 を 伝 え る こ と で 、

ふ る さ と の 愛 着 を 育 み 、 若 者 の 定 着 や U I J タ ー ン 促 進 を 図 り ま

す 。

 先 輩 移 住 者 に よ る 情 報 発 信 を 促 進 し 、 富 山 市 で の 日 常 の 暮 ら し

の 魅 力 を 広 げ る こ と で 、 さ ら な る 移 住 者 や 関 係 人 口 の 拡 大 に つ

な げ ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ ン 推 進 指 針

近 隣 市 町 村 と の 連 携 に よ る 魅 力 創 出

 富 山 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 の ５ 市 町 村 が 連 携 し て 事 業 を 推 進 し 、 域

内 全 体 の 魅 力 を 高 め ま す 。

 自 治 体 間 で 資 源 を 有 効 活 用 し 、 広 域 的 な 住 民 サ ー ビ ス の 維 持 ・ 向 上

と 関 係 人 口 ・ 交 流 人 口 の 増 加 を 図 り ま す 。

施 策

3

取組の写真、イラストなど

人 材 不 足 が 課 題 と な っ て い る 介 護 、 保 育 、 農 業 、 交 通 な ど の 分 野 に
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〔 政 策 の 体 系 〕 郷 土 愛

ふ る さ と へ の 理 解 と 誇 り の 醸 成政 策

２ 多 様 な 市 民 参 加 型 事 業 で 、 地 域 の 誇 り と 愛 着 を 育 み ま す 。

施 策

１

施 策

2

シ ビ ッ ク プ ラ イ ド の 醸 成

 「 A M A Z I N G  T O Y A M A 」 を キ ー ワ ー ド に 、 市 民 の 誇 り や 愛 着 を

育 む 、 シ ビ ッ ク プ ラ イ ド 醸 成 に 向 け た 取 組 を 推 進 し ま す 。

 市 内 の 風 景 や 暮 ら し を 写 し た 写 真 展 や ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど を 通 じ て 、

地 域 へ の 理 解 と 愛 着 を 深 め る 機 会 を 創 出 し ま す 。

 進 学 や 就 職 で 富 山 市 を 離 れ た 方 も 含 め 、 S N S 等 で 富 山 市 の 魅 力 や

暮 ら し の 良 さ に 触 れ る こ と で 、 「 帰 っ て き た い 」 「 住 み 続 け た い 」 と

思 う 気 持 ち を 育 む 取 組 を 展 開 し ま す 。

 （ 仮 称 ） と や ま く す り ミ ュ ー ジ ア ム を 整 備 し 、 富 山 市 の 産 業 発 展 の 礎

と な っ た 配 置 薬 業 を は じ め と し た 「 富 山 の く す り 」 に 関 す る 情 報 発

信 や 、 子 ど も た ち を 中 心 に 幅 広 い 層 の 人 々 が 参 加 で き る 体 験 学 習

プ ロ グ ラ ム を 実 施 す る な ど 、 地 域 産 業 へ の 誇 り や 愛 着 を 育 み ま す 。

ふ る さ と 教 育 の 推 進

 小 学 生 を 対 象 に 、 地 域 の 自 然 や 文 化 財 を 巡 る 参 加 型 学 習 を 実 施 し 、

郷 土 へ の 理 解 と 愛 着 を 深 め ま す 。

 歴 史 や 文 化 、 人 と の つ な が り や 生 活 な ど 様 々 な 地 域 資 源 の 学 び を

通 じ て 、 子 ど も た ち の ふ る さ と を 大 切 に す る 心 を 育 み ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 文 化 ・ 芸 術 　 政 策 ３ ー 施 策 ２

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ ン 推 進 指 針

• く す り 関 連 施 設 基 本 構 想 ・ 基 本 計 画

• 富 山 市 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画

取組の写真、イラストなど
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分野
０7

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 産 学 官 民 の 創 意 と 知 見 を 生 か し て 、 変 化 の ス ピ ー ド が 速 い 現 代 社

会 に 柔 軟 に 対 応 で き る 行 政 基 盤 を 確 立 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

 富 山 市 は こ れ ま で 、 市 民 と の 協 働 や 、 産 学 官 民 と の 連 携 、 行 政 改 革 の 推

進 な ど に よ り 、 行 政 課 題 の 解 決 や 時 代 に 応 じ た 行 政 運 営 体 制 の 確 立 に

努 め て き ま し た 。

 一 方 、 グ ロ ー バ ル 化 ・ 高 度 情 報 化 が 急 速 に 進 展 し 、 将 来 の 予 測 が 困 難 な

現 代 社 会 に お い て 、 行 政 課 題 は 多 様 化 ・ 複 雑 化 し て お り 、 行 政 の み の 視

点 で は 、 す べ て に 対 応 す る こ と が ま す ま す 難 し く な っ て い ま す 。 ま た 、 少

子 高 齢 化 の 急 速 な 進 行 に よ り 、 行 政 経 営 資 源 が 制 約 を 受 け る な か で も 、

将 来 に わ た っ て 行 政 の 機 能 を 発 揮 し 続 け る 必 要 が あ り ま す 。

 今 後 は 、 産 学 官 民 の 創 意 と 知 見 を ま ち づ く り に 生 か す た め 、 新 た な 価 値

を 生 み だ し 、 行 政 課 題 の 解 決 に 主 体 的 に 取 り 組 む 環 境 を 整 備 し ま す 。 ま

た 、 持 続 可 能 な 行 政 基 盤 を 確 立 す る た め 、 人 材 育 成 と 働 き 方 改 革 を 進 め

る と と も に 、 限 ら れ た 行 政 経 営 資 源 を 最 大 限 に 有 効 活 用 で き る よ う 、 デ

ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 業 務 改 革 と 魅 力 あ る 公 共 施 設 へ の 転 換 を 推 進 し

ま す 。

行政・パートナーシップ分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

①

行 政 サ ー ビ ス へ の 市 民 ニ ー ズ や 地 域 課 題 は

多 様 化 ・ 複 雑 化 し て い ま す 。 そ れ ら に 対 応 す

る た め に 、 行 政 の 視 点 だ け で は な く 、 市 民

の 創 意 が 求 め ら れ て お り 、 市 民 が ま ち づ く

り に 参 画 し や す い 仕 組 み づ く り が 必 要 で す 。

持続可能なまちづくりを進めるため、多
様な主体が連携することが必要です。

②

少 子 高 齢 化 ・ グ ロ ー バ ル 化 ・ 高 度 情 報 化 の 急

速 な 進 行 に よ り 、 将 来 の 予 測 が 難 し い 社 会 と

な っ て い ま す 。 変 化 し や す い 行 政 課 題 に 対 応

す る た め に は 、 広 域 的 な 視 点 や 、 大 学 や 企 業

等 の 専 門 的 知 見 が 必 要 と な っ て い ま す 。

チャレンジを楽しみ、多様化する行政課題
に対応できる職員の確保・育成が必要です。③

少 子 化 に よ る 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 等 に よ り 、

人 材 確 保 は ま す ま す 厳 し い 状 況 と な っ て い

ま す 。 多 様 化 す る 行 政 課 題 に 適 切 に 対 応 で

き る 職 員 を 確 保 す る た め に 、 人 材 育 成 や 働

き 方 改 革 の 推 進 が 求 め ら れ て い ま す 。

写真

　（ワンチームの写真）

持続可能な行政基盤を確立するためには、
デジタル技術の活用や公共施設の在り方
の見直しが必要です。

④

人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 の 進 行 に 伴 い 、 行 政 経

営 資 源 が 制 約 さ れ る な か で も 、 将 来 に 渡 っ て 、

自 治 体 と し て の 機 能 を 発 揮 し 続 け る 必 要 が あ

り ま す 。 そ の た め に は 、 業 務 の 効 率 化 や 公 共

施 設 の 見 直 し な ど に よ り 、 限 ら れ た 資 源 を 最

大 限 に 有 効 活 用 す る こ と が 重 要 で す 。

行 政 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ

地域課題の解決のために、市民のまちづく
りへの積極的な参画が求められています。

まちづくりの主体であるという意識
を持ち、地域をより良くするために

行動している市民の割合

基準

富山市民意識調査

SCRUM-T（※１）
への参加企業数

基準

目標

283企業・団体
（令和7年度）

富山市調査

目標

行政手続における
デジタルサービスの利用率

基準 新規

富山市調査

目標

基礎的財政収支

基準 　黒字
（令和6年度）

富山市調査

黒字
（令和13年度）

目標
360企業・団体
（令和13年度）

30％
（令和1２年度）

新規

前年度比2％増
（令和13年度）

1.3

1.1

5.6

6.1

46.9

45.7

12.2

12.2

5.6

4.5

26.6

27.5

1.8

2.9

0% 20% 40% 60% 80 % 100%

令和５年度

(N=1,882)

令和７年度

(N=2,197)

満足 ほぼ満足 普通 やや不満 不満 わからない 無回答

0 20 40 60 80 100 (%)

「 市 民 主 体 の ま ち づ く り 」 の 施 策 に 対 す る

市 民 の 満 足 度

出典：富山市「富山市民意識調査結果報告書」
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受験者数(左軸) 競争倍率(右軸)
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26.5

22.7

18.9

0

5
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0
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R4 R5 R6 R7 （年調査）

（%）（数）

D評価数 D評価棟数 D評価棟数割合

劣 化 状 況 調 査 に よ っ て D 評 価 と な っ た

棟 数 及 び 割 合 の 推 移

出典：富山市調査
※D評価：「早急に対応が必要」と判定されたもの

職 員 採 用 試 験 の 受 験 者 数 ・ 採 用 倍 率 の 推 移

出典：富山市調査

（※１）SCRUM-T：富山市スマートシティ推進プラットフォーム。富山市内外の企業や団体等との連携により

地域課題の共有や事業創出を目指す。



〔 政 策 の 体 系 〕 行 政 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ

市 民 主 体 の ま ち づ く り の 推 進政 策

１ ま ち づ く り に 参 加 し や す い 仕 組 み の 中 、 市 民 と 行 政 が 共 に ま ち を 創 り ま す 。

市 政 へ の 市 民 参 画 の 推 進
施 策

１

施 策

2 S D G s の 普 及 展 開 と 担 い 手 の 育 成

 S D G s に 関 す る イ ベ ン ト や ワ ー ク シ ョ ッ プ を 継 続 的 に 開 催 し 、 情 報

発 信 を 積 極 的 に 行 う こ と で 、 S D G s の 普 及 展 開 を 進 め ま す 。

 S D G s の 推 進 に 取 り 組 む 担 い 手 を 育 成 す る た め 、 「 S D G s サ ポ ー

タ ー 」 の 募 集 ・ 登 録 を 進 め ま す 。

 教 育 機 関 と 連 携 し 、 S D G s の 視 点 か ら 地 域 の 課 題 を 考 え 、 解 決 に

向 け て 行 動 で き る 子 ど も の 育 成 を 図 り ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 行 政 改 革 大 綱

施 策

3

施 策

3施 策

3

 市 民 と 市 政 の 情 報 を 共 有 す る た め 、 広 報 紙 、 Ｓ Ｎ Ｓ な ど 、 多 様 な 情

報 媒 体 を 活 用 し 、 効 果 的 に 情 報 を 発 信 し ま す 。

 タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ の 開 催 な ど に よ り 、 市 民 に 施 策 な ど を 説 明 し 、

市 民 の 多 様 な 意 見 を 聞 く 場 を 整 備 し ま す 。

 市 民 の ニ ー ズ に 沿 っ た ま ち づ く り を 推 進 す る た め 、 市 政 の 計 画 段 階

か ら の 市 民 参 画 を 促 進 し ま す 。

施 策

２

 市 民 同 士 の 対 話 の 場 づ く り を 進 め 、 新 た な 価 値 の 創 造 と 地 域 課 題

の 解 決 に 取 り 組 む 意 識 の 醸 成 を 図 り ま す 。

 市 民 活 動 に 関 す る 情 報 発 信 や 参 加 機 会 の 提 供 な ど に よ り 、 市 民 が

主 体 的 に 活 動 へ 参 加 で き る 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

 地 域 に 関 係 す る 多 様 な 主 体 と そ れ ぞ れ の 特 性 を 生 か し て 連 携 ・ 協

力 し 、 協 働 に よ る 地 域 課 題 の 解 決 を 推 進 し ま す 。

市 民 の 創 意 と 主 体 性 を 生 か し た ま ち づ く り の 推 進

80
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〔 政 策 の 体 系 〕

多 様 な 主 体 と の 連 携 の 推 進政 策

２ 地 域 の 多 様 な 主 体 と 手 を 取 り 合 い 、 持 続 可 能 な ま ち づ く り を 進 め ま す 。

施 策

１

施 策

2

県 や 近 隣 市 町 村 と の 連 携

取組の写真、イラストなど

行 政 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ

 富 山 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 の 市 町 村 と 連 携 し 、 圏 域 全 体 の 住 民 サ ー

ビ ス 向 上 と 地 域 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

 「 ワ ン チ ー ム と や ま 」 連 携 推 進 本 部 会 議 に お い て 、 県 と 市 町 村 間 の

課 題 共 有 を 図 り 、 連 携 し た 取 組 を 推 進 し ま す 。

施 策

3

高 等 教 育 機 関 と の 連 携

 高 等 教 育 機 関 と の 連 携 ・ 協 力 を 推 進 し 、 専 門 的 な 知 見 や 学 生 の 柔

軟 な ア イ デ ア を 活 用 し 、 地 域 課 題 の 解 決 を 図 り ま す 。

 高 等 教 育 機 関 へ の 支 援 を 行 う こ と に よ り 、 教 育 研 究 環 境 の 充 実 を

図 り 、 地 域 を 担 う 人 材 を 育 成 し ま す 。

 高 等 教 育 機 関 の 魅 力 を 向 上 さ せ る こ と で 、 若 者 で 賑 わ う ま ち の 実

現 を 目 指 し ま す 。

産 学 官 民 の 連 携 に よ る 共 創 の 推 進

 産 学 官 民 が 連 携 す る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 提 供 す る こ と で 、 オ ー プ ン

イ ノ ベ ー シ ョ ン を 推 進 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 ビ ジ ョ ン

• 富 山 市 ス マ ー ト シ テ ィ 推 進 ビ ジ ョ ン
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〔 政 策 の 体 系 〕

挑 戦 と 成 長 を 促 す ス マ ー ト な 行 政 基 盤 の 確 立政 策

３ 複 雑 化 ・ 高 度 化 す る 行 政 課 題 に 対 応 で き る 行 政 基 盤 を 創 り ま す 。

施 策

１

施 策

2

ス マ ー ト 自 治 体 の 実 現

施 策

３

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 行 政 改 革 大 綱

• 第 5 期 富 山 市 行 政 改 革 実 施 計 画 ・ 富 山 市 D X 推 進 計 画

• 富 山 市 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画

• 富 山 市 公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト ア ク シ ョ ン プ ラ ン

取組の写真、イラストなど

行 政 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ

施 策

３

多 様 な 行 政 ニ ー ズ に 対 応 で き る 人 材 の 育 成 ・ 確 保

健 全 な 行 財 政 運 営 に 向 け た 公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト

 公 共 施 設 の 在 り 方 を 時 代 の ニ ー ズ に 応 じ て 見 直 し 、 施 設 の 数 ・ 配

置 ・ 機 能 を 最 適 化 し ま す 。

 公 共 施 設 を 市 民 共 有 の 資 産 と 捉 え 、 施 設 本 来 の 用 途 に と ら わ れ な

い 柔 軟 な 活 用 や 、 未 利 用 ・ 低 利 用 施 設 の 転 用 、 民 間 活 力 の 導 入 な ど

に よ り 、 市 の 財 政 負 担 を 減 ら し つ つ 、 新 た な 価 値 の 創 出 と 持 続 的 な

利 活 用 を 進 め ま す 。

 行 政 サ ー ビ ス を 支 え る 事 務 処 理 等 の 内 部 業 務 を 、 デ ジ タ ル ツ ー ル

を 活 用 し て 見 直 し 、 職 員 の 生 産 性 向 上 を 図 り ま す 。

 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し て 窓 口 業 務 を 改 善 し 、 「 書 か な い 、 待 た な い 、

迷 わ な い 、 行 か な い 」 窓 口 サ ー ビ ス を 実 現 し ま す 。

 市 が 保 有 す る 行 政 デ ー タ を 、 職 員 が 安 全 か つ 効 果 的 に 利 用 で き る

基 盤 を 整 備 し 、 E B P M （ 証 拠 に 基 づ く 政 策 立 案 ） を 推 進 し ま す 。

 職 員 の デ ジ タ ル 利 活 用 能 力 を 高 め る 人 材 育 成 ・ 確 保 の 仕 組 み を 構

築 し 、 持 続 可 能 な D X 推 進 体 制 を 確 立 し ま す 。

 複 雑 化 ・ 高 度 化 す る 行 政 課 題 に 対 応 で き る 人 材 を 育 成 す る た め 、 職

員 の 意 識 改 革 を 進 め 、 行 政 ニ ー ズ に 対 応 し た 研 修 に よ り 職 務 能 力

の 向 上 を 図 り ま す 。

 安 定 的 ・ 継 続 的 に 人 材 を 確 保 す る た め 、 業 務 改 革 や 職 場 環 境 の 向

上 に 取 り 組 み 、 職 員 の 働 き 方 改 革 を 推 進 し ま す 。
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背景に富山市の風景などの写真を挿入
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分野
０8

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 コ ン パ ク ト シ テ ィ 政 策 と ス マ ー ト シ テ ィ 政 策 の 融 合 に よ り 、 地 域

の 魅 力 を 生 か し な が ら 、 誰 も が 安 心 し て 暮 ら し 続 け ら れ る 安 全 で

快 適 な ま ち づ く り を 進 め ま す 。

写真①

写真②

写真③

 富 山 市 は 、 公 共 交 通 の 活 性 化 や 公 共 交 通 沿 線 へ の 居 住 推 進 、 拠 点 の 活

性 化 な ど の コ ン パ ク ト シ テ ィ 政 策 を 推 進 し て き た こ と で 、 持 続 可 能 で 魅

力 あ る 都 市 構 造 へ の 転 換 が 進 み つ つ あ り ま す 。

 一 方 、 人 口 減 少 や 少 子 高 齢 化 の 進 行 、 ま た 今 後 見 込 ま れ る 世 帯 数 の 減

少 に 伴 い 、 公 共 交 通 の 持 続 可 能 性 の 低 下 や 空 き 家 ・ 空 き 地 の 増 加 に よ る

生 活 環 境 の 悪 化 な ど の 課 題 が 深 刻 化 し て い ま す 。 さ ら に 、 老 朽 化 し た 社

会 イ ン フ ラ の 維 持 管 理 費 用 が 増 大 し 、 安 全 性 の 確 保 や 頻 発 ・ 激 甚 化 す る

災 害 へ の 対 策 も 急 務 と な っ て い ま す 。

 今 後 、 コ ン パ ク ト シ テ ィ 政 策 を デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た ス マ ー ト シ テ ィ 政

策 で 補 完 ・ 融 合 し な が ら 、 「 都 市 の 再 構 築 に よ る コ ン パ ク ト な ま ち づ く

り 」 を 推 進 す る こ と に よ り 、 市 域 の ど こ に 住 ん で い て も 利 便 性 や 生 活 の

質 の 向 上 が 実 感 で き る ま ち を 目 指 し ま す 。

都市・交通分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

公共交通の利便性向上と住環境の整備が
求められています。①

市 民 の 公 共 交 通 利 用 率 は 全 体 で ２ 割 弱 で あ り 、

公 共 交 通 が 便 利 な 圏 域 で は ４ 割 と な っ て い ま

す 。 今 後 、 空 き 家 ・ 空 き 地 が 増 加 し 、 都 市 の 魅

力 や 賑 わ い の 低 下 が 懸 念 さ れ る た め 、 公 共 交

通 を 軸 と し た コ ン パ ク ト な ま ち づ く り の 実 現

に 向 け た 継 続 的 な 取 組 が 必 要 で す 。

都市の再構築による魅力ある都市空間の
形成が求められています。

②

都 市 の 集 約 化 や 富 山 駅 周 辺 の 南 北 一 体 の ま ち

づ く り が 進 展 す る 一 方 で 、 空 き 店 舗 や 空 き ビ

ル の 増 加 に よ る 都 市 の 魅 力 低 下 な ど が 課 題 と

な っ て い ま す 。 地 域 の 特 色 や 資 源 を 生 か し た 、

持 続 可 能 な 拠 点 の 形 成 が 求 め ら れ て い ま す 。

郊外の暮らしを支える持続可能で実効性
のある取組が求められています。③

郊 外 部 に お け る 公 共 交 通 の 持 続 可 能 性 の 低

下 が 懸 念 さ れ る 中 、 デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 に

よ り 、 市 域 の ど こ に 住 ん で い て も 市 民 一 人 ひ

と り が 利 便 性 や 生 活 の 質 の 向 上 を 実 感 で き

る 環 境 の 整 備 が 求 め ら れ て い ま す 。

社会インフラの老朽化対策と計画的な維持
管理が急務となっています。

④

道 路 、 橋 梁 、 河 川 、 公 園 、 上 下 水 道 の 老 朽 化

が 進 行 し 、 安 全 性 や 機 能 の 維 持 に 課 題 が あ り

ま す 。 増 加 す る メ ン テ ナ ン ス 費 用 や 災 害 リ ス

ク に 対 応 す る た め 、 社 会 イ ン フ ラ の 効 率 的 な

管 理 と 強 靱 化 が 求 め ら れ て い ま す 。

都 市 ・ 交 通

写真
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〔 政 策 の 体 系 〕 都 市 ・ 交 通

便 利 で 使 い や す い 公 共 交 通 等 の 充 実政 策

１ 市 民 の 快 適 な 移 動 や 暮 ら し を 支 え る 多 様 な 施 策 を 推 進 し ま す 。

持 続 可 能 な 交 通 体 系 の 実 現

 鉄 軌 道 や 主 要 な バ ス 路 線 等 に お い て 、 活 性 化 事 業 の 継 続 と 担 い 手 確

保 を 推 進 す る と と も に 、 沿 線 ま ち づ く り や 再 構 築 事 業 等 に 取 組 み 、

誰 も が 利 用 し や す く 持 続 可 能 な 公 共 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 を 目 指

し ま す 。

 持 続 可 能 な 交 通 体 系 を 実 現 す る た め 、 市 民 ・ 交 通 事 業 者 と の 協 働 や

県 及 び 沿 線 自 治 体 と 連 携 を 図 り ま す 。
施 策

2 公 共 交 通 利 用 の 啓 発

 公 共 交 通 に 関 す る 情 報 発 信 、 年 代 や 地 域 特 性 に 応 じ た 利 用 啓 発 、 公

共 交 通 沿 線 企 業 へ の 働 き か け な ど 、 モ ビ リ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト の 推 進

に よ り 、 公 共 交 通 利 用 へ の 自 発 的 な 転 換 や 公 共 交 通 の 更 な る 利 用

促 進 を 目 指 し ま す 。

 将 来 を 担 う 子 ど も た ち を 対 象 に 、 公 共 交 通 の 役 割 や 必 要 性 を 学 ぶ

教 育 を 実 施 す る と と も に 、 公 共 交 通 を 利 用 す る 体 験 や 機 会 の 継 続 的

な 提 供 に よ り 、 日 常 的 に 公 共 交 通 を 利 用 す る ラ イ フ ス タ イ ル の 創 出

を 目 指 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン

• 富 山 市 総 合 交 通 計 画

• 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画

• 住 生 活 基 本 計 画

施 策

１

施 策

３ 歩 く ラ イ フ ス タ イ ル の 推 進

 公 共 交 通 の 充 実 に 併 せ 、 四 季 を 通 し て 歩 き た く な る 環 境 を 形 成 す る

こ と で 、 市 民 の 歩 い て 暮 ら す ラ イ フ ス タ イ ル へ の 転 換 を 促 し ま す 。

 と ほ 活 ア プ リ を 活 用 し た 歩 く き っ か け づ く り や ス マ ー ト ウ ェ ル ネ ス

推 進 事 業 な ど と の 連 携 、 官 民 連 携 に よ る 「 と ほ 活 」 の 普 及 啓 発 な ど

を 実 施 し 、 市 民 の 健 康 意 識 の 向 上 を 図 り ま す 。

施 策

４ 公 共 交 通 沿 線 居 住 の 推 進

 公 共 交 通 沿 線 で の 中 古 住 宅 の 取 得 や 、 そ れ に 併 せ て リ フ ォ ー ム や 建

替 え を 行 う 市 民 を 支 援 し 、 居 住 人 口 の 増 加 に 努 め ま す 。

 旧 耐 震 建 築 物 や 空 き 家 等 を 除 却 し 、 良 質 な 住 宅 の 建 設 や 宅 地 開 発

等 を 行 う 事 業 者 を 支 援 す る こ と で 、 既 成 市 街 地 の 再 構 築 を 目 指 し ま

す 。

施 策

５ 都 市 部 や 地 域 の 骨 格 を 形 成 す る 道 路 網 の 整 備

 地 域 間 の 連 携 や 公 共 交 通 へ の ア ク セ ス 向 上 を 図 る た め 、 都 市 計 画 道

路 や 幹 線 市 道 を 整 備 し 、 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 を 図 り ま す 。

 道 路 整 備 に 併 せ て ウ ォ ー カ ブ ル な 空 間 を 形 成 し 、 地 域 内 の 安 全 で 円

滑 な 移 動 の 確 保 を 目 指 し ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕 都 市 ・ 交 通

賑 わ い と 暮 ら し を 支 え る 都 市 拠 点 の 形 成政 策

２ 市 民 生 活 や 豊 か な 都 市 活 動 を 支 え る 都 市 空 間 を 形 成 し ま す 。

施 策

１

施 策

2

施 策

３

富 山 駅 周 辺 の 南 北 一 体 的 な ま ち づ く り の 推 進

 富 山 駅 周 辺 の 施 設 整 備 を 進 め 、 産 学 官 民 が 連 携 し た イ ベ ン ト な ど も

実 施 し 、 県 都 の 玄 関 口 に ふ さ わ し い 活 力 と 賑 わ い の あ る 都 市 空 間 の

創 出 を 図 り ま す 。

 南 北 一 体 的 な ま ち づ く り を 支 え る 都 市 計 画 道 路 等 を 整 備 し 、 交 通 結

節 機 能 の 強 化 や 利 便 性 、 ア ク セ ス 性 の 向 上 を 図 り ま す 。

都 市 の 再 構 築 に よ る 拠 点 の 形 成

 都 心 地 区 で は 、 都 市 機 能 の 更 新 を 図 る 市 街 地 再 開 発 事 業 な ど を 促

進 し 、 活 性 化 や 賑 わ い の 創 出 、 安 全 な 都 市 空 間 の 形 成 を 目 指 し ま す 。

 活 力 と 魅 力 あ る 各 地 域 の 拠 点 の 形 成 を 図 る た め 、 市 民 主 体 の ま ち

づ く り の 促 進 、 南 富 山 駅 を は じ め と す る 拠 点 の 整 備 や 必 要 な 都 市 機

能 の 誘 導 を 推 進 し ま す 。

ま ち の 魅 力 を 高 め る 都 市 景 観 の 形 成

 郷 土 の 景 観 を 守 り 育 み 、 魅 力 あ る 新 た な 景 観 を 創 出 す る た め 、 市

民 ・ 事 業 者 と の 協 働 に よ る 景 観 ま ち づ く り を 推 進 し 、 表 情 豊 か で 魅

力 的 な 街 並 み の 形 成 を 図 り ま す 。

 屋 外 広 告 物 の 適 正 化 を 継 続 的 に 推 進 し 、 魅 力 あ る 都 市 景 観 の 形 成

を 図 り ま す 。

施 策

４ 中 心 市 街 地 の 賑 わ い 再 生

 中 心 市 街 地 へ の 来 街 者 増 加 を 図 る た め 、 公 共 交 通 利 用 の 促 進 や 官

民 連 携 に よ る 公 共 空 間 の 活 用 を 進 め 、 継 続 的 な 賑 わ い 創 出 や 魅 力

あ る 都 市 空 間 の 形 成 を 図 り ま す 。

 魅 力 的 で 利 便 性 の 高 い 中 心 商 業 地 区 を 形 成 す る た め 、 空 き 店 舗 や

空 き ビ ル の 新 た な 利 用 促 進 を 図 り ま す 。
施 策

５ ま ち な か 居 住 の 推 進

 ま ち な か （ 都 心 地 区 ） で の 中 古 住 宅 の 取 得 や 、 中 古 住 宅 の 取 得 に 併

せ て リ フ ォ ー ム ・ 建 替 え 等 を 行 う 市 民 へ 重 点 的 に 支 援 し 、 居 住 人 口

の 増 加 に 努 め ま す 。

 旧 耐 震 建 築 物 や 空 き 家 等 を 除 却 し 、 良 質 な 住 宅 の 建 設 等 を 行 う 事

業 者 へ の 支 援 を 実 施 す る こ と で 、 既 成 市 街 地 の 再 構 築 を 目 指 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン

• 富 山 市 立 地 適 正 化 計 画

• 富 山 市 景 観 ま ち づ く り 計 画

• 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画

• 住 生 活 基 本 計 画
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〔 政 策 の 体 系 〕 都 市 ・ 交 通

市 域 の ど こ に 住 ん で い て も 多 様 な 暮 ら し 方 が で き る

都 市 の 実 現

政 策

３
郊 外 や 中 山 間 地 域 で も 不 便 を 感 じ る こ と な く 暮 ら せ る 、 多 様 な ラ イ フ ス タ イ

ル を 実 現 し ま す 。

施 策

１

施 策

2 地 域 の ニ ー ズ に 合 っ た 最 適 な 移 動 手 段 の 確 保

施 策

３

 地 域 や 路 線 の 特 性 に 応 じ て 、 路 線 定 期 運 行 や 事 前 予 約 式 の 区 域 運

行 （ デ マ ン ド 交 通 ） 等 、 運 行 形 態 を 適 切 に 使 い 分 け る と と も に 、 A I

等 の 新 た な 技 術 を 活 用 し 、 生 活 交 通 の 最 適 化 を 図 り ま す 。

 地 域 団 体 等 が 主 体 と な る 地 域 自 主 運 行 や 行 政 に よ る 運 行 、 交 通 事

業 者 に よ る 運 行 （ 乗 合 タ ク シ ー ） 等 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 多 様 な 事

業 形 態 を 導 入 し 、 市 民 や 交 通 事 業 者 と の 協 働 に よ る 移 動 手 段 の 確

保 を 進 め ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 ス マ ー ト シ テ ィ 推 進 ビ ジ ョ ン

• 富 山 市 総 合 交 通 計 画

市 民 生 活 を 支 え る 道 路 の 整 備

 市 民 が 快 適 か つ 安 全 に 通 行 で き る よ う 、 幅 員 の 狭 い 生 活 道 路 の う ち 、

危 険 度 や 緊 急 性 の 高 い 路 線 を 改 善 し 、 地 域 住 民 が 交 流 し や す い 生 活

環 境 を 確 保 し ま す 。

取組の写真、イラストなど

コ ン パ ク ト シ テ ィ 政 策 を 補 完 す る デ ジ タ ル 技 術 の 活 用

 産 学 官 民 の 共 創 に よ り 、 地 域 の 課 題 や 市 民 の 困 り ご と を 解 決 す る 新

た な ス マ ー ト シ テ ィ 関 連 サ ー ビ ス を 創 出 し 、 市 民 一 人 ひ と り が 生 活 の

質 や 利 便 性 の 向 上 を 実 感 で き る 環 境 を 整 備 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 行 政 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ 　 政 策 ２ ー 施 策 ３

 各 種 I o T セ ン サ ー か ら リ ア ル タ イ ム の 情 報 を 収 集 し 、 防 災 情 報 や 地 域

情 報 の 共 有 に よ る 、 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 を 図 り ま す 。

 高 齢 者 等 に ス マ ー ト フ ォ ン 活 用 支 援 を 実 施 し 、 行 政 手 続 や 買 物 な ど

の 日 常 生 活 に お い て 、 誰 一 人 取 り 残 さ れ な い 社 会 の 構 築 を 目 指 し ま

す 。

　 【 関 連 施 策 】 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 　 政 策 ２ － 施 策 １

 身 近 な 拠 点 や 公 共 交 通 等 へ の ア ク セ ス 向 上 を 図 る た め 、 必 要 性 が 特

に 高 い 道 路 を 整 備 し ま す 。



89

〔 政 策 の 体 系 〕 都 市 ・ 交 通

安 全 ・ 安 心 を 守 る 社 会 イ ン フ ラ の マ ネ ジ メ ン ト政 策

４ 人 員 や 予 算 な ど 限 ら れ た 資 源 の 中 で 、 選 択 と 集 中 に よ る 戦 略 的 な イ ン フ ラ

マ ネ ジ メ ン ト を 進 め ま す 。

施 策

１

施 策

2

安 全 で 快 適 な 道 路 空 間 の 確 保

施 策

３

 緊 急 輸 送 道 路 や バ ス 路 線 な ど の 重 要 度 の 高 い 道 路 は 計 画 的 な 補

修 を 実 施 し 、 健 全 な 道 路 空 間 を 維 持 し ま す 。

 歩 道 や 側 溝 の リ フ レ ッ シ ュ 事 業 、 街 路 樹 の 管 理 な ど を 実 施 し 、 全

て の 市 民 が 安 心 し て 通 行 で き る 快 適 な 歩 行 者 空 間 を 確 保 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 舗 装 個 別 施 設 計 画

• 富 山 市 橋 梁 マ ネ ジ メ ン ト 修 繕 計 画

• 富 山 市 公 園 施 設 長 寿 命 化 計 画

• 富 山 市 下 水 道 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 計 画

• 富 山 市 上 下 水 道 耐 震 化 計 画

• 富 山 市 上 下 水 道 事 業 中 長 期 ビ ジ ョ ン

安 全 ・ 安 心 な 公 園 施 設 の 保 全 管 理

 経 年 劣 化 の 進 ん だ 公 園 施 設 の 改 修 ・ 更 新 を 実 施 し 、 市 民 が 安 心 し

て 公 園 を 利 用 で き る 環 境 を 維 持 し ま す 。

 公 園 施 設 の 適 切 な 維 持 管 理 に よ り 、 施 設 の 長 寿 命 化 や コ ス ト 削 減

を 図 り ま す 。

橋 梁 等 の メ リ ハ リ の あ る 老 朽 化 対 策

 橋 梁 を は じ め と す る 道 路 施 設 の 持 続 可 能 な マ ネ ジ メ ン ト の 実 現 に

向 け た 取 組 を 積 極 的 に 推 進 す る こ と で 、 施 設 の 機 能 維 持 や 向 上 を

図 り ま す 。

 優 先 度 に 応 じ た メ リ ハ リ の あ る 効 率 的 な 修 繕 ・ 更 新 を 実 施 し 、 強 靱

で 安 全 ・ 安 心 な 道 路 環 境 の 確 保 を 目 指 し ま す 。

施 策

４

強 靱 で 持 続 可 能 な 上 下 水 道 シ ス テ ム の 構 築

 安 全 ・ 安 心 で お い し い 水 の 安 定 的 な 供 給 や 快 適 な 生 活 環 境 を 維 持

す る と と も に 、 災 害 に 強 く 信 頼 性 の 高 い 上 下 水 道 シ ス テ ム 構 築 を

目 指 し ま す 。

施 策

５

河 川 水 路 の 長 寿 命 化 ・ 老 朽 化 対 策 の 推 進

 老 朽 化 し た 河 川 や 火 防 水 路 等 を 効 率 的 に 修 繕 ・ 更 新 し 、 施 設 の 長

寿 命 化 や コ ス ト 削 減 、 安 全 性 の 確 保 を 図 り ま す 。



防災・防犯

90

分野
０９

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 地 域 の 防 災 力 や 災 害 対 応 力 を 高 め る と と も に 、 市 民 の 防 災 意 識

の 向 上 を 推 進 し ま す 。 ま た 、 I C T を 活 用 し た 防 災 体 制 の 強 化 等 、 災

害 に 備 え た 取 組 を 実 施 し 、 安 全 ・ 安 心 に 暮 ら せ る 地 域 づ く り を 進 め

ま す 。

写真①

写真②

写真③

 富 山 市 は 、 自 主 防 災 組 織 や 消 防 団 、 地 域 に お け る 防 災 活 動 、 消 防 ・ 救 急

体 制 、 道 路 ・ 河 川 等 の 社 会 イ ン フ ラ 整 備 を 通 じ て 、 市 民 の 安 全 ・ 安 心 を 支

え る 基 盤 を 築 い て き ま し た 。

 し か し 、 交 通 事 故 の 増 加 や 頻 発 す る 有 害 鳥 獣 被 害 な ど 、 対 応 が 必 要 な

様 々 な 課 題 も 重 な り 、 防 災 ・ 防 犯 体 制 の 充 実 が 求 め ら れ て い ま す 。

 今 後 は 、 地 域 の 自 主 防 災 組 織 や 消 防 団 の 強 化 と 人 材 育 成 を 一 層 進 め る

と と も に 、 I C T を 活 用 し て 、 災 害 情 報 の 伝 達 を よ り ス ム ー ズ に し て い き

ま す 。 ま た 、 防 災 イ ン フ ラ の 長 寿 命 化 と 機 能 向 上 を 図 り 、 土 砂 災 害 や 浸

水 被 害 の 軽 減 に 努 め ま す 。 さ ら に 、 交 通 安 全 指 導 や 除 雪 体 制 を 強 化 し 、

高 齢 者 や 子 ど も に や さ し い 環 境 づ く り を 進 め 、 誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る

ま ち を 目 指 し ま す 。

防災・防犯分野に関連するSDGｓゴール
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

市民の防災意識向上と災害リスクの的確
な周知が求められています。①

自 助 ・ 共 助 の 強 化 と ハ ザ ー ド マ ッ プ に よ る 周 知

啓 発 を 進 め て い ま す が 、 市 民 一 人 ひ と り の 防

災 意 識 の 向 上 に 課 題 が あ り 、 継 続 的 な 訓 練 へ

の 参 加 や 過 去 の 災 害 を 教 訓 と し た 防 災 体 制 の

充 実 が 求 め ら れ て い ま す 。

地域で助け合いながら、安心して暮らせ
る社会の実現が求められています。

②

通 学 路 等 に お け る 危 険 箇 所 へ の 安 全 対 策 や 、

除 雪 に お け る 人 手 不 足 等 の 課 題 が あ り ま す 。

ま た 、 刑 法 犯 や 有 害 鳥 獣 に よ る 被 害 も 増 加

傾 向 に あ り 、 地 域 ぐ る み の 防 犯 活 動 が 求 め

ら れ て い ま す 。

防災インフラの整備や建築物の耐震化な
ど、多面的な対策が求められています。

③

地 震 や 水 害 等 の 自 然 災 害 リ ス ク が 増 大 し て お

り 、 被 害 を 軽 減 す る 社 会 イ ン フ ラ の 整 備 や 住

宅 の 耐 震 化 等 が 求 め ら れ て い ま す 。 ま た 、 災

害 発 生 時 の 迅 速 か つ 的 確 な 情 報 伝 達 や 避 難

誘 導 等 、 災 害 に 備 え た 体 制 づ く り も 必 要 で す 。

消防・救急体制の充実強化や応急手当の
普及が求められています。

④

老 朽 化 し た 消 防 拠 点 ・ 車 両 ・ 指 令 シ ス テ ム 等

の 更 新 と 、 火 災 予 防 や 救 急 分 野 で 高 度 な 知

識 を 持 つ 人 材 の 育 成 が 求 め ら れ て い ま す 。

加 え て 、 市 民 の 防 火 意 識 の 向 上 や 市 民 が 応

急 手 当 の 技 術 を 身 に つ け る こ と も 必 要 で す 。

防 災 ・ 防 犯

自 主 防 災 組 織 の 組 織 率

出典：富山市調査
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備蓄物資の整備率

基準 55.1％
（令和7年度）

100％
（令和13年度）

防犯カメラ設置数

基準 318箇所
（令和７年度）

富山市調査

救急出動時の救急救
命士２名以上搭乗率

77％
（令和７年度）

富山市調査

87％
（令和13年度）

富山県調査

目標

基準

目標438箇所
（令和13年度）

目標

浸水被害を軽減した
区域の面積

21.73ha
（令和7年度）

富山市調査

52.78ha
（令和１３年度）

現状

目標



〔 政 策 の 体 系 〕

地 域 の 防 災 力 向 上 の 促 進政 策

１ 市 民 一 人 ひ と り の 防 災 意 識 の 向 上 を 図 り 、 過 去 の 災 害 の 教 訓 を 踏 ま え 、

災 害 に 強 い ま ち づ く り を 推 進 し ま す 。

自 助 、 共 助 の 強 化

 地 域 の 防 災 講 座 の 開 催 や 防 災 士 養 成 研 修 へ の 支 援 を 実 施 し 、 地 域

防 災 力 の 要 と な る 自 主 防 災 組 織 の 結 成 や 人 材 育 成 を 促 進 す る と と

も に 、 市 民 の 防 災 意 識 の 向 上 を 図 り 、 災 害 に 強 い ま ち づ く り を 進 め

ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 　 政 策 ２ － 施 策 ２

 自 主 防 災 組 織 が 行 う 防 災 資 機 材 の 整 備 や 防 災 訓 練 へ の 支 援 を 実 施

し 、 防 災 力 の 向 上 を 図 り ま す 。

施 策

2

災 害 リ ス ク の 見 え る 化

 ハ ザ ー ド マ ッ プ の 配 布 や 出 前 講 座 の 開 催 を 通 じ 、 災 害 リ ス ク の 周 知

啓 発 や 河 川 水 位 情 報 等 の 防 災 情 報 を 提 供 す る こ と に よ り 、 自 助 ・ 共

助 に よ る 被 害 軽 減 対 策 の 促 進 を 図 り ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 地 域 防 災 計 画

• 富 山 市 浸 水 対 策 基 本 計 画

取組の写真、イラストなど

施 策

１

防 災 ・ 防 犯

施 策

３

災 害 対 応 力 の 強 化 と 公 助 の 充 実

 激 甚 ・ 頻 発 化 す る 自 然 災 害 へ の 対 策 と し て 、 防 災 資 機 材 の 整 備 や 備

蓄 物 資 の 確 保 を 進 め 、 避 難 所 の 生 活 環 境 の 改 善 に 努 め ま す 。

 避 難 所 と し て 使 用 す る 小 ・ 中 学 校 の 体 育 館 に お い て 空 調 設 備 の 整 備

を 進 め 、 防 災 機 能 の 強 化 を 図 り ま す 。

92
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〔 政 策 の 体 系 〕

犯 罪 や 事 故 を 防 ぐ 安 全 ・安 心 な 暮 ら し の 確 保政 策

２ 市 民 一 人 ひ と り が 自 ら の 安 全 ・ 安 心 な 暮 ら し を 守 る た め 、 地 域 で の 取 組 を

進 め ま す 。

施 策

2

施 策

１

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 安 全 で 安 心 な ま ち づ く り の 推 進 に 関 す る 行 動 計 画

• 富 山 市 交 通 安 全 推 進 計 画 、 富 山 市 交 通 安 全 実 施 計 画

• 富 山 市 鳥 獣 被 害 防 止 計 画

地 域 ぐ る み の 除 排 雪 活 動 の 支 援

 除 排 雪 機 械 の 貸 出 し や 購 入 補 助 制 度 な ど に よ り 、 町 内 会 等 の 地 域 ぐ

る み で 行 う 除 排 雪 活 動 を 支 援 し 、 市 民 と 行 政 が 協 働 し て 積 雪 時 の 生

活 道 路 に お け る 安 全 な 通 行 環 境 を 確 保 し ま す 。

安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る 地 域 社 会 の 実 現

 町 内 会 等 に よ る 防 犯 カ メ ラ 設 置 へ の 支 援 や 、 自 転 車 利 用 者 へ の カ ギ

か け キ ャ ン ペ ー ン な ど 、 犯 罪 の 未 然 防 止 に 向 け た 環 境 づ く り を 推 進

し ま す 。

 地 域 の 防 犯 体 制 の 強 化 に 向 け 、 自 主 防 犯 組 織 の 活 動 支 援 や 研 修 会 の

実 施 な ど に よ り 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 担 い 手 の 確 保 と 育 成 を 図 り ま

す 。

　 【 関 連 施 策 】 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 　 政 策 ２ － 施 策 ２

 消 費 者 ト ラ ブ ル や 特 殊 詐 欺 被 害 の 未 然 防 止 と 迅 速 か つ 的 確 な 対 応 の

た め 、 積 極 的 な 情 報 提 供 や 啓 発 活 動 を 推 進 す る と と も に 、 相 談 体 制

の 充 実 を 図 り ま す 。

防 災 ・ 防 犯

施 策

3

人 と 車 が 共 生 で き る 安 全 で 安 心 な 交 通 社 会 の 実 現

 市 民 が 快 適 か つ 安 全 に 通 行 で き る よ う 、 歩 行 者 空 間 が 整 備 さ れ て い

な い 道 路 や 円 滑 な 交 通 に 支 障 が あ る 箇 所 で は 、 緊 急 度 の 高 い 路 線 か

ら 整 備 を 進 め ま す 。

 危 険 箇 所 に お け る 防 護 柵 や 道 路 反 射 鏡 等 の 設 置 を 進 め 、 安 全 で 安 心

で き る 快 適 な 道 路 交 通 を 確 保 し ま す 。

 市 民 一 人 ひ と り の 交 通 安 全 技 能 の 習 得 と 、 生 涯 に わ た る 交 通 安 全 意

識 の 醸 成 を 図 る た め 、 年 代 に 適 し た 交 通 安 全 指 導 等 を 実 施 し ま す 。

施 策

4 有 害 鳥 獣 に よ る 人 身 被 害 の 防 止

 ク マ な ど の 有 害 鳥 獣 を 地 域 に 寄 せ 付 け な い 活 動 へ の 支 援 や 、 ク マ 出

没 時 に お け る 現 地 の 正 確 な 状 況 把 握 、 住 民 へ の 迅 速 な 注 意 喚 起 に 取

り 組 む こ と で 、 人 身 被 害 の 防 止 に 努 め ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕

災 害 に 強 い ま ち づ く り の 推 進政 策

３ 包 括 的 な 施 策 展 開 に よ る 防 災 ・ 減 災 対 策 、 都 市 全 体 の 強 靱 化 を 図 り ま す 。

施 策

１

施 策

2

防 災 イ ン フ ラ の 整 備 と 長 寿 命 化 の 推 進

施 策

３

 災 害 時 の 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク を 確 保 す る た め 、 重 要 な 路 線 で あ る 緊 急

輸 送 道 路 の 無 電 柱 化 を 推 進 し ま す 。

 地 域 住 民 の 生 命 、 財 産 を 守 る た め 、 沿 岸 部 で は 海 岸 保 全 施 設 の 整

備 及 び 機 能 保 全 を 図 り 、 市 街 地 で は 河 川 や 排 水 路 な ど の 整 備 を 推

進 し ま す 。

 土 砂 災 害 の 危 険 性 が あ る 区 域 で は 、 急 傾 斜 地 崩 壊 防 止 施 設 等 の 整

備 を 推 進 し 、 被 害 の 軽 減 を 図 り ま す 。

 消 雪 装 置 の 新 設 や 更 新 な ど に よ り 、 積 雪 時 の 市 道 に お け る 交 通 渋

滞 の 解 消 を 図 り ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 海 岸 保 全 施 設 整 備 事 業 計 画 、 海 岸 保 全 施 設 長 寿 命 化 計 画

• 富 山 市 無 電 柱 化 推 進 計 画

• 富 山 市 浸 水 対 策 基 本 計 画

• 富 山 市 耐 震 改 修 促 進 計 画

• 富 山 市 住 生 活 基 本 計 画

住 宅 の 地 震 に 対 す る 安 全 性 の 向 上

 地 震 時 の 住 宅 の 安 全 性 を 確 保 す る た め 、 一 戸 建 て 木 造 住 宅 の 耐 震

改 修 に 対 す る 支 援 を 実 施 し ま す 。

取組の写真、イラストなど

I C T を 活 用 し た 安 全 ・ 安 心 な ま ち づ く り

 各 種 I o T セ ン サ ー 等 の デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 す る こ と で 、 雨 量 や 河

川 水 位 な ど の リ ア ル タ イ ム 情 報 を 市 民 へ 積 極 的 に 発 信 し 、 安 全 ・ 安

心 な 社 会 の 実 現 を 目 指 し ま す 。

防 災 ・ 防 犯



95

〔 政 策 の 体 系 〕

消 防 ・ 救 急 体 制 の 整 備政 策

４ 災 害 や 事 故 か ら 市 民 の 生 命 と 財 産 を 守 る た め 、 消 防 ・ 救 急 体 制 を 強 化 し ま

す 。

施 策

１

施 策

2

地 域 に お け る 消 防 拠 点 の 整 備 と 機 能 強 化

施 策

３

 旧 耐 震 基 準 で 建 設 さ れ た 常 備 消 防 拠 点 の 改 築 、 老 朽 化 し た 施 設 ・

設 備 の 更 新 整 備 を 図 り 、 防 災 拠 点 と し て の 機 能 を 強 化 し ま す 。

 老 朽 化 し た 消 防 分 団 器 具 置 場 の 計 画 的 な 改 築 に よ り 、 地 域 防 災 拠

点 機 能 の 充 実 を 図 る と と も に 、 地 域 に 密 着 し た 持 続 可 能 で 魅 力 あ

る 消 防 団 づ く り を 推 進 し ま す 。

多 様 な 災 害 や 事 故 へ の 対 応 能 力 の 強 化

 様 々 な 災 害 に 対 応 す る た め 、 消 防 車 両 及 び 資 機 材 の 更 新 整 備 を 行

い 、 消 防 活 動 の 安 全 性 や 効 率 性 を 確 保 し ま す 。

 災 害 や 事 故 に 迅 速 か つ 的 確 に 対 応 す る た め 、 消 防 総 合 情 報 管 理 シ

ス テ ム や 消 防 救 急 デ ジ タ ル 無 線 の 更 新 整 備 を 進 め ま す 。

取組の写真、イラストなど

市 民 の 防 火 意 識 の 高 揚

 出 火 原 因 を 踏 ま え た 防 火 講 習 会 の 実 施 な ど に よ り 、 市 民 の 一 人 ひ

と り が 防 火 を 意 識 し た 行 動 を 日 常 的 に 実 践 で き る よ う 、 防 火 意 識

の 高 揚 を 図 り ま す 。

救 命 体 制 の 充 実 強 化

 市 民 に よ る 応 急 手 当 の 実 施 率 向 上 を 図 る た め 、 救 命 講 習 の 実 施 や

講 習 に 必 要 な 資 器 材 の 計 画 的 な 更 新 整 備 を 進 め 、 応 急 手 当 の 普 及

啓 発 に 取 り 組 み ま す 。

 救 急 救 命 士 の 計 画 的 な 養 成 を 進 め 、 高 度 な 救 急 活 動 を 安 定 的 に 実

施 で き る 体 制 を 構 築 し ま す 。

施 策

４

防 災 ・ 防 犯
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分野
１０

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 企 業 誘 致 や 創 業 支 援 、 人 材 確 保 の 取 組 を 強 化 し 、 産 業 の 成 長 と 多

様 な 人 材 が 活 躍 で き る 雇 用 環 境 の 実 現 を 目 指 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

 富 山 市 は 、 製 造 業 を は じ め と す る 産 業 集 積 、 交 通 ・ 物 流 の 利 便 性 、 大 学

等 と の 連 携 、 創 業 ・ 共 創 を 支 え る 環 境 な ど を 背 景 に 、 地 域 産 業 の 成 長 を

支 え る 基 盤 を 形 成 し て き ま し た 。

 一 方 、 近 年 は 物 価 高 騰 や 世 界 情 勢 の 影 響 な ど に よ り 、 先 行 き が 不 透 明 な

状 況 で あ り 、 企 業 の 将 来 の 景 況 判 断 に は 慎 重 な 姿 勢 が 見 受 け ら れ ま す 。

　 　 ま た 、 若 年 層 の 転 出 や 就 業 ニ ー ズ と の ミ ス マ ッ チ な ど に よ り 人 材 確 保 が 　

　 　 難 し く な っ て い る こ と や 、 新 規 創 業 の 伸 び 悩 み が 課 題 と な っ て い ま す 。

 今 後 は 、 成 長 分 野 を 意 識 し た 企 業 誘 致 や 産 業 基 盤 の 高 度 化 を 進 め る と

と も に 、 創 業 支 援 や 共 創 の 取 組 を 強 化 し 、 新 た な 産 業 の 創 出 を 目 指 し ま

す 。 ま た 、 若 者 と の マ ッ チ ン グ 機 会 の 拡 充 や 多 様 な 人 材 が 活 躍 で き る 環

境 の 整 備 を 進 め 、 人 材 の 定 着 と 地 域 経 済 の 活 性 化 に つ な げ ま す 。

産業・雇用分野に関連するSDGｓゴール



〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

企業誘致と産業基盤の強化が求められ
ています。①

若 年 層 に 選 ば れ る 情 報 通 信 業 や 製 造 業 の 誘

致 が 求 め ら れ て い ま す 。 ま た 、 企 業 団 地 の 完

売 に よ り 立 地 の 受 け 皿 不 足 が 課 題 と な っ て

い ま す 。

起業創業や新たな産業創出に向けた支
援が求められています。

④

本 県 の 企 業 等 の う ち 、 新 規 開 業 し た 企 業 等

の 割 合 を 示 す 開 業 率 は 、 全 国 平 均 を 下 回 っ

て お り 低 下 傾 向 に あ り ま す 。 新 規 創 業 や 新 事

業 展 開 に 取 り 組 む 事 業 者 の 挑 戦 を 後 押 し す

る 支 援 の 充 実 が 求 め ら れ て い ま す 。

若者の地元就業促進と人材確保が求め
られています。

②

求 職 者 優 位 な 売 り 手 市 場 の 状 況 が 続 き 、 中

小 企 業 等 が 学 生 と 出 会 う 機 会 が 減 少 し て い

ま す 。 卒 業 後 に 県 外 へ 就 職 す る 学 生 も 多 く 、

人 材 流 出 が 課 題 と な っ て い ま す 。 若 者 の 地

元 就 業 と 、 企 業 と の マ ッ チ ン グ 強 化 が 求 め ら

れ て い ま す 。

多様な人材が、安心して働ける環境整備
が求められています。

③

有 効 求 人 倍 率 が 高 水 準 で 推 移 す る 一 方 で 、

障 害 者 雇 用 率 の 伸 び 悩 み や 、 ひ と り 親 の 正

規 雇 用 率 の 低 さ 、 女 性 が 働 き や す い 環 境 整

備 の 遅 れ 、 若 者 の 奨 学 金 返 済 の 負 担 な ど 、 多

様 な 人 材 の 就 業 や 定 着 に は 多 く の 課 題 が あ

り ま す 。 誰 も が 安 心 し て 働 き 続 け ら れ る 安 定

し た 雇 用 環 境 の 整 備 が 求 め ら れ て い ま す 。

産 業 ・ 雇 用
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富山市の製造業の全事業
所における粗付加価値額

6,275億円
（令和7年度）

6,400億円
（令和１３年度）

富山県内の開業率
県内大学卒業生の

県内就職率

47.30％
（令和7年度卒業者）

富山県調査

50.00%
（令和12年度卒業者）

市の支援事業により
雇用につながった者の数

富山市調査

基準 基準 2.8％
（令和6年）

3.0％
（令和12年）

経済構造実態調査
厚生労働省

「雇用保険事業年報」

目標

基準

目標

基準

目標 目標 355人
（令和１３年度）

342人
（令和３～7年度平均）

企 業 団 地 の 残 区 画 数 の 推 移 県 内 大 学 卒 業 生 の 県 内 就 職 率

出典：富山市調査 出典：富山県提供資料

1

24

12

8 8

0
0

10

20

30

40

50

R2 R3 R4 R5 R6 R7（年度）

（残区画数）

42.3
38.4 39.6

42.7 40.8 40.2 41.5 39.2

49.7 49.0 50.6
49.1

50.5 52.3
48.1 47.8

0

20

40

60

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 （年度）

（%）

男性 女性

富 山 県 内 の 開 業 率 の 推 移障 害 者 雇 用 率

出典：富山市調査 出典：厚生労働省「雇用保険事業年報」

5.2

5.6 5.6

4.4 4.2

5.1

4.4
3.9 3.9 3.83.7 3.5

3.3 3.2 3.3 3.3
3.1

2.9 3.0
2.8

0

1

2

3

4

5

6

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 （年度）

（％）

全国 富山県

1.92 1.97 2.05 2.11 2.15 2.2 2.25
2.33 2.41 2.41

1.96 1.97 2.04 2.08 2.13
2.18 2.24 2.32 2.36 2.35

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7（年）

（％）

全国 富山県



〔 政 策 の 体 系 〕 産 業 ・ 雇 用

地 域 産 業 の 成 長 と 産 業 基 盤 の 強 化政 策

１ 企 業 誘 致 や 成 長 支 援 、 D X ・ G X の 推 進 な ど を 通 じ て 、 地 域 産 業 の 競 争 力 強

化 と 産 業 基 盤 の 充 実 を 図 り ま す 。

戦 略 的 な 企 業 誘 致 と 産 業 基 盤 の 強 化
施 策

１

 将 来 の 成 長 が 期 待 さ れ 、 若 者 に と っ て 魅 力 的 な 情 報 通 信 業 や 製 造

業 の 企 業 誘 致 を 推 進 し 、 地 域 産 業 の 成 長 を 促 し ま す 。

 企 業 立 地 助 成 制 度 や 設 備 投 資 支 援 の 活 用 に よ り 、 市 外 か ら の 企 業

進 出 を 後 押 し し ま す 。

 マ ッ チ ン グ サ イ ト の 充 実 に よ り 、 空 き 工 場 ・ 用 地 の 紹 介 を 強 化 し つ

つ 、 新 た な 企 業 団 地 の 造 成 に つ い て 検 討 を 進 め ま す 。

施 策

2 企 業 の 成 長 支 援 と 販 路 開 拓 の 促 進

 企 業 立 地 助 成 制 度 や 設 備 投 資 支 援 の 活 用 に よ り 、 市 内 企 業 の 事

業 拡 大 を 支 援 し 、 競 争 力 強 化 と 付 加 価 値 の 向 上 を 後 押 し し ま す 。

 ベ ン チ ャ ー 企 業 等 の 見 本 市 へ の 出 展 支 援 や P R 支 援 に よ り 、 新 商

品 や 新 技 術 の 販 路 開 拓 を 促 進 し 、 企 業 の 成 長 と 新 分 野 進 出 に つ

な げ ま す 。

 関 係 機 関 と の 連 携 に よ り 、 事 業 の 承 継 を 促 進 し 、 地 域 産 業 や 技 術

の 継 承 と 持 続 的 な 発 展 に つ な げ ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 工 業 振 興 ビ ジ ョ ン

• 富 山 市 創 業 支 援 等 事 業 計 画

D X ・ G X に よ る 地 域 産 業 の 持 続 可 能 性 向 上

 中 小 企 業 の D X 推 進 に 向 け て 、 商 工 業 団 体 等 と の 連 携 に よ り 、 デ ジ

タ ル 人 材 の 育 成 や デ ジ タ ル 技 術 の 導 入 に 向 け た 取 組 を 推 進 す る こ

と で 、 生 産 性 の 向 上 や 人 手 不 足 の 解 消 を 後 押 し し 、 企 業 の 競 争 力 強

化 に つ な げ ま す 。

 G X の 推 進 に 向 け 、 脱 炭 素 や 省 エ ネ ル ギ ー に 資 す る 技 術 導 入 を 支 援

し 、 持 続 可 能 な 産 業 構 造 へ の 転 換 を 促 進 し ま す 。

施 策

3

取組の写真、イラストなど
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〔 政 策 の 体 系 〕 産 業 ・ 雇 用

未 来 を 支 え る 人 材 の 育 成 と 地 域 定 着政 策

２ 若 者 や 働 く 世 代 の 学 び と 就 業 を 支 援 し 、 地 域 産 業 を 支 え る 人 材 の 育 成 と 定

着 を 目 指 し ま す 。

施 策

１

施 策

2
産 業 人 材 の 育 成 と キ ャ リ ア 形 成 支 援

 職 業 能 力 の 向 上 に 向 け た 実 務 講 座 や 研 修 機 会 の 充 実 に よ り 、 地 域

産 業 を 支 え る 人 材 の 育 成 と 企 業 の 人 材 教 育 を 支 援 し ま す 。

 デ ジ タ ル 分 野 を 含 む 社 会 の ニ ー ズ に 対 応 し た 講 座 の 充 実 を 図 り 、

働 く 人 や 求 職 者 の ス キ ル ア ッ プ と キ ャ リ ア 形 成 を 促 進 し ま す 。

 社 会 人 へ 学 び の 機 会 を 提 供 す る こ と で 、 多 様 な 世 代 の 職 業 能 力 向

上 を 後 押 し し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 教 育 　 政 策 ４ － 施 策 １

若 者 の 就 業 促 進 と 地 域 人 材 の 確 保

取組の写真、イラストなど

 求 職 者 優 位 な 売 り 手 市 場 の 状 況 に 対 し 、 関 係 機 関 と の 連 携 に よ り 、

企 業 情 報 の 発 信 や イ ベ ン ト 周 知 を 強 化 す る こ と で 、 企 業 認 知 度 を

向 上 さ せ る と と も に 、 高 校 生 や 大 学 生 等 と の 接 点 を 確 保 し 市 内 企

業 へ の 就 職 選 択 に つ な げ ま す 。

 富 山 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 の 市 町 村 と 連 携 し 、 合 同 企 業 説 明 会 を 開

催 し て 学 生 と 市 内 企 業 の マ ッ チ ン グ 機 会 を 創 出 し ま す 。

 教 育 機 関 と の 連 携 に よ り 、 県 内 外 の 大 学 と 共 同 で U I J タ ー ン 就 職

意 識 醸 成 イ ベ ン ト 等 を 実 施 し 、 富 山 で 働 く 魅 力 や 市 内 企 業 の 認 知

度 向 上 を 図 り ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕 産 業 ・ 雇 用

多 様 な 人 材 が 活 躍 で き る 環 境 づ く り政 策

３ 誰 も が 希 望 に 応 じ て 安 心 し て 働 き 続 け ら れ る 、 多 様 な 就 業 環 境 づ く り を 促

進 し ま す 。

施 策

１

施 策

2 外 国 人 材 の 受 入 環 境 づ く り と 職 場 定 着 の 支 援

 育 成 就 労 制 度 な ど 外 国 人 材 の 受 入 れ に 関 す る 制 度 や 支 援 策 に つ い

て 、 企 業 へ の 情 報 提 供 や 周 知 啓 発 を 行 い 、 適 正 な 雇 用 管 理 と 受 入

環 境 の 整 備 を 促 進 し ま す 。

 外 国 人 材 が 安 心 し て 働 き 暮 ら せ る よ う 、 関 係 機 関 と 連 携 し 、 生 活 情

報 や 就 労 に 関 す る 相 談 ・ 情 報 提 供 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。

 企 業 や 地 域 に お け る 多 文 化 へ の 理 解 を 促 進 し 、 外 国 人 材 の 職 場 定

着 と 地 域 で の 活 躍 に つ な げ ま す 。

取組の写真、イラストなど

多 様 な 人 材 の 活 躍 促 進 と 就 業 環 境 の 整 備

 多 様 な 人 材 の 受 入 れ に 向 け た 企 業 の 意 識 醸 成 と 環 境 整 備 を 進 め 、

求 職 者 と 企 業 の ミ ス マ ッ チ 解 消 と 、 安 定 し た 雇 用 環 境 の 形 成 に つ な

げ ま す 。

 奨 学 金 の 返 還 に お け る 負 担 軽 減 に 向 け た 取 組 を 進 め 、 若 年 層 の 経

済 的 不 安 の 軽 減 と 職 場 定 着 の 促 進 を 図 り ま す 。

 障 害 者 や ひ と り 親 な ど 多 様 な 人 材 の 就 業 機 会 の 拡 大 に 向 け 、 企 業

へ の 働 き か け や 支 援 制 度 の 活 用 に よ り 、 安 定 し た 雇 用 の 確 保 を 図

り ま す 。

 女 性 が 働 き や す い 職 場 環 境 の 整 備 を 促 進 し 、 就 業 継 続 と 就 業 意 欲

の 向 上 に つ な げ ま す 。

 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー と 連 携 し 、 高 齢 者 の 就 労 機 会 を 拡 大 し ま す 。

 テ レ ワ ー ク や フ レ ッ ク ス タ イ ム 等 の 柔 軟 な 働 き 方 を 普 及 促 進 し 、 多

様 な ラ イ フ ス タ イ ル に 応 じ た 就 業 環 境 づ く り を 進 め ま す 。



〔 政 策 の 体 系 〕 産 業 ・ 雇 用

富 山 で 働 き 挑 戦 で き る 環 境 づ く り政 策

４ 創 業 や 地 元 就 職 、 U I J タ ー ン 、 移 住 ・ 定 住 を 後 押 し し 、 富 山 で 働 き 、 挑 戦 し 、

活 躍 で き る 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

施 策

１

施 策

2

創 業 と 共 創 に よ る 新 た な ビ ジ ネ ス の 創 出

 創 業 支 援 施 設 の 運 営 や 経 営 ・ 技 術 相 談 に よ り 、 創 業 者 や 中 小 企

業 の 新 た な 取 組 を 後 押 し し 、 事 業 化 の 実 現 を 支 援 し ま す 。

 創 業 初 期 に お け る 費 用 の 一 部 助 成 に よ り 、 創 業 の ハ ー ド ル を 下

げ 、 多 様 な 主 体 に よ る 新 規 創 業 を 促 進 し ま す 。

 S k e t c h  L a b に お け る 共 創 プ ロ グ ラ ム の 展 開 と コ ミ ュ ニ テ ィ の

形 成 に よ り 、 多 様 な 主 体 の 連 携 を 促 し 、 新 た な ビ ジ ネ ス の 創 出 に

つ な げ ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 工 業 振 興 ビ ジ ョ ン

• 富 山 市 創 業 支 援 等 事 業 計 画

取組の写真、イラストなど

移 住 ・ 定 住 に よ る 地 域 人 材 の 確 保

 富 山 で 働 く 魅 力 を 移 住 検 討 者 や 若 い 世 代 に 発 信 し 、 地 域 産 業 を 支

え る 人 材 の 確 保 に つ な げ ま す 。

 移 住 相 談 や 情 報 発 信 、 移 住 後 の 伴 走 支 援 に よ り 、 富 山 市 へ の 移 住

と 地 域 で の 就 業 を 促 進 し ま す 。

 介 護 、 保 育 、 農 業 、 交 通 な ど 、 人 材 不 足 が 課 題 の 分 野 に 対 し て 移 住

促 進 の 取 組 を 展 開 し 、 地 域 を 支 え る 担 い 手 の 確 保 を 図 り ま す 。
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分野
１１

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 観 光 資 源 の 魅 力 を 体 験 と 消 費 に つ な げ 、 広 域 周 遊 と 交 流 の 創 出

を 推 進 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

 ニ ュ ー ヨ ー ク ・ タ イ ム ズ 紙 の 「 ２ ０ ２ ５ 年 に 行 く べ き ５ ２ か 所 」 に 選 定 さ れ

た 効 果 も あ り 、 富 山 市 は 旅 行 先 の 一 つ と し て 国 内 外 か ら 注 目 を 集 め 、 観

光 客 数 は コ ロ ナ 禍 か ら 回 復 傾 向 に あ り ま す 。

 一 方 、 滞 在 日 数 の 延 伸 や 観 光 消 費 の 拡 大 に は 十 分 に つ な が っ て お ら ず 、

広 域 周 遊 の 動 線 や 情 報 発 信 、 受 入 体 制 の 面 で も 課 題 が あ り ま す 。 ま た 、

来 訪 者 の 増 加 を 、 継 続 的 な 再 訪 や 地 域 と の 関 係 づ く り に つ な げ る 取 組

が 求 め ら れ て い ま す 。

 今 後 、 観 光 資 源 の 認 知 に と ど ま ら ず 、 体 験 、 滞 在 、 消 費 に つ な げ る 取 組

を 進 め る と と も に 、 ま ち な か を 拠 点 と し た 山 間 部 や 海 沿 い エ リ ア を 含 む

広 域 的 な 観 光 動 線 の 形 成 や 、 公 共 交 通 を 活 用 し た 周 遊 環 境 の 充 実 を 図

り ま す 。 ま た 、 ガ ラ ス や く す り 、 食 な ど 富 山 市 独 自 の 魅 力 発 信 を 強 化 す

る と と も に 、 多 様 な 交 流 機 会 の 創 出 に よ り 、 交 流 人 口 や 関 係 人 口 の 拡 大

に つ な げ ま す 。

観光・交流分野に関連するSDGｓゴール



103

〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

広域連携による滞在型観光の拡大が求
められています。

①

公 共 交 通 を 活 用 し た 市 内 周 遊 は 一 定 程 度 定

着 し て い る も の の 、 日 帰 り 観 光 の 割 合 が 高 く 、

滞 在 日 数 の 伸 び に つ な が っ て い ま せ ん 。 ま ち

な か と 山 ・ 海 、 さ ら に は 周 辺 地 域 を 組 み 合 わ

せ た 広 域 的 な 観 光 動 線 の 形 成 が 求 め ら れ て

い ま す 。

地域資源を生かした体験型観光の充実
が求められています。

②

ガ ラ ス や く す り な ど 富 山 市 独 自 の 資 源 は 一

定 の 認 知 は さ れ て い る も の の 、 観 光 消 費 や

体 験 機 会 の 広 が り 、 市 民 へ の 浸 透 に は な お

課 題 が あ り ま す 。 資 源 の 磨 き 上 げ と 発 信 の

強 化 が 求 め ら れ て い ま す 。

交流人口の拡大に向けたコンベンション
等の誘致強化が求められています。③

コ ン ベ ン シ ョ ン の 開 催 件 数 や 参 加 者 数 は 回

復 傾 向 に あ る も の の 、 コ ロ ナ 禍 前 の 水 準 に は

至 っ て い ま せ ん 。 大 規 模 会 議 に 対 応 で き る 施

設 や 宿 泊 受 入 先 、 観 光 コ ン テ ン ツ の ほ か 、 開

催 に 対 す る 支 援 制 度 等 の 情 報 を 広 く 発 信 し

て い く こ と が 求 め ら れ て い ま す 。

継続的な来訪につながる交流機会の充
実が求められています。

④

観 光 ・ 交 流

本市を拠点とした市外・
県外への広域観光者数

基準 995,162人
（令和7年度）

１，１0０，０００人
（令和13年度）

観光客の再訪意向

基準 47.2％
（令和７年度末時点）

富山県ウェブ
アンケートデータ

（仮称）とやまくすりミュージ
アム来訪者による経済効果

富山市調査

10億500万円
（令和13年度）

富山市調査

目標
目標

基準

目標
53.0％
（令和13年度末時点）

目標

基準 新規

コンベンション等開催数
及び参加者数

82件／32,384人
（令和７年度）

富山市調査

８８件／３２，７００人
（令和13年度）

人 口 減 少 が 進 む 中 、 来 訪 者 の 拡 大 に 加 え 、 地

域 と 継 続 的 に 関 わ る 関 係 人 口 の 創 出 が 重 要

と な っ て い ま す 。 多 様 な 交 流 機 会 の 創 出 に よ

り 、 再 訪 の 促 進 や 地 域 と の つ な が り の 拡 大 を

図 る 必 要 が あ り ま す 。

写真

市 内 宿 泊 施 設 に お け る 延 べ 宿 泊 者 数ガ ラ ス 工 房 体 験 プ ロ グ ラ ム 参 加 者 数 の 推 移

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」出典：富山市調査

90.7

96.3 96.3
103.6

60.6
65.1

85.4

96.5 97.9 93.8

0

20

40

60

80

100

120

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 （年）

（万人）

12,988 13,084
12,198 11,988

9,398
11,063

13,617

12,499

14,174
14,589

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 （年度）

（人）

コ ン ベ ン シ ョ ン 等 開 催 数 及 び 参 加 者 数

出典：富山市調査

6
17

56

76

90
82

1,875

8,654

20,143

30,273

36,396

32,384

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

R2 R3 R4 R5 R6 R7

（人）

（年度）

（件）

開催数（左軸） 参加者数（右軸）



104

〔 政 策 の 体 系 〕 観 光 ・ 交 流

魅 力 あ る 観 光 資 源 の 創 出 と 発 信政 策

１ 富 山 独 自 の 資 源 を 生 か し 、 多 彩 な 魅 力 を 創 出 ・ 発 信 し ま す 。

施 策

１

施 策

2

施 策

３

主 な 関 連 計 画

• く す り 関 連 施 設 基 本 構 想 ・ 基 本 計 画

• ガ ラ ス の 街 づ く り ビ ジ ョ ン

「 富 山 の 食 」 の 魅 力 発 信

 す し を は じ め と す る 富 山 の 食 の 魅 力 を 発 信 し 、 富 山 の 豊 か な 食 文

化 の 認 知 度 向 上 を 図 り ま す 。

 富 山 市 が 有 す る 豊 か な 食 や 物 産 に つ い て 、 首 都 圏 な ど で 開 催 さ れ

る 物 産 展 ・ 展 示 会 へ の 出 展 な ど に よ り P R を 行 い 、 販 路 拡 大 に 貢 献

し ま す 。

「 薬 都 と や ま 」 ブ ラ ン ド の 確 立

 （ 仮 称 ） と や ま く す り ミ ュ ー ジ ア ム を 整 備 し 、 デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し

た 体 験 型 施 設 と し て 、 「 富 山 の く す り 」 の 歴 史 ・ 文 化 を 魅 力 的 に 発

信 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 郷 土 愛 　 政 策 ２ ー 施 策 １

 「 富 山 や く ぜ ん 」 認 定 店 舗 数 及 び 認 定 品 目 数 の 増 加 と 市 民 へ の 認

知 度 向 上 を 図 り 、 S N S 等 を 活 用 し た 情 報 発 信 と イ ベ ン ト 開 催 に よ

り 、 地 域 ブ ラ ン ド の 浸 透 を 図 り ま す 。

「 ガ ラ ス の 街 と や ま 」 観 光 体 験 の 充 実

 富 山 市 ガ ラ ス 工 房 で の ガ ラ ス 制 作 体 験 や ガ ラ ス 美 術 館 で の 展 覧 会

鑑 賞 な ど 、 多 彩 な 観 光 プ ロ グ ラ ム を 展 開 し 、 来 訪 者 に 「 ガ ラ ス の 街

と や ま 」 な ら で は の コ ン テ ン ツ を 提 供 し ま す 。

 ガ ラ ス 造 形 研 究 所 で の 国 内 外 の 作 家 に よ る 公 開 講 座 や 制 作 実 演 な

ど の 機 会 を 生 か し 、 学 生 や 市 民 と の 交 流 を 促 進 し ま す 。

 ガ ラ ス 文 化 の 発 信 や 関 連 事 業 を 通 じ て 国 内 外 か ら の 来 訪 を 促 進 し 、

「 ガ ラ ス の 街 と や ま 」 の ブ ラ ン ド 力 向 上 を 図 り ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 文 化 ・ 芸 術 　 政 策 ２ － 施 策 ４

伝 統 文 化 ・ 行 事 の 新 た な 魅 力 の 創 出 と 継 承 支 援

 富 山 市 を 代 表 す る 伝 統 文 化 で あ る 「 お わ ら 風 の 盆 」 や 「 曳 山 祭 り 」

な ど に つ い て 、 担 い 手 の 育 成 や 新 た な 魅 力 の 創 出 ・ 発 信 を 図 り 、 持

続 可 能 な 伝 統 行 事 と し て 継 承 し て い き ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 文 化 ・ 芸 術 　 政 策 ３ ー 施 策 ２

施 策

４



〔 政 策 の 体 系 〕 観 光 ・ 交 流

滞 在 型 観 光 と 広 域 周 遊 の 推 進政 策

２ 外 国 人 観 光 客 を は じ め と す る 多 様 な 来 訪 者 の 誘 致 と 受 入 環 境 づ く り を 進 め 、

市 内 の 周 遊 と 滞 在 を 促 進 し ま す 。

富 山 の 魅 力 を 生 か し た 広 域 ・ 滞 在 型 観 光 の 推 進

 複 数 日 に わ た り 市 内 各 地 や 県 内 広 域 を 巡 る 滞 在 型 観 光 を 促 進 す

る た め 、 市 内 電 車 の 割 引 ・ 無 料 利 用 券 を 配 布 し 公 共 交 通 に よ る 周

遊 環 境 を 整 備 し ま す 。

 ま ち な か を 起 点 に 、 山 間 部 や 海 沿 い エ リ ア を 含 む モ デ ル コ ー ス を

形 成 し 、 観 光 客 に 分 か り や す く 発 信 し て 滞 在 日 数 の 延 長 を 後 押 し

し ま す 。

 富 山 広 域 連 携 中 枢 都 市 圏 の 市 町 村 と 合 同 で 観 光 物 産 プ ロ モ ー

シ ョ ン を 展 開 し 、 圏 域 全 体 の 滞 在 型 観 光 連 携 を 強 化 し ま す 。

施 策

2 観 光 客 の 誘 致 と 受 入 環 境 の 充 実

 国 外 か ら の 高 付 加 価 値 旅 行 者 を タ ー ゲ ッ ト に 、 近 隣 自 治 体 と 連

携 し て 富 山 市 の 観 光 コ ン テ ン ツ や 滞 在 モ デ ル プ ラ ン を P R す る な

ど 、 積 極 的 な 誘 客 を 図 り ま す 。

 城 址 公 園 内 で の 甲 冑 体 験 ・ 乗 馬 体 験 な ど 、 外 国 人 観 光 客 に 人 気

の あ る 体 験 型 コ ン テ ン ツ の 充 実 を 図 り ま す 。

 観 光 案 内 所 等 で の 多 言 語 に よ る 観 光 案 内 や 相 談 対 応 、 ガ イ ド

マ ッ プ の 充 実 に よ り 、 来 訪 者 が 安 心 し て 市 内 を 周 遊 で き る 受 入

環 境 の 整 備 を 進 め ま す 。

取組の写真、イラストなど

施 策

１
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〔 政 策 の 体 系 〕 観 光 ・ 交 流

多 様 な 交 流 の 場 の 創 出政 策

３ 多 様 な 交 流 機 会 を 創 出 し 、 人 と 地 域 の つ な が り を 深 め ま す 。

施 策

１

施 策

2

コ ン ベ ン シ ョ ン 等 の 誘 致 の 促 進

施 策

３

 国 内 外 の コ ン ベ ン シ ョ ン や 合 宿 等 の 誘 致 に 向 け 、 県 や コ ン ベ ン

シ ョ ン ビ ュ ー ロ ー 、 宿 泊 ・ 観 光 業 者 等 と 連 携 し 、 支 援 制 度 の 周 知

や 誘 致 活 動 を 積 極 的 に 展 開 し ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 第 2 次 富 山 市 ス ポ ー ツ プ ラ ン

• 富 山 市 文 化 創 造 都 市 ビ ジ ョ ン

取組の写真、イラストなど

ス ポ ー ツ を 通 じ た 交 流 の 推 進

 ま ち な か の ア リ ー ナ を 核 と し た イ ベ ン ト 開 催 な ど を 通 じ て 、 地 域 の

活 性 化 ・ 賑 わ い 創 出 を 図 り ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 ス ポ ー ツ 　 政 策 ４ － 施 策 ２

 プ ロ ス ポ ー ツ チ ー ム や ア リ ー ナ 運 営 事 業 者 と 連 携 し 、 フ ァ ン の 掘 り

起 こ し や 、 来 場 者 が 市 内 で 食 事 や 買 物 を 楽 し む た め の 取 組 を 推 進

し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 ス ポ ー ツ 　 政 策 ２ － 施 策 １ 　 政 策 ４ － 施 策 ２

国 際 交 流 の 推 進

 相 互 の 訪 問 団 派 遣 ・ 受 入 れ な ど に よ り 長 く 交 流 を 深 め て き た ４ つ

の 「 姉 妹 友 好 都 市 」 （ ブ ラ ジ ル の モ ジ ・ ダ ス ・ ク ル ー ゼ ス 市 、 中 国 の

秦 皇 島 市 、 ア メ リ カ の ダ ー ラ ム 市 、 オ ー ス ト ラ リ ア の ダ ボ ・ リ ー ジ ョ

ナ ル ・ カ ウ ン シ ル ） と 、 観 光 や 文 化 な ど 新 た な 交 流 を 視 野 に 入 れ 、

今 後 も 友 好 な 関 係 の 構 築 に 努 め ま す 。

 ま ち づ く り ・ 環 境 ・ 文 化 な ど 、 特 定 の 分 野 に お け る 国 際 交 流 協 定 に

よ る 都 市 と の 交 流 を 幅 広 く 展 開 し 、 国 際 交 流 の 推 進 に つ な げ ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕 観 光 ・ 交 流

再 来 訪 の 促 進 と 関 係 人 口 の 拡 大政 策

４ 富 山 な ら で は の 魅 力 と 交 流 機 会 を 生 か し 、 再 来 訪 や 継 続 的 な 関 わ り を 促 進

し 、 関 係 人 口 の 拡 大 を 図 り ま す 。

施 策

１

施 策

2

再 来 訪 に つ な が る 観 光 コ ン テ ン ツ の 充 実

 コ ン ベ ン シ ョ ン の 参 加 者 を 対 象 と し て 会 議 の 前 後 に 行 わ れ る エ ク

ス カ ー シ ョ ン な ど で 、 富 山 の 歴 史 や 文 化 に 触 れ な が ら 富 山 の 魅

力 を 感 じ る 機 会 を 創 出 し 、 再 来 訪 を 促 し ま す 。

 「 薬 都 と や ま 」 、 「 ガ ラ ス の 街 と や ま 」 、 「 富 山 の 食 」 、 「 お わ ら 風 の

盆 」 な ど の 地 域 資 源 を 生 か し た 観 光 コ ン テ ン ツ を 充 実 さ せ 、 来 訪

者 が ま た 来 た い と 感 じ る 機 会 を 広 げ ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ ン 推 進 指 針

継 続 的 な 来 訪 と 二 地 域 居 住 の 促 進

 富 山 の 自 然 ・ 食 ・ 文 化 ・ ス ポ ー ツ な ど の 魅 力 を 発 信 し 、 来 訪 者 が 継

続 的 に 富 山 と 関 わ る き っ か け づ く り を 進 め ま す 。

 富 山 市 で の 二 地 域 居 住 や 季 節 ご と の 滞 在 な ど 多 様 な 関 わ り 方 を 促

進 し 、 関 係 人 口 の 拡 大 を 図 り ま す 。

 地 域 や 事 業 者 と 連 携 し 、 来 訪 者 が 地 域 の 活 動 や 交 流 の 場 に 参 加 し

や す い 環 境 づ く り を 進 め 、 継 続 的 な 来 訪 や 将 来 的 な 移 住 ・ 定 住 に

つ な げ ま す 。

施 策

３
自 然 資 源 を 生 か し た 再 来 訪 と 交 流 の 促 進

 富 山 湾 、 神 通 川 、 牛 岳 、 立 山 山 麓 、 呉 羽 丘 陵 な ど 、 富 山 市 の 多 様 な

自 然 資 源 を 生 か し 、 季 節 や 目 的 に 応 じ て 繰 り 返 し 訪 れ た く な る 自

然 体 験 や 交 流 機 会 の 創 出 を 図 り 、 関 係 人 口 や 交 流 人 口 の 拡 大 に つ

な げ ま す 。

取組の写真、イラストなど
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分野
１２

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 生 産 性 の 向 上 と 担 い 手 の 育 成 ・ 確 保 、 富 山 の 豊 か な 自 然 が 育 む 農

林 水 産 物 の 高 付 加 価 値 化 に 取 り 組 み 、 稼 げ る 農 林 水 産 業 の 実 現 を

目 指 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

農林水産分野に関連するSDGｓゴール

 農 林 水 産 業 は 、 田 園 地 帯 や 中 山 間 地 域 を 含 む 地 域 経 済 の 発 展 や 自 然 環

境 の 保 全 、 良 好 な 景 観 の 形 成 な ど 、 多 様 な 役 割 を 担 っ て い ま す 。

 富 山 市 は 、 気 候 風 土 と 豊 富 な 水 資 源 に 恵 ま れ 、 9 5 ％ を 超 え る 水 田 率 を

誇 る 米 を 中 心 に 、 野 菜 、 果 樹 、 花 き 、 畜 産 と い っ た 地 域 の 特 性 を 生 か し

た 多 様 な 農 業 が 展 開 さ れ て い ま す 。 ま た 、 「 天 然 の い け す 」 と 称 さ れ る

富 山 湾 で は 、 四 季 を 通 じ て 豊 富 な 種 類 の 魚 介 類 が 水 揚 げ さ れ 、 富 山 の

食 文 化 を 彩 っ て い ま す 。

 し か し 、 人 口 減 少 や 高 齢 化 に よ り 、 生 産 者 や 集 落 の 担 い 手 不 足 に 直 面 し

て お り 、 農 山 漁 村 の 集 落 機 能 の 低 下 な ど の 厳 し い 課 題 が あ り ま す 。

 今 後 は 、 地 域 ぐ る み に よ る 担 い 手 の 育 成 ・ 確 保 、 経 営 基 盤 の 強 化 、 先 端

テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 し た 省 力 化 ・ 効 率 化 、 プ ロ モ ー シ ョ ン 活 動 に よ る 販

路 拡 大 を 図 り 、 収 益 性 の 高 い 農 林 水 産 業 を 実 現 す る と と も に 、 産 業 と し

て の 魅 力 を 向 上 さ せ る 取 組 を 推 進 し ま す 。



〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

農業の担い手の育成・確保や農地の集約・
集積化の促進が求められています。①

豊かな森林資源の循環利用や計画的な森
林整備が求められています。

②

持続性のある漁業の振興が求められてい
ます。

③

主 要 魚 種 の ホ タ ル イ カ や シ ロ エ ビ な ど の ブ ラ

ン ド 力 を 更 に 高 め る た め 、 県 内 外 で の 競 争 力

強 化 と 資 源 保 全 に 努 め 、 持 続 可 能 な 漁 業 の

発 展 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。

都市住民との交流を通じた中山間地域
の活性化が求められています。

④

中 山 間 地 域 で は 、 担 い 手 不 足 や 耕 作 放 棄 地

の 増 加 が 深 刻 化 し 、 地 域 活 力 の 低 下 が 懸 念

さ れ て い ま す 。 そ の た め 、 都 市 住 民 と の 連

携 ・ 交 流 を 促 進 し 、 地 域 の 活 性 化 を 図 る 必 要

が あ り ま す 。
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農 業 者 の 高 齢 化 や 主 食 用 米 の 需 要 減 少 な ど
に よ り 、 担 い 手 が 減 少 し て い ま す 。 新 規 就 農
者 の 確 保 や ス マ ー ト 農 業 の 推 進 に よ り 、 担
い 手 の 経 営 基 盤 を 強 化 し 収 益 力 を 高 め る 必
要 が あ り ま す 。

市 域 の 約 7 割 を 占 め る 森 林 は 、 土 砂 流 出 防 止
や 水 源 涵 養 、 生 態 系 保 全 な ど の 重 要 な 公 益
的 機 能 を 有 し て い ま す 。 こ の 資 源 を 守 る た め 、
林 業 の 生 産 ・ 経 営 基 盤 を 強 化 し 、 多 様 な 主 体
に よ る 森 づ く り を 進 め る 必 要 が あ り ま す 。

組 織 形 態 別 認 定 農 業 者 数 地 域 材 生 産 量

漁 獲 量 及 び 漁 獲 高 （ 水 橋 、 岩 瀬 、 四 方 漁 港 の 合 計 ）

認定農業者・認定新規就
農者数及び法人数

基準
認定農業者・
認定新規就農者数　
法人数　　　　　　　　 １４４法人
（令和７年度）

市の事業を活用して実施し
た間伐等の森林整備面積

基準 110.0ha
（令和２年度から
令和6年度までの平均）

棚田保全活動
集落数

８３集落
（令和7年度）

富山市調査

基準 基準

富山市調査 富山市調査 富山市調査

漁業者数
（とやま市漁協の
正・准組合員数）

１６0人
（令和７年度）

目標 目標 目標 目標 概ね現状維持
（令和１３年度）

399
経営体

認定農業者・
認定新規就農者数　
法人数　　　　　　　　 １56法人
（令和１３年度）

概ね
現状維持 １３０.0ha

（令和13年度）

出典：富山市調査
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〔 政 策 の 体 系 〕 農 林 水 産

持 続 可 能 な 農 業 の 推 進政 策

１ 稼 げ る 農 業 を 推 進 し 、 地 域 農 業 の 発 展 と 食 の 安 定 供 給 を 図 り ま す 。

農 業 の 担 い 手 の 育 成 ・ 確 保
施 策

１

施 策

2 ス マ ー ト 農 業 の 推 進 と 生 産 基 盤 の 整 備

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 農 業 ・ 農 村 振 興 計 画

• 富 山 市 鳥 獣 被 害 防 止 計 画

農 林 水 産 物 の 高 付 加 価 値 化
施 策

3

施 策

4 安 全 ・ 安 心 な 農 林 水 産 物 の 供 給

 担 い 手 の 法 人 化 及 び 企 業 参 入 を 促 進 し 、 経 営 基 盤 が 安 定 し た 大 規 模

な 農 業 経 営 体 の 育 成 ・ 確 保 を 図 り ま す 。

 地 域 農 業 の 担 い 手 を 確 保 す る た め 、 若 い 農 業 者 な ど の 就 農 支 援 ・ 育

成 や 県 外 か ら の 就 農 者 の 移 住 促 進 な ど 、 積 極 的 な 担 い 手 の 育 成 ・ 確

保 施 策 を 展 開 し ま す 。

 地 域 の 移 住 者 ・ 就 農 者 の 受 入 体 制 の 整 備 を 伴 走 支 援 し 、 地 域 主 体 の

新 規 就 農 希 望 者 の 農 業 体 験 活 動 を 支 援 し ま す 。

 I C T や ロ ボ ッ ト 技 術 等 先 端 テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 す る ス マ ー ト 農 業

に 対 応 し た 基 盤 整 備 な ど を 推 進 し 、 生 産 性 向 上 を 図 り ま す 。

 大 区 画 の ほ 場 整 備 を 促 進 す る と と も に 、 農 地 中 間 管 理 機 構 を 活 用

し た 農 地 の 集 積 ・ 集 約 化 を 進 め 、 農 業 の 効 率 化 を 図 り ま す 。

 富 山 の 豊 か な 自 然 の 中 で 育 つ 農 林 水 産 物 の ブ ラ ン ド 力 強 化 、 6 次

産 業 化 、 W e b 販 売 を は じ め と し た 国 内 外 へ の 販 路 拡 大 、 地 産 地 消

の 促 進 を 支 援 し 、 農 林 水 産 物 の 適 正 な 価 格 形 成 と 流 通 の 合 理 化 、

高 付 加 価 値 化 を 図 り ま す 。

 人 ・ 自 然 に や さ し い 有 機 農 業 を 推 進 し 、 生 産 性 と 持 続 性 が 両 立 し た

自 然 と 調 和 す る 農 業 の 実 現 を 目 指 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 環 境 　 政 策 １ ー 施 策 １

 食 の 流 通 を 支 え る 卸 売 市 場 を 適 正 に 運 営 し 、 市 民 生 活 の 安 定 と 向

上 を 図 る と と も に 、 生 産 者 の 継 続 的 で 安 定 的 な 販 売 ル ー ト を 確 保

し ま す 。

 イ ノ シ シ や カ ラ ス 等 の 有 害 鳥 獣 に よ る 農 作 物 被 害 の 軽 減 を 図 る た

め 、 侵 入 防 止 対 策 や 捕 獲 対 策 の ほ か 、 放 任 果 樹 の 除 去 等 の 環 境 管

理 を 継 続 的 に 行 い ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕 農 林 水 産

森 づ く り と 林 業 振 興 の 推 進政 策

２ 林 業 生 産 の 強 化 や 多 様 な 主 体 に よ る 森 づ く り を 推 進 し ま す 。

施 策

１

施 策

2

林 業 の 担 い 手 の 育 成 ・ 確 保 と 市 民 参 加 の 森 づ く り の 推 進
施 策

３

地 域 資 源 で あ る 市 内 産 材 の 利 用 拡 大

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 農 業 ・ 農 村 振 興 計 画

• 富 山 市 森 づ く り プ ラ ン

豊 か な 森 林 整 備 の 推 進

取組の写真、イラストなど

 森 林 資 源 の 循 環 利 用 を 図 る た め 、 間 伐 や 主 伐 後 の 再 造 林 な ど 健 全

な 森 林 整 備 を 推 進 し 、 森 林 の 多 面 的 機 能 の 維 持 を 図 り ま す 。

 地 元 住 民 と の 協 働 に よ り 、 里 山 林 や 竹 林 の 整 備 に 取 り 組 み ま す 。

 市 内 産 材 の 住 宅 利 用 を 活 性 化 し 、 と や ま の 木 の 温 も り あ る 優 良 な

家 づ く り を 促 進 し ま す 。

 未 利 用 材 に つ い て 木 質 ペ レ ッ ト な ど 新 た な 資 源 利 用 を 促 進 し 、 市

内 産 材 の 消 費 拡 大 を 目 指 し ま す 。

 林 業 従 事 者 の 雇 用 環 境 の 改 善 を 図 り 、 林 業 の 担 い 手 の 育 成 ・ 確 保

に つ な げ ま す 。

 森 林 ボ ラ ン テ ィ ア と 連 携 し 、 市 民 参 加 に よ る 森 づ く り を 推 進 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 環 境 　 政 策 １ ー 施 策 １



〔 政 策 の 体 系 〕 農 林 水 産

水 産 業 の 振 興政 策

３ 富 山 の 魚 介 類 の ブ ラ ン ド 力 を 高 め 、 持 続 性 の あ る 水 産 業 の 振 興 を 図 り ま す 。

ブ ラ ン ド 力 の 向 上 と 情 報 発 信 強 化
施 策

１

 と や ま の 魚 介 類 を 県 内 外 に Ｐ Ｒ す る こ と で 、 ブ ラ ン ド 力 を 高 め 、 漁

業 関 係 者 の 安 定 し た 経 営 を 支 援 し ま す 。

 漁 業 関 係 者 や 消 費 者 と の 交 流 イ ベ ン ト を 開 催 し 、 水 産 物 の 魅 力 発

信 と 消 費 促 進 を 図 り ま す 。

取組の写真、イラストなど

持 続 可 能 な 漁 業 の 振 興
施 策

２

 漁 港 施 設 の 機 能 を 保 全 し 、 安 全 な 漁 業 環 境 を 維 持 し ま す 。

 漁 業 の 効 率 化 の ほ か 、 ヒ ラ メ や ク ロ ダ イ 等 の 栽 培 漁 業 を 支 援 し 、 持

続 性 の あ る 漁 業 の 振 興 を 目 指 し ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕 農 林 水 産

中 山 間 地 域 農 業 の 活 性 化政 策

４ 豊 か な 自 然 を 強 み と し た 、 中 山 間 地 域 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

施 策

１

施 策

2
地 域 資 源 を 生 か し た 農 業 ・ 産 業 の 育 成

中 山 間 地 域 に お け る 資 源 の 保 全 ・ 整 備 と 魅 力 あ る 空 間 づ く り

取組の写真、イラストなど

 地 域 が 主 体 で 行 う 棚 田 や 農 地 、 周 辺 環 境 の 保 全 活 動 を 支 援 し 、 水

源 涵 養 、 洪 水 防 止 な ど 多 面 的 機 能 の 維 持 と 美 し い 景 観 の 保 全 を 図

り ま す 。

 富 山 の 豊 か な 自 然 を 楽 し む こ と が で き る 森 林 公 園 や 登 山 道 な ど の

自 然 体 験 空 間 の 保 全 を 図 り ま す 。

 ス マ ー ト 農 業 の 活 用 や 、 集 落 営 農 の 法 人 化 ・ 組 織 化 、 農 村 R M O ・

地 域 運 営 組 織 の 形 成 ・ 活 動 を 促 進 し 、 中 山 間 地 域 に お け る 農 業 の

担 い 手 不 足 へ の 対 応 を 図 り ま す 。

 棚 田 米 、 地 場 野 菜 、 農 産 加 工 品 な ど 地 域 固 有 の 産 品 の 6 次 産 業 化 ・

高 付 加 価 値 化 や 、 農 業 体 験 、 農 家 レ ス ト ラ ン な ど 農 山 村 の 魅 力 を 生

か し た 地 場 産 業 の 活 性 化 を 支 援 し ま す 。

施 策

３ 都 市 と の 交 流 に よ る 新 た な 価 値 の 創 出

 地 域 お こ し 協 力 隊 や テ レ ワ ー カ ー な ど の 都 市 人 材 の 受 入 環 境 を 整

備 し 、 中 山 間 地 域 に 新 た な 活 力 を も た ら し ま す 。

 W e b 販 売 や ふ る さ と 納 税 の 活 用 な ど に よ り 中 山 間 地 域 へ の 理 解

と 愛 着 を 深 め る こ と で 、 新 た な 担 い 手 の 確 保 に つ な げ ま す 。
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分野
１３

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 豊 か な 自 然 環 境 の 保 全 と 持 続 可 能 な 地 域 づ く り を 目 指 し 、 市 民

や 事 業 者 と 連 携 し て 環 境 負 荷 の 低 減 と 資 源 循 環 を 推 進 し ま す 。

写真①

写真②

写真③

環境分野に関連するSDGｓゴール

 富 山 市 は 、 森 林 、 里 山 、 水 辺 や 海 辺 な ど 、 豊 か な 自 然 環 境 を 有 す る と と

も に 、 環 境 モ デ ル 都 市 、 環 境 未 来 都 市 、 S D G s 未 来 都 市 と し て 、 環 境 と

都 市 づ く り を 一 体 的 に 進 め る 基 盤 を 築 い て き ま し た 。

 し か し 、 気 候 変 動 に よ る 影 響 の 深 刻 化 が 課 題 と な っ て い ま す 。 そ の た め 、

市 民 一 人 ひ と り の 環 境 意 識 の 向 上 や 持 続 可 能 な 行 動 の 促 進 が 一 層 求 め

ら れ て い ま す 。

 今 後 も 、 脱 炭 素 社 会 の 実 現 に 向 け た 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 削 減 や 再 生 可

能 エ ネ ル ギ ー の 普 及 拡 大 を 進 め ま す 。 自 然 環 境 や 生 活 環 境 の 保 全 、 循 環

型 社 会 の 構 築 に 注 力 す る と と も に 、 市 民 や 事 業 者 と 連 携 し 、 環 境 活 動 や

環 境 教 育 の 充 実 を 図 り 、 誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る 自 然 環 境 を 次 世 代 に

継 承 し ま す 。
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

豊かな自然の保全が求められています。
①

富 山 市 は 、 海 岸 か ら 山 間 部 ま で の 広 大 で 起

伏 に 富 ん だ 地 形 と 豊 か な 自 然 環 境 を 有 し て

い ま す 。 こ の 財 産 を 次 世 代 に 継 承 す る た め 、

保 全 活 動 や 自 然 を 身 近 に 感 じ ら れ る ま ち づ

く り の 推 進 が 求 め ら れ て い ま す 。

健康で快適な生活環境の保全が求めら
れています。

②

美 し い ま ち を 守 り 、 良 好 な 生 活 環 境 を 将 来 に

引 き 継 ぐ た め 、 環 境 汚 染 の 防 止 対 策 や 人 口

減 少 な ど に 伴 う 空 き 家 ・ 空 き 地 の 増 加 へ の

対 策 が 求 め ら れ て い ま す 。

資源循環を基調とした生活の豊かさと
環境の保全の両立が求められています。③

大 量 生 産 ・ 大 量 消 費 ・ 大 量 廃 棄 型 の 経 済 社 会

活 動 は 、 資 源 の 枯 渇 と 廃 棄 物 の 最 終 処 分 場

の 逼 迫 に つ な が り ま す 。 自 然 と 共 生 し 、 持 続

可 能 な 社 会 を 目 指 す た め 、 資 源 の 効 率 的 な

利 用 や 廃 棄 物 の 発 生 抑 制 、 循 環 型 の ラ イ フ ス

タ イ ル へ の 転 換 が 求 め ら れ て い ま す 。

ゼロカーボンシティの実現に向けた取組
の推進が求められています。

④

近 年 、 自 然 災 害 の 激 甚 化 ・ 頻 発 化 な ど 、 地 球

温 暖 化 に よ る 影 響 が 深 刻 化 し て い ま す 。 富 山

市 は 、 ２ ０ ５ ０ 年 ま で に 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量

実 質 ゼ ロ を 目 指 す 「 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 」 を

表 明 し て お り 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入 促

進 を は じ め と し た 、 地 球 温 暖 化 対 策 の 推 進 が

求 め ら れ て い ま す 。

環 境
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環境保全活動の写真

富 山 市 の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 の 削 減 割 合 の 推 移

（ 平 成 ２ ５ 年 度 比 ）

リ サ イ ク ル 率 の 推 移

基準 ７７件
（令和７年度）

富山市調査

市民１人１日あたりの
燃やすしかないごみ及び
燃やせないごみの排出量

５０7ｇ/人日
（令和７年度）

富山市調査

４３２ｇ/人日
（令和13年度）

温室効果ガス排出量の
削減割合

（平成25年度比）

２４．２％
（令和４年度）

富山市調査

４０．６％
（令和10年度）

基準

目標

基準

目標

市民１人あたりの身近な緑の
オープンスペースの面積

基準 10.4m2/人
（令和７年度）

富山市調査

市が関与・支援した
空き家の解消件数

目標目標 10.9m2/人
（令和７年度）

１０５件
（令和１３年度）
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出典：富山市調査

市 内 の 空 き 家 件 数 の 推 移

出典：富山市調査 出典：富山市調査



〔 政 策 の 体 系 〕 環 境

豊 か な 自 然 と 美 し い ま ち の 調 和 の 推 進政 策

１ 豊 か な 自 然 を 次 世 代 に 継 承 す る た め の 取 組 を 進 め ま す 。

水 と 緑 の 保 全 ・ 活 用 の 推 進
施 策

１

 美 し く 四 季 折 々 の 景 観 を 形 成 す る 水 源 地 域 を 含 む 水 辺 環 境 の 保

全 ・ 整 備 を 推 進 し ま す 。

 林 業 生 産 ・ 経 営 基 盤 の 強 化 を 通 じ 、 計 画 的 な 森 林 整 備 や 市 民 参

加 に よ る 里 山 の 整 備 ・ 保 全 を 推 進 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 農 林 水 産 　 政 策 ２ － 施 策 ３

 生 物 多 様 性 を 重 視 し 、 地 域 資 源 の 循 環 を 図 る 有 機 農 業 な ど 環 境

に や さ し い 農 業 を 推 進 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 農 林 水 産 　 政 策 １ ー 施 策 ４

施 策

2 豊 か な 自 然 空 間 の 整 備

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 環 境 基 本 計 画

• 富 山 市 農 業 ・ 農 村 振 興 計 画

 自 然 と 都 市 が 調 和 し た 景 観 資 源 で あ る 松 川 公 園 の 桜 並 木 や 河

川 ・ 用 水 沿 い の 街 路 樹 ・ 遊 歩 道 な ど 、 ま ち な か の 貴 重 な 四 季 の 彩

り を 保 全 ・ 活 用 し 、 自 然 と 都 市 が 調 和 し た 景 観 形 成 を 進 め ま す 。

 ま ち な か に 四 季 折 々 の フ ラ ワ ー ハ ン ギ ン グ バ ス ケ ッ ト （ 花 か ご ）

を 設 置 す る な ど 、 花 と 緑 の 潤 い を 感 じ る こ と が で き る 歩 行 空 間

づ く り を 推 進 し ま す 。

 地 区 公 園 ・ 近 隣 公 園 な ど 身 近 な 公 園 の 整 備 ・ 維 持 管 理 を 進 め 、 市

民 が 生 活 の 中 で 自 然 に 親 し め る 環 境 を 確 保 し ま す 。

 自 然 が 豊 か で 優 れ た 景 観 を 楽 し む こ と が で き る 、 森 林 公 園 の 適

正 な 維 持 管 理 を 図 り ま す 。

 水 橋 フ ィ ッ シ ャ リ ー ナ の 利 用 促 進 を は じ め 、 釣 り や 散 策 な ど 海 辺

の 自 然 環 境 を 生 か し た 沿 岸 地 域 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

取組の写真、イラストなど
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〔 政 策 の 体 系 〕 環 境

快 適 な 生 活 環 境 づ く り政 策

２ 身 近 な 地 域 で 生 じ る 生 活 環 境 の 問 題 に 対 応 し ま す 。

施 策

１

施 策

2

将 来 の 需 要 を 見 据 え た 斎 場 機 能 の 充 実
施 策

３

 将 来 の 火 葬 需 要 へ の 対 応 に 向 け 、 老 朽 化 し た 斎 場 の 再 整 備 や 今

後 の あ り 方 を 検 討 し 、 利 用 者 の 利 便 性 向 上 を 図 り ま す 。

空 き 家 ・ 空 き 地 対 策 の 推 進

 民 間 事 業 者 と の 連 携 に よ る 空 き 家 情 報 バ ン ク の 運 営 や 若 年 新 婚

世 帯 を 対 象 と し た 中 古 住 宅 取 得 へ の 支 援 な ど に よ り 、 空 き 家 の

流 通 促 進 を 図 り ま す 。

 空 き 家 の 除 却 や 有 効 活 用 へ の 助 成 、 相 談 体 制 の 充 実 な ど 、 空 き

家 所 有 者 自 ら に よ る 対 応 へ の 支 援 を 行 う と と も に 、 空 き 家 の リ ノ

ベ ー シ ョ ン に よ る 利 活 用 を 推 進 し ま す 。

 放 置 さ れ た 空 き 家 は 、 倒 壊 の 危 険 や 住 環 境 へ の 悪 影 響 、 治 安 の

悪 化 な ど 、 重 大 な 問 題 を 発 生 さ せ る 恐 れ が あ る こ と か ら 、 空 き 家

所 有 者 や 市 民 に 対 す る 情 報 発 信 を 図 り 、 空 き 家 対 策 へ の 意 識 の

向 上 を 図 り ま す 。

 空 き 地 の 適 正 な 管 理 に 向 け た 啓 発 を 行 う と と も に 、 管 理 が 不 十

分 な 空 き 地 の 所 有 者 等 へ の 指 導 に 努 め ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 環 境 基 本 計 画

• 富 山 市 空 家 等 対 策 計 画

良 好 な 生 活 環 境 の 確 保

 工 場 ・ 事 業 所 等 に お け る 排 ガ ス や 排 水 な ど の 規 制 基 準 の 達 成 状 況

を 監 視 ・ 指 導 し 、 公 害 の 防 止 対 策 を 図 り ま す 。

 カ ラ ス の ふ ん 害 や 鳴 き 声 に よ る 騒 音 被 害 な ど 、 身 近 な 生 活 環 境 の

問 題 に 対 応 し 、 市 民 が 快 適 に 暮 ら せ る 地 域 環 境 づ く り を 進 め ま す 。

取組の写真、イラストなど



〔 政 策 の 体 系 〕 環 境

循 環 型 社 会 の 形 成政 策

３ ご み の 排 出 抑 制 と リ サ イ ク ル に よ る 資 源 循 環 を 推 進 し ま す 。

環 境 に や さ し い ラ イ フ ス タ イ ル の 推 進
施 策

１

 ご み の 発 生 抑 制 に 取 り 組 み 、 ご み を で き る だ け 出 さ な い ラ イ フ ス

タ イ ル へ の 転 換 を 図 り ま す 。

 民 間 事 業 者 と 連 携 し 、 日 常 生 活 で リ ユ ー ス 活 動 に 取 り 組 み や す

い 環 境 整 備 を 推 進 し ま す 。

 プ ラ ス チ ッ ク を は じ め 、 資 源 の 分 別 回 収 や 再 資 源 化 を 促 進 し 、 包

括 的 な 資 源 循 環 に 取 り 組 み ま す 。

施 策

３

 ３ R 推 進 ス ク ー ル や エ コ タ ウ ン 学 園 な ど の 環 境 学 習 講 座 の 実 施 に

よ り 、 子 ど も か ら 大 人 ま で 、 幅 広 い 世 代 の 市 民 が ご み の 減 量 化 ・

資 源 化 を 身 近 に 体 験 し 、 学 ぶ こ と が で き る 機 会 を 提 供 し ま す 。

 資 源 循 環 の 取 組 や 海 洋 ご み な ど の 環 境 問 題 に つ い て 、 情 報 発 信

や 学 習 コ ン テ ン ツ の 充 実 に 取 り 組 み ま す 。

環 境 学 習 の 充 実

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 環 境 基 本 計 画

• 富 山 市 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画

施 策

２

 サ ー キ ュ ラ ー エ コ ノ ミ ー の 実 現 に 向 け 、 市 民 や 事 業 者 の 理 解 促 進

や 意 識 醸 成 を 図 り ま す 。

 従 来 の 「 大 量 生 産 ・ 大 量 消 費 ・ 大 量 廃 棄 」 と い う 持 続 困 難 な 経 済

シ ス テ ム か ら 、 資 源 や 環 境 へ の 対 応 を 新 た な 付 加 価 値 と す る 経

済 シ ス テ ム へ 転 換 し 、 持 続 的 な 発 展 を 目 指 し ま す 。

 地 域 特 性 を 生 か し た 循 環 資 源 や 再 生 資 源 の 活 用 に よ り 、 付 加 価

値 を 創 出 し 、 地 域 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

サ ー キ ュ ラ ー エ コ ノ ミ ー （ 循 環 経 済 ） の 推 進

取組の写真、イラストなど
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〔 政 策 の 体 系 〕 環 境

ゼ ロ カ ー ボ ン の 推 進政 策

４ 2 0 5 0 年 の ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ の 実 現 に 向 け た 取 組 を 推 進 し ま す 。

施 策

１

施 策

2
省 エ ネ ル ギ ー の 推 進

 住 宅 の Z E H 化 や 省 エ ネ ル ギ ー 設 備 の 導 入 を 支 援 し 、 地 域 の 省 エ

ネ ル ギ ー 化 を 推 進 し ま す 。

 中 小 企 業 の G X を 推 進 す る た め 、 省 エ ネ ル ギ ー 診 断 の 受 診 や 脱

炭 素 設 備 の 導 入 を 支 援 し 、 脱 炭 素 経 営 の 促 進 を 図 り ま す 。

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入 拡 大 ・ 活 用 推 進

 太 陽 光 発 電 を 柱 に 、 中 小 水 力 、 バ イ オ マ ス な ど を 組 み 合 わ せ て 再

生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入 拡 大 ・ 活 用 推 進 を 図 り 、 電 力 の 脱 炭 素 化

を 推 進 し ま す 。

取組の写真、イラストなど

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 環 境 基 本 計 画

• 富 山 市 地 球 温 暖 化 対 策 推 進 計 画

施 策

３
エ ネ ル ギ ー ビ ジ ネ ス の 活 性 化

 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 地 産 地 消 を 推 進 し 、 エ ネ ル ギ ー 関 連 サ ー

ビ ス の 振 興 に 繋 が る ビ ジ ネ ス モ デ ル の 構 築 を 目 指 し ま す 。

 環 境 先 進 都 市 と し て 、 開 発 途 上 国 で の 脱 炭 素 等 の 環 境 技 術 導 入

に 向 け た 市 内 企 業 の 取 組 を 支 援 し ま す 。

施 策

４
多 様 な ス テ ー ク ホ ル ダ ー と の 協 働

 脱 炭 素 社 会 の 実 現 に 向 け て 、 市 民 ・ 事 業 者 ・ 行 政 が 一 体 と な り 、 地

域 全 体 で エ ネ ル ギ ー プ ロ ジ ェ ク ト に 取 り 組 む 基 盤 の 拡 大 を 図 る と

と も に 、 環 境 教 育 を 推 進 し ま す 。

 環 境 問 題 等 の 解 決 に 向 け て 、 国 内 外 の 自 治 体 や 国 際 機 関 等 と 連

携 を 図 り ま す 。



文化・芸術

120

分野
１４

写真①

写真②

写真③

文化・芸術分野に関連するSDGｓゴール

〔 取 組 の 方 向 性 〕
　 文 化 ・ 芸 術 の 振 興 に と ど ま ら ず 、 観 光 、 ま ち づ く り 、 国 際 交 流 、 産

業 等 幅 広 い 分 野 と の 連 携 や 市 民 と の 協 働 に よ り 、 富 山 市 な ら で は

の 新 た な 価 値 を 創 造 し 、 都 市 の 魅 力 向 上 と 活 性 化 に つ な げ ま す 。

 富 山 市 は 、 ガ ラ ス 、 舞 台 芸 術 、 デ ザ イ ン 、 民 俗 民 芸 、 文 化 遺 産 、 伝 統 行 事

な ど 、 多 様 な 文 化 ・ 芸 術 資 源 を 培 っ て き ま し た 。 こ れ ら は 、 市 民 の 創 造 的

な 活 動 を 支 え る と と も に 、 観 光 や ま ち づ く り 、 地 域 経 済 に も つ な が る 富

山 市 な ら で は の 魅 力 と な っ て い ま す 。

 一 方 、 こ れ ら の 文 化 ・ 芸 術 資 源 を 守 り 、 発 展 さ せ て い く に は 、 さ ら な る 魅

力 向 上 や 情 報 発 信 の ほ か 、 観 光 、 ま ち づ く り 、 国 際 交 流 、 産 業 等 関 連 す

る 幅 広 い 分 野 と の 連 携 が 求 め ら れ て い ま す 。 ま た 、 市 民 参 加 の 拡 大 や 伝

統 文 化 の 担 い 手 不 足 へ の 対 応 も 課 題 と な っ て い ま す 。

 今 後 、 文 化 ・ 芸 術 の 振 興 だ け で な く 、 相 乗 効 果 が 期 待 で き る 他 分 野 と の

連 携 を 視 野 に 入 れ た 総 合 的 な 文 化 芸 術 施 策 を 展 開 し 、 文 化 ・ 芸 術 に よ る

富 山 市 な ら で は の 新 た な 価 値 を 創 造 す る こ と に よ り 、 都 市 の 魅 力 向 上 と

活 性 化 に つ な げ ま す 。 ま た 、 市 民 に よ る 多 様 な 文 化 活 動 の 促 進 や 地 域 に

根 差 し た 伝 統 文 化 の 継 承 を 通 じ て 、 郷 土 へ の 愛 着 と 誇 り の 醸 成 を 図 り 、

富 山 市 の 文 化 ・ 芸 術 を 次 世 代 へ つ な げ ま す 。
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〔 取 組 の 進 捗 を 測 る 主 な 指 標 〕

〔 現 状 と 課 題 〕

① ②

③ ④

文 化 ・ 芸 術

文化・芸術による富山市ならではの新たな
価値を創造する取組が求められています。

ガ ラ ス 文 化 や 舞 台 芸 術 へ の 関 心 は 高 ま っ て

い ま す が 、 市 民 へ の さ ら な る 浸 透 や 全 国 的 ・

国 際 的 な 認 知 度 の 強 化 に は 課 題 が あ り ま す 。

今 後 は 、 国 内 外 に 富 山 市 の 文 化 ・ 芸 術 の 魅 力

を 戦 略 的 ・ 効 果 的 に 発 信 す る と と も に 、 文

化 ・ 芸 術 と 相 乗 効 果 が 期 待 で き る 幅 広 い 分

野 と 連 携 し た 取 組 が 求 め ら れ て い ま す 。

文化・芸術の魅力を産業や観光につなげる
取組が求められています。

ガ ラ ス 文 化 を は じ め 、 こ れ ま で 培 っ て き た

「 富 山 市 な ら で は 」 の 強 み は あ り ま す が 、 さ

ら な る ブ ラ ン ド 価 値 の 向 上 や 普 及 展 開 に 課

題 が あ り ま す 。 今 後 は 、 観 光 面 や 商 業 的 な 価

値 を 高 め る と と も に 、 富 山 市 ら し さ を さ ら に

発 信 す る 取 組 の 推 進 が 必 要 で す 。

市民が日常的に文化・芸術に親しむ機会
のさらなる充実が求められています。

市 民 が 自 主 的 に 行 う 文 化 ・ 芸 術 に 関 す る 創

作 ・ 発 表 の 場 や 、 鑑 賞 機 会 の 提 供 等 の 取 組 は

行 わ れ て い ま す が 、 引 き 続 き 、 文 化 ・ 芸 術 に

関 す る 活 動 を 行 う 市 民 の 自 主 的 な 活 動 を 促

進 し て い く こ と が 必 要 で す 。 市 民 が 日 常 的 に

多 様 な 文 化 ・ 芸 術 に 親 し み 、 気 軽 に 文 化 活 動

を 楽 し む 機 会 を よ り 一 層 充 実 さ せ る こ と が

求 め ら れ て い ま す 。

伝統文化や文化遺産等を活用し、次世代
へ継承するための対策が必要です。

地 域 な ら で は の 伝 統 文 化 の 継 承 や 文 化 遺 産

の 保 存 ・ 活 用 が 進 め ら れ て い る も の の 、 担 い

手 不 足 や 計 画 的 な 保 存 ・ 整 備 な ど に 課 題 が

あ り ま す 。 地 域 資 源 や 観 光 資 源 と し て 活 用 し

な が ら 、 次 世 代 に 魅 力 や 価 値 を 伝 え る 持 続

可 能 な 取 組 の 推 進 が 必 要 で す 。

ガラス関連施設への
入場者数

基準 ガラス美術館352,322人
（令和6～7年度平均）
ガラス工房７９，６０１人
（令和3～7年度平均）

富山市調査

目標

市民文化振興事業
における入場率

基準 79.6％
（令和７年度）

82.5％
（令和13年度）

富山市調査

目標

富山デザインフェアアンケート
の満足度「満足」の割合

基準

目標

基準

目標

文化遺産等の
対象施設の利用者数

63.4％
（令和７年度）

73,685人
（令和７年度）

富山市調査 富山市調査

７５.0％
（令和13年度）

77,800人
（令和13年度）

ガ ラ ス 美 術 館 来 館 者 数 の 推 移 富 山 ガ ラ ス 工 房 「 創 作 工 房 （ レ ン タ ル 工 房 ） 延 べ

利 用 者 数 」 の 推 移

出典：富山市調査 出典：富山市調査
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※市民文化振興事業：音楽、演劇、舞踊等多様で質の高い芸術文化

を市民に提供し、魅力ある文化の創造に寄与する事業

出典：富山市「富山市調査」

※対象施設：馬場家、森家、浮田家、米田家、
婦中安田城跡歴史の広場、北代縄文広場

14,988

27,591

45,477

52,273
49,640 47,683

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

R2 R3 R4 R5 R6 R7 （年）

（人）

45,016 

64,256 

98,515 

92,958 

56,611 

73,685 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

R2 R3 R4 R5 R6 R7 （年）

（人）

ガラス美術館350,000人
（令和13年度）
ガラス工房８０，０００人
（令和13年度）



〔 政 策 の 体 系 〕

観 光 ・ ま ち づ く り ・ 産 業 等 と の 連 携 に よ る 質 の 高 い

文 化 ・ 芸 術 の 共 創

政 策

１
富 山 な ら で は の 新 た な 価 値 を 創 造 し 、 さ ら な る 魅 力 の 創 出 を 図 り ま す 。

「 ガ ラ ス の 街 と や ま 」 の 推 進
施 策

2

富 山 市 な ら で は の 文 化 ・ 芸 術 の 創 造

 オ ー バ ー ド ・ ホ ー ル を 拠 点 に 、 国 内 外 の 多 様 な 音 楽 や 舞 台 芸 術 に

関 す る 公 演 を 開 催 し 、 質 の 高 い 芸 術 文 化 の 発 信 や 鑑 賞 の 機 会 を

提 供 し ま す 。

 多 様 な 文 化 ・ 芸 術 に 関 わ る 人 々 と の 協 働 や 市 民 参 加 型 の 創 作 活

動 に よ り 、 富 山 市 な ら で は の ユ ニ ー ク な 文 化 ・ 芸 術 に 触 れ る 機 会

を 提 供 し ま す 。

 文 化 ・ 芸 術 分 野 に と ど ま ら ず 、 観 光 、 ま ち づ く り 、 国 際 交 流 、 産 業

等 幅 広 い 分 野 と 連 携 し 、 富 山 市 な ら で は の 新 た な 価 値 を 創 造 す

る こ と に よ り 、 来 訪 者 増 加 や 交 流 促 進 、 地 域 内 で の 滞 在 ・ 消 費 の

拡 大 を 図 り 、 文 化 芸 術 の 価 値 を 生 か し た 地 域 経 済 の 活 性 化 に つ

な げ ま す 。

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 文 化 創 造 都 市 ビ ジ ョ ン

• ガ ラ ス の 街 づ く り ビ ジ ョ ン

取組の写真、イラストなど

施 策

１

文 化 ・ 芸 術
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 ガ ラ ス 造 形 研 究 所 、 ガ ラ ス 工 房 、 ガ ラ ス 美 術 館 の 3 施 設 が 連 携 し 、

人 材 育 成 か ら 制 作 、 展 示 、 販 売 ま で を 一 体 的 に 進 め 、 「 富 山 ガ ラ

ス 」 の グ ロ ー バ ル な 発 展 と 発 信 に よ り 「 ガ ラ ス の 街 と や ま 」 を さ

ら な る ス テ ー ジ に 押 し 上 げ ま す 。

 外 部 講 師 の 招 聘 や 公 開 講 座 の 実 施 に よ り 、 ガ ラ ス 作 家 の 育 成 や

技 術 力 の 向 上 を 支 援 し ま す 。

 ガ ラ ス の 制 作 体 験 や ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開 催 な ど を 通 じ て 、 市 民 が

日 常 的 に ガ ラ ス に 触 れ る 機 会 を 提 供 し ま す 。

 ガ ラ ス 工 房 や ガ ラ ス 美 術 館 の シ ョ ッ プ 等 に お い て 、 「 富 山 ガ ラ

ス 」 作 品 の 販 売 促 進 に 取 り 組 み 、 市 民 へ の 普 及 と 創 作 活 動 の 産

業 化 を 推 進 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 観 光 ・ 交 流 　 政 策 １ － 施 策 ４
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〔 政 策 の 体 系 〕

市 民 文 化 活 動 へ の 支 援
多 様 な 文 化 活 動 へ の 参 加 を 促 し 、 市 民 の 創 造 性 と 交 流 を 広 げ ま す 。

施 策

１

施 策

2
市 民 の 創 造 性 と 交 流 拡 大 に 向 け た デ ザ イ ン 活 動 の 支 援

 優 れ た 商 業 デ ザ イ ン や 広 告 デ ザ イ ン の 展 示 イ ベ ン ト 、 デ ザ イ ン セ

ミ ナ ー 、 ト ー ク イ ベ ン ト 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど を 通 じ て 市 民 が 広 く

デ ザ イ ン に 親 し む 機 会 を 提 供 し ま す 。

 学 生 や 若 手 デ ザ イ ナ ー 、 教 育 機 関 、 企 業 と の 連 携 に よ る 企 画 を 充

実 さ せ 、 次 代 を 担 う デ ザ イ ン 人 材 の 育 成 と 参 加 を 促 進 し ま す 。

取組の写真、イラストなど

多 様 な 文 化 ・ 芸 術 に 親 し む 機 会 の 充 実

政 策

２

文 化 ・ 芸 術

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 文 化 創 造 都 市 ビ ジ ョ ン

 富 山 市 民 芸 術 創 造 セ ン タ ー を 拠 点 に 、 ジ ャ ン ル を 超 え て 文 化 ・ 芸 術

活 動 を 担 う 人 々 の 交 流 を 図 り ま す 。

 公 民 館 等 の 地 域 の 施 設 で の 出 張 コ ン サ ー ト な ど 、 市 民 が 文 化 ・ 芸

術 を 身 近 に 感 じ る こ と の で き る 機 会 を 提 供 し ま す 。

 幅 広 い 世 代 に 合 わ せ た 公 演 や イ ベ ン ト を 開 催 す る と と も に 、 市 民

の 創 作 活 動 を 発 表 す る 場 を 提 供 す る こ と に よ り 、 文 化 ・ 芸 術 に 取 り

組 み や す い 環 境 を 整 え ま す 。

 子 ど も 向 け の 公 演 や ス ト リ ー ト ピ ア ノ な ど 、 幼 少 期 か ら 日 常 的 に 多

様 な 文 化 ・ 芸 術 に 触 れ る 機 会 を 創 出 し ま す 。
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〔 政 策 の 体 系 〕

伝 統 文 化 の 継 承 と 文 化 遺 産 の 活 用
地 域 に 根 ざ し た 伝 統 文 化 を 守 り 生 か し 、 次 世 代 へ つ な ぐ 取 組 を 進 め ま す 。

施 策

１

施 策

2
地 域 の 伝 統 文 化 の 継 承

 富 山 市 を 代 表 す る 伝 統 文 化 で あ る 「 お わ ら 風 の 盆 」 や 「 曳 山 祭

り 」 に つ い て 、 担 い 手 の 育 成 や 新 た な 魅 力 の 創 出 ・ 発 信 を 図 り 、

持 続 可 能 な 伝 統 行 事 と し て 継 承 し て い き ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 観 光 ・ 交 流 　 政 策 ２ ー 施 策 ３

 地 域 の 自 然 や 歴 史 、 文 化 財 な ど に 実 際 に 触 れ る 学 習 機 会 を 通 じ

て 、 子 ど も た ち の 郷 土 へ の 愛 着 と 誇 り の 醸 成 を 図 り ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 郷 土 愛 　 政 策 ２ ー 施 策 ２

 途 絶 え て い た 伝 統 行 事 の 復 活 な ど 、 地 域 に よ る 伝 統 や 文 化 の 継

承 に 向 け た 取 組 を 支 援 し ま す 。

　 【 関 連 施 策 】 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 　 政 策 ４ － 施 策 ２

取組の写真、イラストなど

文 化 遺 産 等 の 保 存 ・ 活 用

 指 定 ・ 登 録 文 化 財 や 未 指 定 文 化 財 の 計 画 的 な 保 存 ・ 整 備 を 進 め 、

観 光 資 源 や 地 域 資 源 と し て 活 用 し ま す 。

 史 跡 の 保 存 ・ 活 用 を 図 る こ と に よ り 、 史 跡 の 魅 力 や 価 値 を 幅 広 い

人 々 に 周 知 し 、 後 世 に 継 承 し ま す 。

政 策

３

文 化 ・ 芸 術

主 な 関 連 計 画

• 富 山 市 文 化 創 造 都 市 ビ ジ ョ ン

• 富 山 市 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画
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第Ⅲ部 分野横断重点テーマ

　 前 期 基 本 計 画 で は 、 基 本 構 想 で 掲 げ る 将 来 像 の 実 現 に 向 け 、 各 分 野 に

お け る 取 組 の 方 向 性 を 「 分 野 別 の 政 策 」 と し て 体 系 的 に 示 し て い ま す 。

あ わ せ て 、 複 数 の 分 野 が 連 携 し て 対 応 す べ き 課 題 に つ い て は 、 「 分 野 別

の 政 策 」 と 連 動 さ せ な が ら 、 一 体 的 、 戦 略 的 に 取 組 を 進 め ま す 。

　 富 山 市 の 最 重 要 課 題 で あ る 人 口 減 少 ・ 少 子 化 対 策 を は じ め 、 デ ジ タ ル

技 術 の 活 用 、 災 害 へ の 備 え 、 脱 炭 素 社 会 へ の 移 行 、 公 共 施 設 ・ イ ン フ ラ

の 老 朽 化 へ の 対 応 、 多 様 な 人 材 が 活 躍 で き る 共 生 社 会 の 実 現 な ど 、 本

市 が 今 後 ５ 年 間 で 特 に 重 視 す べ き 課 題 に つ い て は 、 「 分 野 横 断 重 点 テ ー

マ 」 と し て 位 置 付 け ま す 。

　 こ れ ら の テ ー マ に 対 し 、 関 連 す る 分 野 の 政 策 ・ 施 策 を 横 断 的 に 展 開 す

る こ と で 、 基 本 構 想 で 示 し た 社 会 環 境 の 変 化 に 的 確 に 対 応 し て い き ま す 。 　

テ ー マ の 背 景 と 方 向 性

関 連 す る 主 な 分 野

結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て 、 教 育 、 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 郷

土 愛 、 行 政 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ 、 都 市 ・ 交 通 、 防 災 ・ 防 犯 、 産 業 ・ 雇 用 、

観 光 ・ 交 流 、 農 林 水 産 、 環 境

主 な 取 組

 若 い 世 代 の ラ イ フ デ ザ イ ン の 支 援

 出 会 い の 場 の 創 出 ・ 結 婚 支 援

 妊 娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て ・ 教 育 の 切 れ 目 な い 支 援

 若 者 や 女 性 に と っ て 魅 力 的 な 雇 用 機 会 の 創 出

 移 住 ・ 二 地 域 居 住 、 U I J タ ー ン の 促 進

 シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ ン の 推 進 、 関 係 人 口 ・ 交 流 人 口 の 創 出 ・ 拡 大

 D X 推 進 な ど に よ る 人 材 不 足 へ の 対 応

 空 き 家 ・ 空 き 地 対 策 の 推 進

人口減少・少子化対策テ ー マ

１

　 加 速 す る 人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 は 、 労 働 力 不 足 、 地 域 経 済 の 縮 小 、 税

収 減 に 伴 う 行 政 サ ー ビ ス の 低 下 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 担 い 手 不 足 、 公 共

交 通 の 衰 退 、 空 き 家 ・ 空 き 地 の 増 加 な ど 、 市 民 生 活 や 地 域 経 済 に 様 々 な

影 響 を 及 ぼ し ま す 。

　 富 山 市 で は 、 人 口 減 少 の ス ピ ー ド を 緩 や か に す る た め 、 多 様 な 価 値 観

や 考 え 方 を 尊 重 し な が ら 、 結 婚 し た い 人 が 結 婚 し 、 子 ど も を 持 ち た い 人

が 安 心 し て 産 み 育 て る こ と が で き る 社 会 の 実 現 や 、 若 者 や 女 性 を 含 め 、

誰 か ら も 「 選 ば れ る ま ち 」 の 実 現 を 目 指 し 、 部 局 横 断 で 人 口 減 少 ・ 少 子

化 対 策 に 取 り 組 み ま す 。

　 あ わ せ て 、 人 口 減 少 社 会 に あ っ て も 、 生 産 性 を 保 ち 、 市 民 が 幸 せ に 暮

ら す こ と が で き る よ う 、 人 口 減 少 に 適 応 す る た め の 施 策 に つ い て も 取

り 組 み ま す 。
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テ ー マ の 背 景 と 方 向 性

　 デ ジ タ ル 技 術 の 進 展 に よ り 、 市 民 サ ー ビ ス 、 地 域 活 動 、 教 育 、 産 業 の

あ り 方 は 大 き く 変 化 し て い ま す 。

　 富 山 市 が 進 め て き た ス マ ー ト シ テ ィ 政 策 を さ ら に 推 進 し 、 行 政 サ ー ビ

ス や 市 民 生 活 の 利 便 性 向 上 、 地 域 活 動 の 効 率 化 、 教 育 D X の 推 進 、 官 民

連 携 に よ る 産 業 の 生 産 性 向 上 や 新 た な 価 値 の 創 出 に つ な げ ま す 。

関 連 す る 主 な 分 野

産 業 ・ 雇 用 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 教 育 、 都 市 ・ 交 通 、 行 政 ・ パ ー ト ナ ー

シ ッ プ

主 な 取 組

 行 政 サ ー ビ ス ・ 公 共 施 設 利 用 の デ ジ タ ル 化

 I C T を 活 用 し た 市 民 生 活 ・ 地 域 活 動 の デ ジ タ ル 化

 教 育 D X の 推 進

 市 内 企 業 の D X 推 進 に よ る 生 産 性 の 向 上

 デ ジ タ ル 人 材 の 育 成 ・ 活 用

 A I ・ I o T 等 を 活 用 し た 新 た な 価 値 の 創 出

テ ー マ

２
DX・デジタル技術による暮らしと産業の変革

テ ー マ の 背 景 と 方 向 性

　 令 和 ６ 年 能 登 半 島 地 震 を は じ め 、 地 震 や 豪 雨 な ど 大 規 模 災 害 へ の 備

え の 重 要 性 が 改 め て 認 識 さ れ て い ま す 。

　 市 民 の 命 と 暮 ら し を 守 る た め 、 地 域 に お け る 自 助 ・ 共 助 の 力 を 高 め る

と と も に 、 公 共 施 設 ・ イ ン フ ラ の 強 靱 化 や 消 防 ・ 救 急 体 制 の 整 備 、 デ ジ

タ ル 技 術 や デ ー タ の 利 活 用 に よ る 迅 速 な 情 報 共 有 や 災 害 対 応 力 の 向 上

を 図 る こ と で 、 安 全 ・ 安 心 を 支 え る ま ち の 基 盤 を 強 化 し 、 災 害 に 強 い

「 都 市 レ ジ リ エ ン ス 」 の 向 上 を 図 り ま す 。

関 連 す る 主 な 分 野

防 災 ・ 防 犯 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 都 市 ・ 交 通 、 産 業 ・ 雇 用

主 な 取 組

 地 域 防 災 力 の 向 上

 防 災 人 材 の 育 成 と 地 域 防 災 活 動 の 支 援

 公 共 施 設 や イ ン フ ラ 等 の 耐 震 化 ・ 強 靱 化

 消 防 ・ 救 急 体 制 の 整 備 、 強 化

 災 害 時 に お け る 多 様 な 住 民 へ の 支 援 体 制 の 強 化

テ ー マ

3 安全・安心を支える防災力の強化



テ ー マ の 背 景 と 方 向 性

　 気 候 変 動 へ の 対 応 や 脱 炭 素 社 会 へ の 移 行 は 、 市 民 生 活 や 産 業 活 動 の

持 続 可 能 性 に 直 結 す る 重 要 な 課 題 で す 。

　 コ ン パ ク ト シ テ ィ 政 策 を 基 盤 と し た 持 続 可 能 な 都 市 構 造 の 形 成 を 進 め

る と と も に 、 富 山 の 豊 か な 自 然 環 境 を 守 り な が ら 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

の 活 用 や 企 業 の G X 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 促 進 し 、 環 境 と 経 済 が 調 和 し た

ま ち づ く り を 進 め ま す 。

関 連 す る 主 な 分 野

環 境 、 産 業 ・ 雇 用 、 都 市 ・ 交 通 、 農 林 水 産 、 観 光 ・ 交 流

主 な 取 組

 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ の 推 進

 企 業 の G X ・ 省 エ ネ ル ギ ー 化 の 促 進

 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 活 用 促 進

 資 源 循 環 と 廃 棄 物 の 適 正 処 理 の 推 進

 水 辺 ・ 森 林 ・ 里 山 な ど 自 然 環 境 の 保 全

 生 物 多 様 性 に 配 慮 し た 農 林 水 産 業 の 推 進

 自 然 空 間 の 活 用 と 環 境 に 親 し む 機 会 の 創 出

テ ー マ

4
脱炭素化・GXの推進と豊かな自然環境の保全
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テ ー マ の 背 景 と 方 向 性

　 高 度 成 長 期 に 整 備 さ れ た 公 共 施 設 や 道 路 、 橋 梁 、 上 下 水 道 、 公 園 な ど

の 社 会 イ ン フ ラ は 、 今 後 一 斉 に 更 新 時 期 を 迎 え ま す 。 人 口 減 少 や 財 政 的

な 制 約 の 中 に あ っ て も 、 市 民 生 活 や 地 域 活 動 、 災 害 時 の 安 全 、 文 化 ・ ス

ポ ー ツ 活 動 な ど を 支 え る 機 能 を 維 持 し て い く こ と が 求 め ら れ ま す 。

　 施 設 や イ ン フ ラ の 老 朽 化 状 況 、 利 用 実 態 な ど を 踏 ま え 、 コ ン パ ク ト な

ま ち づ く り と 連 動 し た 計 画 的 な 保 全 ・ 更 新 や 長 寿 命 化 、 再 編 、 民 間 活 力

の 導 入 、 柔 軟 な 利 活 用 、 適 切 な 情 報 提 供 と 合 意 形 成 な ど を 進 め 、 持 続

可 能 で 魅 力 あ る 都 市 基 盤 の 形 成 を 目 指 し ま す 。

関 連 す る 主 な 分 野

行 政 ・ パ ー ト ナ ー シ ッ プ 、 防 災 ・ 防 犯 、 都 市 ・ 交 通 、 ス ポ ー ツ 、 文 化 ・ 芸 術

主 な 取 組

 公 共 施 設 の 計 画 的 な 保 全 ・ 更 新 と 再 編

 施 設 本 来 の 用 途 に と ら わ れ な い 柔 軟 な 利 活 用

 民 間 活 力 を 生 か し た 公 共 施 設 の 管 理 ・ 運 営

 道 路 、 橋 梁 、 上 下 水 道 、 公 園 等 の 長 寿 命 化 ・ 計 画 的 な 維 持 管 理

 ス ポ ー ツ 施 設 ・ 文 化 施 設 の 機 能 維 持 と 魅 力 向 上

テ ー マ

5 公共施設・インフラの持続可能なマネジメント



テ ー マ の 背 景 と 方 向 性

　 地 域 や 企 業 活 動 な ど を 支 え る 人 材 が 多 様 化 す る な か 、 性 別 、 年 齢 、 障

害 の 有 無 、 国 籍 な ど に か か わ ら ず 、 誰 も が 自 分 ら し く 力 を 発 揮 で き る 環

境 づ く り が 重 要 に な っ て い ま す 。

　 多 文 化 共 生 や 男 女 共 同 参 画 、 柔 軟 な 働 き 方 、 外 国 人 材 の 受 入 環 境 づ

く り な ど を 進 め 、 多 様 な 人 材 が 互 い に 「 違 い 」 を 認 め 、 高 め 合 う こ と が

で き る 共 生 社 会 の 実 現 を 目 指 し ま す 。

関 連 す る 主 な 分 野

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 郷 土 愛 、 教 育 、 産 業 ・ 雇 用 、 健 康 ・ 福 祉 ・ 医 療 、

結 婚 ・ 出 産 ・ 子 育 て 、 防 災 ・ 防 犯

主 な 取 組

 多 文 化 共 生 の 推 進

 多 様 な 人 材 が 働 き や す い 就 業 環 境 の 整 備

 柔 軟 な 働 き 方 や 仕 事 と 生 活 の 両 立 支 援

 外 国 人 材 の 受 入 環 境 づ く り と 職 場 定 着 支 援

 男 女 共 同 参 画 の 推 進

 高 齢 者 ・ 障 害 者 の 社 会 参 加 と 地 域 生 活 支 援

テ ー マ

6 多様な人材が活躍できる共生社会の実現
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